
www.sekisuiheim-owner.jp

4 0 0 0 0
2022.10・5000・05



本誌は、暮らしと住まいの情報誌「ハーモネート」に掲載のお手入れ情報をまとめた「自分でできるわが家のお手入れ」の改訂版です。
従来の冊子に情報を追加し、さらに読みやすく整理しました。お手元の「お手入れ読本」とともにご活用ください。
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必
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で
す
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で
も
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何
よ
り
大
切
な
の
は

お
住
ま
い
の
方
の

ふ
だ
ん
の
お
手
入
れ
。
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い
の
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ご
と
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別
に
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っ
と
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し
た
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手
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法
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分
で
で
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る
補
修
法
を

イ
ラ
ス
ト
入
り
で

ま
と
め
ま
し
た
。

こ
の
冊
子
を
参
考
に
、

ま
ず
自
分
で
で
き
る
こ
と
か
ら

始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

わ
が
家
を
よ
り
長
持
ち

さ
せ
る
た
め
に
。

わ
が
家
を
よ
り
長
持
ち

さ
せ
る
た
め
に
。

住まいのメンテナンスカレンダー

※外壁や屋根の塗り替え時期は、住宅タイプによっても大きく異なります。お手元の「お手入れ読本」をご覧になるか、またはファミエスにご確認ください。
※ここに記載した「取り替え」や「塗り替え」の時期は、あくまで目安です。建築時期や立地条件により、最適の時期が異なる場合があります。
※設備類についても、使用頻度やお手入れ状況などで「取り替え」の時期が異なる場合があります。
※このカレンダーに記載されていない部位・設備については、お手元の「お手入れ読本」「取扱説明書」をご参照ください。

部位ごとに、自分でできるお手入れや点検、
そして取り替え（塗り替え）の目安を一覧表にしました。
メンテナンスのタイミングを心得ておきましょう。

玄関

洋室・階段

和室

障子

室内建具

勝手口ドア

キッチン

浴室

トイレ・洗面

窓

網戸

雨戸・
シャッター

カーテン・
ブラインド

照明

外まわり

部位・部品

木製ドア

金属製ドア

ポーチ

フローリング

お手入れ・点検の目安

週1回からぶき、月2回ワックスがけ

汚れたら水洗い、月1回ワックスがけ

年2回キズ・サビを点検

2〜3ヶ月、少なくとも半年に1回ワックスがけ

取り替え・塗り替えの目安

4〜5年で塗り替え、10年程度で取り替え

8〜12年で塗り替え

8〜12年で塗り替え

不具合部を張り替え

ソフトフロア

カーペット

月1回ワックスがけ 　　　　〃

汚れたらクリーニング 6〜10年で張り替え

壁クロス 年1回、できれば季節に1回水ぶき 6〜10年で張り替え

畳 汚れたら固絞りの雑巾で水ぶき 2〜4年で裏返し、5〜8年で取り替え

ふすま 週1回ハタキがけ 5〜7年で張り替え

障子 週1回ハタキがけ 1〜3年で張り替え

ドアパネル 週1回からぶき、月1〜2回クリーナー 不具合が出たら取り替え

ドアノブ 年1〜2回可動部に潤滑剤を差す 6〜10年で取り替え

金属製ドア 月1回蝶番・ストッパーを点検 8〜12年で塗り替え

ガスレンジ 使用のつど掃除・点検 1〜2年で電池交換、8〜10年で本体取り替え

換気扇・レンジフードファン 月1回部品をはずして掃除 8〜10年で取り替え

排水口 週1回部品をはずして掃除

バスユニット 使用のつど掃除 15〜20年で取り替え

給湯器・温水器 月1回室外機も含めて点検 8〜10年で取り替え

便器 使用のつど掃除

洗面台 　　　　〃

サッシ・ガラス 週1回ハタキがけ、月1回お湯ぶき

戸車・クレセント 年1〜2回可動部に潤滑剤を差す 6〜10年で取り替え

網 週1回ハタキがけ、夏前にはずして洗う 6〜10年で張り替え

戸車 年1〜2回可動部に潤滑剤を差す 6〜10年で取り替え

雨戸 年1〜2回水洗いとワックスがけ

戸車 年1〜2回可動部に潤滑剤を差す 6〜10年で取り替え

カーテン

ブラインド

年1回（レースは半年に1回）洗濯

月1回水ぶき 不具合が出たら取り替え

カバー 月1回洗剤ぶき

ランプ 月1回からぶき 白熱灯は切れたら交換
蛍光灯はチラつき、黒ずみが出たら取り替え

外壁 年2回水洗い、キズ・カビもチェック ※

バルコニー 手すり 年2回キズ・カビをチェック 8〜12年で塗り替え

バルコニー床 月1回床を掃除 8〜10年で張り替え

浄化槽 維持管理契約に基づき、専門の業者が定
期点検 機械部分は7〜10年で取り替え
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3

れ
を
つ
き
に
く
く
し
、塗
装
の
ひ
び
割
れ
な

ど
も
防
い
で
ド
ア
を
長
持
ち
さ
せ
ま
す
。
ド

ア
下
部
は
と
く
に
傷
み
や
す
い
部
分
な
の
で
、

念
入
り
に
ワ
ッ
ク
ス
を
塗
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
　

　

た
た
き
に
水
を
ま
く
と
、
カ
ビ
や
タ
イ
ル

は
が
れ
、
白
ア
リ
発
生
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

汚
れ
は
、
水
を
絞
っ
た
雑
巾
や
モ
ッ
プ
で
ふ

き
取
り
ま
し
ょ
う
。

　

石
床
専
用
の
樹
脂
ワ
ッ
ク
ス
を
塗
っ
て
お

く
と
、
ツ
ヤ
が
よ
み
が
え
り
、
汚
れ
も
つ
き

に
く
く
な
り
ま
す
。

　

屋
外
の
ポ
ー
チ
は
水
を
流
し
、
泥
な
ど
の

こ
び
り
つ
き
を
デ
ッ
キ
ブ
ラ
シ
や
タ
ワ
シ
で

こ
す
り
落
と
し
て
く
だ
さ
い
。

　

玄
関
ド
ア
に
は
、
木
製
と
金
属
製
の
２
タ

イ
プ
が
あ
り
ま
す
。
金
属
製
ド
ア
は
表
面
が

丈
夫
に
で
き
て
い
る
の
で
お
手
入
れ
も
簡
単

で
す
。
ホ
コ
リ
や
泥
は
ね
が
つ
い
た
ら
、
水

を
か
け
な
が
ら
や
わ
ら
か
い
布
で
洗
い
流
し

て
く
だ
さ
い
。

　

一
方
、
木
製
ド
ア
は
水
や
直
射
日
光
に
弱

い
の
で
、
き
ち
ん
と
し
た
お
手
入
れ
が
必
要
。

週
に
一
度
は
や
わ
ら
か
い
布
で
か
ら
ぶ
き
を

し
ま
し
ょ
う
。
泥
は
ね
な
ど
は
、
気
が
つ
い

た
ら
す
ぐ
落
と
し
ま
す
。

　

で
き
れ
ば
月
２
回
、
ホ
コ
リ
や
泥
を
落
と

し
た
後
に
玄
関
ド
ア
用
の
ワ
ッ
ク
ス
を
か
け

ま
し
ょ
う
。
ド
ア
表
面
に
膜
を
つ
く
っ
て
汚

　
　【

開
閉
時
に「
キ
ー
キ
ー
」
音
が
す
る
】

　

ド
ア
の
開
閉
時「
キ
ー
キ
ー
」
音
が
し
た
り
、

固
く
て
開
き
に
く
い
場
合
は
、
蝶
番
の
心
棒
に

シ
リ
コ
ン
系
潤
滑
剤
を
差
し
ま
す
。
支
障
が
な

く
て
も
半
年
に
１
回
程
度
、
定
期
的
に
行
う
と

よ
い
で
し
ょ
う
。

【
ド
ア
の
閉
ま
り
が
悪
い
】

　

ラ
ッ
チ
ボ
ル
ト
の
収
ま
り
が
悪
く
、
ド
ア
が

き
ち
ん
と
閉
ま
ら
な
い
と
き
は
、
ラ
ッ
チ
ボ
ル

ト
に
シ
リ
コ
ン
系
潤
滑
剤
を
差
す
と
、
ス
ム
ー

ズ
に
収
ま
り
ま
す
。
潤
滑
剤
の
代
わ
り
に
鉛
筆

の
芯
を
こ
す
り
つ
け
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

【
鍵
の
回
り
が
悪
い
】

　

鍵
が
ス
ム
ー
ズ
に
回
ら
な
い
と
き
は
、
鍵
穴
に

潤
滑
剤
を
差
し
ま
す
。
潤
滑
剤
が
な
け
れ
ば
、
鍵

の
凹
凸
部
分
に
鉛
筆
の
芯
を
こ
す
り
つ
け
ま
す
。

ふ
だ
ん
の
お
手
入
れ

自分でできる  わが家のお手入れ

隅々までお手入れのゆき届いた
玄関は、家族にも、お客さまにも
気持ちのよいものです。
それでも年月が経つと、
汚れや傷みがちらほら。
そんなときの補修の仕方も
心得ておきましょう。

玄関

ドア（木製）につかないように注意しなが
ら潤滑剤を差す。

□ドアの外側や下部が泥や
ホコリで汚れていないか。

□ドアの取っ手まわりに手
アカがついていないか。

□ドアチェッカー（クローザー）
に異常はないか。

□ドアの開閉、鍵の開け閉
めに難がないか。

□ドア表面にキズがないか。
□ 木製ドアの塗装がはげて

いないか。
□たたきに泥汚れはないか。
□ 巾木や上がりかまちにキ

ズがないか。
□ 玄関収納の扉などに汚れ

や傷みがないか。

ここをチェック！

デットボルト
ラッチボルト

2B〜4Bぐらいのやわらかい鉛筆をこすり
つける。

ド
ア
の
キ
ズ
補
修

●
小
さ
な
キ
ズ
は
…

　
　

木
製
ド
ア
の
ひ
っ
か
き
キ
ズ

は
、
市
販
の
ク
レ
ヨ
ン
タ
イ
プ
の

補
修
剤（
＊
）で
直
せ
ま
す
。

①
ド
ア
と
同
じ
色
の
補
修
剤
を
、
キ
ズ
と
交
差

す
る
よ
う
に
塗
り
込
む
。

②
ヘ
ラ
で
余
分
な
補
修
剤
を
そ
ぎ
取
る
。

③
最
後
に
透
明
の
ラ
ッ
カ
ー
か
マ
ニ
キ
ュ
ア

を
塗
っ
て
補
修
面
を
保
護
す
る
。

　

キ
ズ
に
塗
る
だ
け
の
筆
ペ
ン
タ
イ
プ
の
補

修
剤
も
あ
り
ま
す
。
塗
っ
て
み
て
色
が
薄
い

場
合
は
、
乾
い
て
か
ら
重
ね
塗
り
し
ま
す
。

木製ドア
●
大
き
な
キ
ズ
、へ
こ
み
に
…

　

ぶ
つ
け
た
り
し
て
で
き
た
深
い
キ
ズ
も
、

パ
テ
と
塗
料
を
使
っ
て
直
せ
ま
す
。

①
ぬ
ら
し
た
指
先
で
ウ
ッ
ド
パ
テ
を
こ
ね
な

が
ら
、
へ
こ
ん
だ
キ
ズ
に
埋
め
込
む
。

②
乾
い
て
固
く
な
っ
た
ら
、
サ
ン
ド
ペ
ー
パ

ー
で
ド
ア
面
と
平
ら
に
な
る
よ
う
に
こ
す
る
。

③
同
色
の
パ
ウ
ダ
ー
ス
テ
イ
ン
を
塗
る
。

　

溶
か
し
て
色
を
調
合
で
き
る
、
便
利
な
木

部
用
充
填
剤（
＊
）も
市
販
さ
れ
て
い
ま
す
。

ド
ア

パ
テ

パテは少し盛り上
がるくらいに塗り
込み、乾いたら平
らに削り取る。

ジグザグに塗るよう
にすると、キズの中
に補修剤がぴったり
塗り込まれる。

●
サ
ビ
が
出
た
ら
…

　

金
属
製
ド
ア
に
キ
ズ
が
つ
い
た

り
、サ
ビ
が
発
生
し
た
場
合
は
、サ

ン
ド
ペ
ー
パ
ー
で
サ
ビ
を
落
と
し

た
後
、サ
ビ
や
粉
塵
を
き
れ
い
に
取
り
除
き
、

水
性
塗
料
を
塗
っ
て
お
き
ま
す
。
8
〜
12
年
経

っ
た
ら
、ド
ア
全
体
を
塗
り
替
え
ま
し
ょ
う
。

金属製
ドア

サ
ン
ド
ペ
ー
パ
ー
で
こ
す

る
と
き
は
、
周
囲
を
傷
つ

け
な
い
よ
う
注
意
。

　

ド
ア
チ
ェ
ッ
カ
ー

本
体
の
ス
ラ
イ
ド

カ
バ
ー
を
は
ず
す
と

調
整
弁
が
あ
り
ま
す
。
丸
型
と

同
様
に
、
一
つ
の
調
整
弁
で
第

1
速
、
第
2
速
と
も
調
整
し
ま

す
。
慎
重
に
、
少
し
ず
つ
速
度

の
様
子
を
見
な
が
ら
調
整
を
し

ま
し
ょ
う
。

遅くなる

速くなる

　

ド
ア
の
つ
け

根
に
近
い
ほ
う

が
第
1
速
、
遠

い
ほ
う
が
第
2
速
の
調
整

弁
で
す
。
マ
イ
ナ
ス
ド
ラ
イ

バ
ー
で
調
整
し
ま
す
。

鋼製
アール

速くなる 遅くなる

第1速調整弁
第2速調整弁

注
意
し
ま
し
ょ
う

　

ド
ア
の
開
閉
速
度
は
微
妙
で
す
か
ら
、
ネ
ジ
は
少
し
ず
つ
、
様
子

を
見
な
が
ら
回
し
て
調
整
し
ま
し
ょ
う
。
ド
ア
チ
ェ
ッ
カ
ー
は
油
圧

で
作
動
す
る
の
で
、
気
温
に
よ
り
ス
ピ
ー
ド
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

夏
場
は
ス
ピ
ー
ド
が
や
や
速
く
な
り
、
冬
場
は
や
や
遅
く
な
り
ま
す
。

●
ド
ア
チ
ェ
ッ
カ
ー
の
し
く
み

　

ド
ア
チ
ェ
ッ
カ
ー（
ド
ア
ク
ロ
ー
ザ
ー
）は
ド
ア
を
静
か
に
安
全

に
閉
め
る
た
め
の
装
置
。
２
段
階
の
ス
ピ
ー
ド
で
閉
ま
る
玄
関
ド

ア
で
は
、
閉
ま
る
手
前
15
度
ぐ

ら
い
ま
で
の
と
こ
ろ
を
第
１
速

度
区
間
、
そ
こ
か
ら
ド
ア
が
閉

ま
る
と
こ
ろ
ま
で
を
第
２
速
度

区
間
と
い
い
ま
す
。

（
※
'96
年
４
月
以
降
に
取
り
付

け
ら
れ
た
ド
ア
チ
ェ
ッ
カ
ー
に

は
第
３
速
度
区
間
が
あ
り
ま
す

が
、
第
３
速
度
区
間
の
調
整
は

基
本
的
に
不
要
で
す
）

　

左
吊
り
元
ド
ア（
屋
内
か
ら
見
て
蝶
番
が
左
側
に
あ

る
ド
ア
）は
第
1
速
が
上
の
調
整
弁
、
第
2
速
が
下

の
調
整
弁
で
す
。

右
吊
り
元
ド
ア
の
場
合
は
上

下
が
逆
に
な
り
、
上
が
第
2

速
、
下
が
第
1
速
の
調
整
弁

と
な
り
ま
す
。
ど
ち
ら
も
プ

ラ
ス
の
ド
ラ
イ
バ
ー
で
図
の

よ
う
に
調
整
で
き
ま
す
。

角型（旧タイプ）
　

同
じ
角
型
で
す
が
、
こ
ち
ら
の
タ
イ
プ
は
第
3
速
ま

で
調
整
弁
が
あ
り
ま
す
。
左
吊
り
元
ド
ア
は
第
1
速

が
上
の
調
整
弁
、

第
2
速
が
右
下
の
調
整
弁
、

第
3
速
が
左
下
の
調
整
弁
で

す
。
右
吊
り
元
ド
ア
は
上
下

（
第
1
速
と
第
2
速
）が
逆
に

な
り
、
第
3
速
が
右
上
の
調

整
弁
に
な
り
ま
す
。

角型（新タイプ）

第1速調整弁

第3速調整弁
第2速調整弁

左吊り元ドア

第2速調整弁
第3速調整弁

第1速調整弁

右吊り元ドア

40。40。
調整の範囲

遅
く

速
く 右吊元ドア

第2速調整弁

第1速調整弁

第1速調整弁
第2速調整弁

左吊元ドア

ハイドア

　

第
１
速
、
第
２
速

と
も
一
つ
の
調
整
弁

で
調
整
し
ま
す
。
第

１
速
は
マ
イ
ナ
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
で

ネ
ジ
を
右
に
回
す
と
遅
く
な
り
、

左
に
回
す
と
速
く
な
り
ま
す
。
第

２
速
の
調
整
は
第
1
速
の
調
整
後
、

速
度
調
整
弁
の
ネ
ジ
の
角
度（
わ

ず
か
に
動
か
す
だ
け
で
か
な
り
速

度
が
変
わ
る
）で
調
整
し
ま
す
。

丸型

第2速調整

第1速調整

速く

遅く

遅く速く

第2速度区間
ストップ区間

第１速度区間

85度

115度

た
た
き
と
ポ
ー
チ

木
製
ド
ア
の
ワ
ッ
ク
ス
が
け

ド
ア

ド
ア
の
不
具
合
調
整

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
早
め
に

ドアチェッカーの調整

2
＊印の住宅部品は、ハーモネートショッピングクラブで扱っています。お手元の「保存版住宅部品カタログ」を参照のうえ、お申し込みください。
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少
な
く
と
も
3
〜
6
ヶ
月
に
一
度
ワ
ッ
ク

ス
が
け
を
し
て
お
く
と
、
汚
れ
や
キ
ズ
が
つ

き
に
く
く
な
り
ま
す
。
乾
き
が
遅
い
と
、
乾

く
ま
で
に
ホ
コ
リ
が
つ
く
の
で
、
晴
天
の
日

に
、
風
通
し
を
よ
く
し
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

〈
注
意
〉

①
ハ
イ
ム
標
準
品
の
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
に
は
、

必
ず
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
用
樹
脂
系
ワ
ッ
ク
ス
を

ご
使
用
く
だ
さ
い
。
リ
フ
ォ
ー
ム
等
で
ハ
イ

ム
標
準
品
以
外
の
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
を
敷
設
さ

れ
た
場
合
は
、
当
該
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
の
注
意

事
項
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
標
準
品
か
ど
う

　

フ
ロ
ー
リ
ン
グ
は
、
ふ
だ
ん
は
掃
除
機
や

モ
ッ
プ
な
ど
で
ご
み
や
ホ
コ
リ
な
ど
を
取
り

除
き
ま
す
。
階
段
隅
は
、
掃
除
機
の
細
口
ノ

ズ
ル
や
、
ブ
ラ
シ
つ
き
ノ
ズ
ル
を
使
用
す
る

と
便
利
で
す
。
階
段
掃
除
に
は
、
軽
い
小
型

の
ハ
ン
デ
ィ
タ
イ
プ
の
掃
除
機
を
使
う
と
上

り
下
り
が
ら
く
に
で
き
ま
す
。

　

フ
ロ
ー
リ
ン
グ
は
水
気
を
嫌
う
の
で
、
ぬ

れ
雑
巾
は
使
わ
ず
、
乾
い
た
布
で
か
ら
ぶ
き

し
て
く
だ
さ
い
。　

か
不
明
な
場
合
は
、
施
工
を
担
当
し
た
フ
ァ

ミ
エ
ス
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

②
「
Ｄ
Ｘ
オ
ー
ク
」
と
い
う
無
垢
フ
ロ
ー
リ

ン
グ
は
、
樹
脂
系
ワ
ッ
ク
ス
を
使
う
と
白
化

の
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
お
手
元
の
「
お
手
入

れ
読
本
」
で
指
定
さ
れ
た
ワ
ッ
ク
ス
を
ご
使

用
く
だ
さ
い
。

③
抗
菌
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
に
は
、
必
ず
抗
菌
ワ

ッ
ク
ス
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　

　

木
製
の
階
段
や
廊
下
の
手
す
り
・
手
す
り

下
の
棒
は
、
乾
い
た
布
で
か
ら
ぶ
き
し
ま
す
。

　
　

　

壁
ク
ロ
ス
は
、
上
の
方
か
ら
ハ
タ
キ
な
ど

で
ホ
コ
リ
を
払
い
落
と
し
ま
す
。
ポ
リ
バ
タ

キ
は
使
う
前
に
２
〜
３
回
振
っ
て
静
電
気
を

起
こ
し
て
か
ら
な
で
る
と
、
ホ
コ
リ
が
吸
着

し
周
囲
に
ホ
コ
リ
が
飛
び
散
り
ま
せ
ん
。

　

水
ぶ
き
可
能
な
ビ
ニ
ー
ル
ク
ロ
ス
は
、
季

節
に
一
度
、
固
く
絞
っ
た
雑
巾
で
ふ
い
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
手
ア
カ
や
タ
バ
コ
の
ヤ
ニ
の

汚
れ
は
、
住
ま
い
の
洗
剤
を
つ
け
て
ふ
き
取

り
ま
す
。

　
　【

鉛
筆
・
ク
レ
ヨ
ン
な
ど
】

　

い
た
ず
ら
書
き
や
手
ア
カ
の
黒
ず
み
は
消
し

ゴ
ム
で
落
と
せ
ま
す
。
ク
ロ
ス
を
傷
め
な
い
よ

う
少
し
ず
つ
て
い
ね
い
に
こ
す
り
ま
し
ょ
う
。

【
サ
イ
ン
ペ
ン
な
ど
の
水
性
イ
ン
ク
】

　

消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
ま
た
は
水
で
薄
め
た
中

性
洗
剤
を
コ
ッ
ト
ン
か
や
わ
ら
か
い
布
に
含
ま

せ
、
や
さ
し
く
汚
れ
を
ふ
き
取
り
ま
す
。
先
に

目
立
た
な
い
と
こ
ろ
で
テ
ス
ト
し
て
か
ら
、
汚

れ
た
と
こ
ろ
を
拭
く
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ふ
だ
ん
の
お
手
入
れ

自分でできる  わが家のお手入れ

フローリングや壁クロスは
汚れやキズが気になるところ。
また、階段は家庭内の事故が
起こりやすい場所です。
正しい方法でお手入れし、
さらに安全への配慮もして
おきましょう。

洋室
・

階段

床〈
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
〉

ワ
ッ
ク
ス
は
定
期
的
に

4

□ コーナーにホコリがたまっ
ていないか。

□ 床のツヤがなくなり、白っ
ぽくなっていないか。

□床や手すりにキズがないか。
□階段がすべりやすくないか。
□ すべり止めが付いている場

合、はがれやめくれがないか。
□階段にきしみ音がないか。
□手すりにぐらつきはないか。
□ 壁が手アカなどで汚れてい

ないか。
□ 壁クロスの継ぎ目にはがれ

がないか。

ここをチェック！

【ワックスがけの手順】

1 ワックスを塗る前に、
床用クリーナーか住まい
の洗剤で汚れを落とす。

2 汚れを落としたら、窓 
を開け風通しをよくし
て、床を乾燥させる。

3 フローリング用ワッ
クスを、乾いた布または
モップに含ませる。

4 部屋の奥から出口方向
に向かい、板目に沿って
塗り広げる。

　

階
段
は
家
の
中
で
も
事
故
の
多
い
と
こ

ろ
。
ち
ょ
っ
と
し
た
注
意
や
工
夫
で
事
故
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
油
性
ワ
ッ
ク
ス
は
使
わ
な
い

　

掃
除
の
と
き
、
す
べ
り
や
す
い
油
性
の

ワ
ッ
ク
ス
は
絶
対
使
わ
な
い
こ
と
。
必
ず

樹
脂
系
の
も
の
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

●
す
べ
り
止
め
を
つ
け
る

　

市
販
の
す
べ
り
止
め
テ
ー
プ
を
ス
テ
ッ
プ

の
ふ
ち
に
貼
り
つ
け
ま
す
。

　

ま
た
、す
で
に
す
べ
り
止
め
が
つ
い
て
い
る

場
合
、
は
が
れ
や
め
く
れ
が
あ
る
と
、
逆
に
足

を
ひ
っ
か
け
や
す
く
危
険
で
す
。
確
認
の
上
、

必
要
が
あ
れ
ば
直
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
手
す
り
の
ぐ
ら
つ
き
は
す
ぐ
直
す

　

階
段
の
手
す
り
は
事
故
防
止
の
た
め
の

も
の
。
そ
の
手
す
り
が
ぐ
ら
つ
い
て
い
て

は
危
険
で
す
。
完
全
に
修
理
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
か
ら
、
早
急
に
フ
ァ
ミ
エ
ス
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
き
し
み
を
直
す

　

階
段
を
上
り
下
り
す
る
際
、
き
し
み
音

が
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
木
が
乾
燥
し

て
す
き
間
が
で
き
た
り
、
木
が
痩
せ
て
き

た
た
め
で
す
。
音
が
す
る
場
合
は
、
フ
ァ

ミ
エ
ス
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

階
段
の
安
全
対
策
　

すべり止めテープ
は、プラスチック
製、ゴム製など各
種ある。

●
ク
ロ
ス
が
は
が
れ
た
ら

　

壁
ク
ロ
ス
の
継
ぎ
目
が
は

が
れ
た
と
き
は
、
ク
ロ
ス
専
用
の

の
り
、
ま
た
は
昔
な
が
ら
の
で
ん

ぷ
ん
の
り
で
貼
り
つ
け
ま
す
。
強

力
な
接
着
剤
を
使
う
と
、
ク
ロ
ス 

が
ご
わ
ご
わ
に
な
っ
た
り
、
張
り 

替
え
時
に
き
れ
い
に
は
が
せ
な
く

な
っ
た
り
し
ま
す
。

　

ク
ロ
ス
が
は
が
れ
な
い
よ
う
に
、

ぴ
っ
た
り
き
れ
い
に
仕
上
げ
る
コ

ツ
は
、
ロ
ー
ラ
ー
を
か
け
る
こ
と
。

余
分
な
の
り
や
空
気
が
外
に
押
し

出
さ
れ
、
ぴ
っ
た
り
貼
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ロ
ー
ラ
ー
が
な
い
場

合
は
、
梱
包
用
の
ガ
ム
テ
ー
プ
な

ど
で
代
用
で
き
ま
す
。

●
継
ぎ
目
の
す
き
間
は

　

ク
ロ
ス
の
継
ぎ
目
に
す
き
間
が
で

き
て
し
ま
っ
た
ら
、
ペ
ー
ス
ト
状
の

補
修
剤
を
埋
め
込
み
ま
す
。
ク
ロ
ス

の
色
に
近
い
補
修
剤
を
選
び
、
チ
ュ

ー
ブ
か
ら
押
し
出
し
な
が
ら
、
す
き

間
を
埋
め
て
い
き
ま
す
。

壁クロスのはがれ・汚れ
●
小
さ
な
キ
ズ
が
つ
い
た
ら

　

床
や
手
す
り
の
ひ
っ
か
き
キ
ズ
は
、

市
販
の
ク
レ
ヨ
ン
タ
イ
プ
の
補
修
剤

（
＊
）で
直
せ
ま
す
。

①
床
ま
た
は
手
す
り
と
同
じ
色
の

補
修
剤
を
用
意
す
る
。

②
キ
ズ
と
交
差
す
る
よ
う
に
し
て
、

ク
レ
ヨ
ン
を
ジ
グ
ザ
グ
に
塗
り
込
む
。

③
ヘ
ラ
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
板
で
余

分
の
補
修
剤
を
そ
ぎ
落
と
し
、
キ

ズ
の
周
囲
を
布
で
ふ
く
。

床・手
すり

のキズ
壁・床の補修

余分の補修剤はヘラなど
でそぎ落とす。

キズに交差するように補
修剤を塗り込む。

さらに爪楊枝などを使っ
て、のりを奥まで押し込む。

はがれた部分をヘラなど
で持ち上げながら、のり
をたっぷり付ける。

表面をのりで汚さないよ 
う、はがれた箇所の両側に 
マスキングテープを貼る。

ローラーでのりを均等に
行き渡らせ、テープをは
がして完了。

固く絞ったスポンジか布
で、はみ出したのりをふ
き取る。

上から下に向かって指で
押さえ、余分なのりを押
し出す。

重ね塗りで色を合わせ、
最後に木目を描き入れる。

床材

パテ

キズ口にパテを少し盛り
上がるくらいに塗り込む。

ヘラで余分な穴う
め剤を取り除く。
色が合わないとき
は、乾いてから水
性塗料を塗る。

クロスの穴うめ君

すき間に穴うめ剤の 
ノズルの先端を当て、 
押し出しながら上か 
ら下へ埋めていく。

●
深
い
キ
ズ
や
へ
こ
み
に
は

　

ウ
ッ
ド
パ
テ
を
塗
り
込
み
ま
す
。

①
キ
ズ
口
に
、
指
ま
た
は
ヘ
ラ
で
ウ

ッ
ド
パ
テ（
木
部
の
充
填
剤
）を
た

っ
ぷ
り
塗
り
込
む
。

②
30
分
ほ
ど
し
て
乾
い
た
ら
、
カ

ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
で
パ
テ
を
床
と
平

ら
に
な
る
よ
う
に
カ
ッ
ト
す
る
。

③
オ
イ
ル
ス
テ
イ
ン
ま
た
は
ウ
レ

タ
ン
ニ
ス
を
塗
っ
て
仕
上
げ
る
。

　

溶
か
し
て
色
を
調
合
で
き
る
、
便

利
な
木
部
用
充
填
剤（
＊
）も
市
販
さ

れ
て
い
ま
す
。

手
す
り

壁

汚
れ
の
落
と
し
方

＊印の住宅部品は、ハーモネートショッピングクラブで扱っています。お手元の「保存版住宅部品カタログ」を参照のうえ、お申し込みください。
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く
水
ぶ
き
は
避
け
ま
し
ょ
う
。
や
む
を
得
ず

水
ぶ
き
す
る
と
き
は
、
洗
濯
機
で
脱
水
し
た

雑
巾
や
タ
オ
ル
な
ど
で
手
早
く
ふ
い
て
く
だ

さ
い
。
セ
キ
ス
イ
畳
「
美
草
」
の
よ
う
な
合

成
材
の
畳
表
は
水
分
を
吸
収
し
に
く
い
の
で
、

水
ぶ
き
し
て
も
大
丈
夫
で
す
。

　
　

　

へ
り
の
汚
れ
は
、
歯
ブ
ラ
シ
か
爪
ブ
ラ
シ

で
た
た
く
よ
う
に
し
て
落
と
し
ま
す
。
汚
れ

が
ひ
ど
い
と
き
は
、
住
ま
い
の
洗
剤
を
原
液

の
ま
ま
歯
ブ
ラ
シ
な
ど
に
つ
け
て
手
早
く
こ

す
り
ま
す
。
汚
れ
が
取
れ
た
ら
す
ぐ
に
お
湯

　

畳
も
、
鴨
居
や
長
押
な
ど
の
白
木
も
床
の

間
も
、
ど
れ
も
水
気
を
嫌
い
ま
す
。
和
室
の

ふ
だ
ん
の
お
手
入
れ
は
か
ら
ぶ
き
で
す
。

畳

　　

　

畳
に
は
イ
草
の
畳
表
と
合
成
材
の
畳
表

（
セ
キ
ス
イ
畳
表
な
ど
）
が
あ
り
ま
す
。
ど
ち

ら
も
で
き
れ
ば
毎
日
掃
除
機
を
か
け
、
ゴ
ミ

や
ホ
コ
リ
を
取
り
除
き
ま
し
ょ
う
。
掃
除
機

を
使
え
ば
ダ
ニ
駆
除
に
も
つ
な
が
り
衛
生
的

で
す
。
掃
除
機
は
畳
表
を
傷
め
な
い
よ
う
に
、

畳
の
目
に
沿
っ
て
か
け
ま
す
。

　

畳
の
汚
れ
を
落
と
す
に
は
、
住
ま
い
の
洗

剤
を
薄
め
、
固
く
絞
っ
た
雑
巾
で
畳
の
目
に

沿
っ
て
ふ
き
ま
す
。
そ
の
後
は
洗
剤
分
を
残

さ
な
い
よ
う
水
ぶ
き
し
、
さ
ら
に
か
ら
ぶ
き

し
ま
す
。
イ
草
は
湿
気
に
弱
い
の
で
な
る
べ

ぶ
き
し
て
洗
剤
分
を
取
り
、
さ
ら
に
か
ら
ぶ

き
し
て
水
気
を
取
り
ま
す
。
ご
し
ご
し
こ
す

る
と
あ
と
が
白
っ
ぽ
く
な
る
の
で
、
た
た
く

よ
う
に
し
て
汚
れ
を
落
と
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

　

白
木
は
塗
装
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
水
分

や
油
分
が
つ
く
と
吸
収
し
て
シ
ミ
を
つ
く
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
水
ぶ
き
や
化
学
雑
巾
の
使

用
は
避
け
、
ふ
だ
ん
は
か
ら
ぶ
き
を
し
ま
す
。

　

手
ア
カ
な
ど
の
汚
れ
が
つ
い
て
し
ま
っ

た
ら
、
お
湯
で
固
く
絞
っ
た
雑
巾
で
ふ
き

取
る
か
、
白
木
専
用
の
洗
剤
で
落
と
し
ま

す
。
ふ
い
た
部
分
だ
け
が
目
立
た
な
い
よ

う
、
周
り
を
ぼ
か
し
な
が
ら
ふ
い
て
い
く

と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

白
木
用
の
ワ
ッ
ク
ス
を
塗
っ
て
お
く
と
表

面
が
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
、
汚
れ
が
つ
き
に

く
く
な
り
ま
す
。

　
　

　

床
の
間
の
地
板
や
違
い
棚
も
か
ら
ぶ
き
で

す
。
水
ぶ
き
す
る
と
保
護
膜
が
は
が
れ
、
表

面
の
ツ
ヤ
が
な
く
な
り
ま
す
。
木
製
家
具
や

床
の
間
専
用
の
ワ
ッ
ク
ス
を
塗
っ
て
お
く
と
、

ツ
ヤ
が
保
て
る
上
、
汚
れ
も
つ
き
に
く
く
な

り
ま
す
。

　
　

　

広
縁
は
縁
甲
板
と
い
う
床
材
で
で
き
て
お

り
、
表
面
は
樹
脂
塗
装
さ
れ
て
い
ま
す
。
お

手
入
れ
は
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
と
同
じ
。
ふ
だ
ん

は
か
ら
ぶ
き
し
、
3
〜
6
ヶ
月
に
一
度
ワ
ッ

ク
ス
が
け
を
す
る
と
表
面
に
膜
が
で
き
、
汚

れ
や
キ
ズ
が
つ
き
に
く
く
な
り
ま
す
。

ふ
だ
ん
の
お
手
入
れ

自分でできる  わが家のお手入れ

和室はいつも清潔に、
清々しい印象にしつらえて
おきたいものです。
そのために大切なのは、
こまめなふき掃除。ただ、
和室は、畳や柱、敷居など
洋室とは違う建具・建材なので、
お手入れ法も違ってきます。

和室

□ 畳が汚れて黒ずんだり、
日焼けで黄ばんだりして
いないか。

□ 畳のへりが汚れていない
か。

□ 部屋の隅など畳にカビが
生えているところはない
か。

□ 柱や鴨居、長押などの白
木部分に汚れや変色はな
いか。

□ 床の間の地板や違い棚に
キズはないか。

□ 広縁にキズやへこみはな
いか。

ここをチェック！

畳

6

へりの汚れは、歯ブラ
シに洗剤液をつけ、た
たくようにして落とす
のがコツ。

　

床
の
間
の
地
板
や
広
縁
な
ど
表
面
加
工
し
て
あ
る
木
部
の

キ
ズ
は
、
木
製
品
専
用
の
補
修
剤
を
使
っ
て
直
し
ま
す
。

●
小
さ
な
筋
状
の
キ
ズ
は

　

ク
レ
ヨ
ン
タ
イ
プ
の
補
修
剤（
＊
）で
直
せ
ま
す
。

①
木
と
同
じ
色
の
補
修
剤
を
、
キ
ズ
と
交
差
す

る
よ
う
に
ジ
グ
ザ
グ
に
こ
す
っ
て
塗
り
込
む
。

②
ヘ
ラ
で
余
分
な
補
修
剤
を
そ
ぎ
と
る
。

③
必
要
に
応
じ
て
ク
リ
ア
ラ
ッ
カ
ー
や
塗
料
で

色
つ
や
を
調
整
す
る
。

　

塗
る
だ
け
の
筆
ペ
ン
タ
イ
プ
の
補
修
剤
も

あ
り
ま
す
。
塗
っ
て
み
て
色
が
薄
い
場
合
は
、

乾
い
て
か
ら
重
ね
塗
り
を
し
ま
す
。

●
深
い
キ
ズ
や
へ
こ
み
は

　

も
の
を
落
と
し
た
り
し
て
で
き
た
深
い
キ
ズ

や
へ
こ
み
は
、
木
工
用
パ
テ
や
塗
料
を
使
っ
て

直
し
ま
す
。

①
へ
こ
ん
だ
部
分
に
ヘ
ラ
ま
た
は
指
で
木
工
用

パ
テ
を
塗
り
込
む
。
キ
ズ
の
周
囲
に
テ
ー
プ
を

貼
っ
て
作
業
す
る
と
床
が
汚
れ
な
い
。

②
木
工
用
パ
テ
が
乾
い
て
固
く
な
っ
た
ら
、
サ

ン
ド
ペ
ー
パ
ー
（
6
0
0
番
〜
8
0
0
番
程
度
）

で
周
囲
の
面
と
平
ら
に
な
る
よ
う
に
仕
上
げ
る
。

③
オ
イ
ル
ス
テ
イ
ン
、
ま
た
は
パ
ウ
ダ
ー
ス
テ

イ
ン
を
、
周
囲
と
色
が
同
じ
に
な
る
ま
で
重
ね

塗
り
す
る
。

〈
注
意
〉
床
の
間
に
花
器
や
壺
な
ど
を
飾
る
場
合

は
、
キ
ズ
が
つ
か
な
い
よ
う
敷
物
を
用
意
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
花
器
の
底
に
つ
い
た
水
は
、

よ
く
ふ
き
取
っ
て
か
ら
置
き
ま
し
ょ
う
。

ジ
グ
ザ
グ
に
塗
る
と
、
キ

ズ
の
中
に
補
修
剤
が
ぴ
っ

た
り
埋
ま
る
。

パ
テ
は
乾
く
と
痩
せ
る
の

で
、
盛
り
上
が
る
く
ら
い

に
塗
り
込
む
。

サ
ン
ド
ペ
ー
パ
ー
は
木
片

を
く
る
む
よ
う
に
し
て
使

う
と
こ
す
り
や
す
い
。

床の間や広縁

　

白
木
は
表
面
加
工
さ
れ
て
い
な
い
木
材
で
す
か
ら
、
塗
料

な
ど
は
使
わ
ず
に
補
修
し
ま
す
。

●
画
鋲
や
ク
ギ
の
穴
は

　

楊
子
ま
た
は
割
り
箸
を
削
っ
て
埋
め
込

み
ま
す
。

①
穴
の
大
き
さ
に
合
わ
せ
て
楊
子
か
割
り

箸
を
削
っ
て
お
く
。

②
削
っ
た
楊
子
ま
た
は
割
り
箸
を
、
先
端
に

木
工
用
接
着
剤
を
つ
け
て
穴
に
埋
め
込
む
。

③
カ
ッ
タ
ー
で
余
分
な
部
分
を
切
り
落
と

し
、
平
ら
に
す
る
。

●
大
き
な
キ
ズ
や
へ
こ
み
は

　

も
の
を
ぶ
つ
け
た
と
き
に
で
き
た
キ
ズ
や
へ

こ
み
は
、充
填
剤
を
埋
め
て
直
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

①
へ
こ
ん
だ
部
分
に
ヘ
ラ
ま
た
は
指
で
白

い
木
工
用
パ
テ
を
塗
り
込
む
。

②
木
工
用
パ
テ
が
乾
い
て
固
く
な
っ
た
ら
、

サ
ン
ド
ペ
ー
パ
ー
で
周
囲
の
面
と
平
ら
に

な
る
よ
う
に
仕
上
げ
る
。

●
ガ
ン
コ
な
手
ア
カ
は

　

拭
い
た
だ
け
で
は
落
ち
な
い
手
ア
カ
汚

れ
は
、
サ
ン
ド
ペ
ー
パ
ー
で
こ
す
る
と
キ
レ

イ
に
な
り
ま
す
。

①
サ
ン
ド
ペ
ー
パ
ー
（
5
0
0
番
程
度
）
を

木
片
な
ど
に
巻
き
付
け
ま
す
。

②
汚
れ
の
周
囲
を
ぼ
か
す
よ
う
に
し
な
が

ら
軽
く
こ
す
り
ま
す
。
強
く
こ
す
る
と
木

を
傷
め
た
り
、
そ
の
部
分
だ
け
極
端
に
白

く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
表
面
を
軽
く
こ

す
る
の
が
コ
ツ
。

木部のキズの補修

●
畳
に
カ
ビ
が
生
え
た
ら

　

カ
ビ
は
乾
い
た
布
で
ふ
い
て
も
、
掃
除

機
を
か
け
て
も
、
カ
ビ
の
胞
子
を
ま
き
散

ら
す
だ
け
で
す
。
ア
ル
コ
ー
ル（
市
販
の

消
毒
用
エ
タ
ノ
ー
ル
）で
ふ
き
取
る
の
が

一
番
で
す
。

①
乾
い
た
布
に
ア
ル
コ
ー
ル
を
つ
け
て
カ

ビ
を
ふ
き
取
る
。

②
部
屋
に
風
を
通
し
、
畳
を
乾
か
す
。

●
畳
が
黄
ば
ん
で
し
ま
っ
た
ら

　

酢
を
使
う
の
が
効
果
的
で
す
。

①
酢
２
分
の
１
カ
ッ
プ
を
２
リ
ッ
ト
ル
の

ぬ
る
ま
湯
で
薄
め
る
。

②
雑
巾
を
①
に
浸
し
て
か
ら
固
く
絞
り
、

畳
を
ふ
く
。

③
か
ら
ぶ
き
し
て
水
気
を
取
る
。

●
畳
替
え
の
時
期
は

　

イ
草
の
畳
表
は
2
〜
4
年
経
っ
た
ら
裏

返
し
、
さ
ら
に
2
〜
3
年
で
畳
表
を
取
り

替
え
る
と
、
い
つ
も
気
持
ち
よ
い
感
触
が

保
て
ま
す
。

アルコールは自然に
蒸発するので、水ぶ
きやからぶきをする
必要はない。

酢を混ぜたぬるま湯
で雑巾を絞り、畳の
目に沿ってふく。

畳
の
お
手
入
れ

余
っ
た
部
分
を
切
り
落
と
す
と

き
は
、
周
囲
に
キ
ズ
を
つ
け
な

い
よ
う
注
意
。

ヘ
ラ
は
白
木
に
キ
ズ
を
つ
け
な

い
よ
う
、
木
の
ヘ
ラ
を
使
う
と

よ
い
。

木
片
を
く
る
む
よ
う
に
し
て
サ

ン
ド
ペ
ー
パ
ー
を
巻
き
、
木
目

方
向
に
軽
く
こ
す
る
。

白木（柱・敷居・鴨居・長押）

畳
の
へ
り

白
木
（
柱
・
敷
居
・
鴨
居
・
長
押
）

床
の
間

広
縁

＊印の住宅部品は、ハーモネートショッピングクラブで扱っています。お手元の「保存版住宅部品カタログ」を参照のうえ、お申し込みください。
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水
分
や
薬
品
を
吸
っ
て
変
色
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ふ
だ
ん
は
か
ら
ぶ
き
で
十
分
で
す
。

　

ま
た
、
敷
居
の
隅
に
た
ま
っ
た
ホ
コ
リ
取

り
に
は
、
掃
除
機
の
細
口
ノ
ズ
ル
や
ブ
ラ
シ

つ
き
ノ
ズ
ル
を
使
う
と
便
利
で
す
。

　
　

　

引
き
手
や
そ
の
ま
わ
り
は
手
ア
カ
な
ど
で

汚
れ
が
つ
き
や
す
い
と
こ
ろ
で
す
。
黒
ず
ん

で
し
ま
っ
た
ら
、
住
ま
い
の
洗
剤
を
水
で
薄

め
、
雑
巾
に
つ
け
て
ふ
き
取
り
ま
す
。
そ
の

後
、
固
く
絞
っ
た
雑
巾
で
水
ぶ
き
を
し
て
洗

剤
を
き
れ
い
に
落
と
し
ま
す
。
敷
居
の
汚
れ

も
同
様
に
住
ま
い
の
洗
剤
で
落
と
し
ま
す
。

　
　

　

雪
見
障
子
な
ど
の
ガ
ラ
ス
の
汚
れ
は
、
ガ

ラ
ス
ク
リ
ー
ナ
ー
を
や
わ
ら
か
い
布
の
方
に

　

白
い
障
子
に
は
、
目
立
た
な
い
の
で
す
が
、

案
外
ホ
コ
リ
が
つ
い
て
い
ま
す
。
週
に
一
度

は
障
子
の
両
面
に
つ
い
た
ホ
コ
リ
を
、
ハ
タ

キ
や
荒
神
ぼ
う
き
な
ど
で
上
か
ら
順
に
払
い

ま
し
ょ
う
。

　
桟
に
た
ま
っ
た
ホ
コ
リ
は
小
さ
い
ブ
ラ
シ
や
乾

い
た
や
わ
ら
か
い
布
で
落
と
し
ま
す
。
桟
は
白
木

で
す
か
ら
、
ぬ
れ
雑
巾
や
化
学
雑
巾
で
ふ
く
と
、

ス
プ
レ
ー
し
て
ふ
き
取
り
ま
す
。
ガ
ラ
ス
に

直
接
ス
プ
レ
ー
す
る
と
、
周
囲
の
桟
や
障
子

紙
に
ク
リ
ー
ナ
ー
が
付
着
し
て
し
ま
い
ま
す
。

必
ず
布
の
方
に
洗
剤
を
つ
け
て
ふ
く
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

　

真
っ
白
に
張
り
替
え
ら
れ
た
障
子
は
、
部

屋
全
体
を
明
る
く
し
ま
す
。
張
り
替
え
は
、

要
領
さ
え
つ
か
め
ば
ど
な
た
で
も
簡
単
に
で

き
ま
す
か
ら
、
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

障
子
紙
は
幅
広
の
90
セ
ン
チ
幅
と
28
セ
ン

チ
幅
が
一
般
的
で
す
が
、
１
枚
貼
り
で
き
る

幅
広
の
ほ
う
が
手
軽
で
き
れ
い
に
貼
れ
ま
す
。

障
子
紙
・
障
子
紙
は
が
し
剤
・
の
り
を
セ
ッ

ト
に
し
た
も
の（
＊
）も
あ
り
ま
す
。

　

ア
ル
ミ
障
子
の
場
合
、
一
般
の
障
子
紙

を
張
る
と
温
度
や
湿
度
の
変
化
に
よ
り
障
子

紙
が
収
縮
し
、
紙
は
が
れ
が
発
生
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ア
ル
ミ
障
子
専
用
の
障
子
紙 

（
パ
ル
プ
20
％
＋
オ
レ
フ
ィ
ン
系
複
合
繊
維 

80
％
）を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

ふ
だ
ん
の
お
手
入
れ

自分でできる  わが家のお手入れ

＊印の住宅部品は、ハーモネートショッピングクラブで扱っています。お手元の「保存版住宅部品カタログ」を参照のうえ、お申し込みください。

ピンと張られた障子は
すがすがしく、心が落ち着きます。
ふだんのお手入れは
もちろんのこと、定期的に
障子を張り替えて、
お部屋全体を明るく
清潔にしておきましょう。

障子

□障子紙が黄ばんだり破れた
りしていないか。

□桟にホコリがたまっていな
いか。 

□折れている桟がないか。
□引き手やそのまわりが汚れ

で黒ずんでいないか。
□雪見障子などのガラス部分

が汚れていないか。
□敷居が黒ずんだり、隅にホ

コリがたまったりしてい
ないか。

□敷居のすべりが悪くないか。

ここをチェック！

木
部

障
子

障
子
の
張
り
替
え

張
り
替
え
の
目
安
は
年
1
回

8

障子のふだんのお手入れに、ど
れか一つはぜひ用意を。右から
荒神ぼうき、昔ながらの絹布の
ハタキ、静電気でホコリを吸着
する化学繊維のハタキ。

●
桟
が
折
れ
た
ら

　

折
れ
た
桟
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お

く
と
、
ひ
ず
み
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

気
づ
い
た
ら
な
る
べ
く
早
く
処
置
し

ま
し
ょ
う
。

①
桟
の
切
断
面
に
木
工
用
ボ
ン
ド
を

塗
り
、
ぴ
っ
た
り
と
く
っ
つ
け
る
。

②
ボ
ン
ド
が
完
全
に
乾
く
ま
で
、
マ

ス
キ
ン
グ
テ
ー
プ
な
ど
で
固
定
し

て
お
く
。

●
す
べ
り
が
悪
く
な
っ
た
ら

　

障
子
の
す
べ
り
が
悪
い
と
き
は
、

市
販
の
戸
す
べ
り
シ
ー
ル
や
敷
居

す
べ
り
テ
ー
プ（
＊
）を
貼
る
と
、

開
閉
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
す
。

①
障
子
を
は
ず
し
、
下
側
の
ゴ
ミ

や
汚
れ
を
ふ
き
取
る
。

②
両
端
に
戸
す
べ
り
シ
ー
ル
、
ま
た

は
カ
ッ
ト
し
た
敷
居
す
べ
り
テ
ー
プ

を
貼
る
。

●
ガ
タ
ガ
タ
す
る
と
き
は

　

障
子
が
ピ
ッ
タ
リ
閉
ま
ら
ず
ガ
タ

ガ
タ
す
る
場
合
は
、
敷
居
す
べ
り
テ

ー
プ（
＊
）で
直
せ
ま
す
。

①
障
子
の
傾
き
具
合
を
確
認
す
る
。

②
テ
ー
プ
を
小
さ
く
切
り
、
持
ち
上

げ
た
い
側
の
下
に
貼
り
つ
け
ま
す
。

※
ア
ル
ミ
障
子
は
、
下
桟
に
あ
る
建

て
付
け
調
整
ネ
ジ
で
調
整
し
ま
す
。

補修・建て付け調整

折れてすぐなら、
切断面がぴったり
合うのでくっつき
やすい。

シールは最低両端
2 ヶ所、大きい障
子の場合は 3 ヶ所
に貼る。

敷居すべりテープ

敷居すべりテープ
は、様子を見なが
ら 1 枚ずつ貼って
いく。

●
雪
見
障
子
は

　

雪
見
障
子
の
上
げ
下
げ
障
子
に
は
、
縦

桟
に
わ
ん
曲
し
た
板
バ
ネ
が
取
り
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
上
げ
下
げ
障
子
を

上
下
の
中
間
の
位
置
ま
で
引
き
上
げ（
中

間
部
分
は
桟
の
溝
が
深
く
な
っ
て
い
る
た

め
は
ず
し
や
す
い
）、
引
き
手
と
反
対
側

の
桟
に
強
く
押
し
つ
け
ま
す
。
板
バ
ネ
が

伸
び
て
障
子
全
体
が
桟
の
溝
に
深
く
入

り
、
反
対
側
が
は
ず
れ
て
出
て
き
ま
す
。

●
は
め
殺
し
障
子
は

　

敷
居
か
ら
障
子
を
は
ず
す
と
き
と
同
じ

よ
う
に
、
障
子
の
横
桟
を
両
手
で
上
に
持

ち
上
げ
ま
す
。
上
枠
が
深
く
溝
に
入
り
込

み
、
下
枠
が
浮
い
て
は
ず
れ
ま
す
。

特殊な障子のはずし方

上げ下げ障子を、上下の
中間の位置まで上げる。

上
げ
下
げ
障
子
を
桟
の
内
側
に
強
く

引
き
寄
せ
る
と
、
反
対
側
の
桟
が
溝

か
ら
は
ず
れ
る
。

障子の張り替え手順

※ここで紹介したのは１枚貼りの方法ですが、巻紙式障子紙の場合は、
下から順に貼っていくと、紙が重なる部分にホコリがたまりません。

巻き戻してある紙を、ゆっくり転がしながら、
ひっぱり加減に貼っていく。のりがよくつく
ように、桟の上を軽く手で押さえる。

のりが半乾きになったら（ぬれていると切 
りにくく、完全に乾くと切った紙をはがせ
ない）、紙じゃくりに沿って定規を当て、
余分な紙を切り落とす。枠についた余分な
のりは、固く絞った雑巾でふき取る。

4 紙を貼り、余分を切る

障子紙にしわやたるみがある場合は、立て
かけて霧吹きで軽く霧を吹きつけると、乾
いたときにピンとなる。

5 霧を吹く

ワンタッチ式ののり（＊）の場合 s
のりの先端のガイドを、桟の角に合わ
せる。のりの量は幅1〜2ミリ、かまち
の紙じゃくり（一段低くなったのりし
ろ部分）には心持ち多めにつける。

t ハケを使う場合
水溶きのりの場合は、ハケを少
し寝かせながら、トントンとた
たくようにしてつけていく。

3 桟にのりをつける

紙じゃくり

障子を床に寝かせ、その上に障子紙（＊）を
広げる。貼り始めの紙の中心をセロハンテ
ープで留め、障子の枠（=かまち）と紙が平
行になるように調整して、位置を決める。中
心の左右もセロハンテープで固定し、紙を巻
き戻しておく。

2 紙の位置を決める② ① ③

障子をはずし、はがし剤（＊）を入れた溶液
を含ませたスポンジやハケで、紙の上から桟
を十分にぬらす。５分ほどおいて、端からゆ
っくりとはがす。はがし残りの紙やのりをぬ
れ雑巾できれいに落とし、桟を乾かす。
＜注意＞障子の枠は水で洗わないでくださ
い。また、ひなたで乾かすのもやめましょう。
桟に狂いが生じるおそれがあります。

1古い障子紙をはがす

ガ
ラ
ス

張り替えに必要なのは、障子紙・障子紙
はがし剤・障子用ワンタッチのり（また
は障子用水のりとハケ、バットなどの容
器）・定規・カッター・スポンジ・雑巾・
セロハンテープなど。
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　①

乾
い
た
布
で
、
あ
ら
か
じ
め
表
面
の
ホ
コ

リ
を
ふ
く
。

②
木
製
ド
ア
用
ク
リ
ー
ナ
ー
な
ど
を
や
わ
ら

か
い
布
に
つ
け
て
塗
る
。

③
ク
リ
ー
ナ
ー
が
乾
い
た
ら
、
別
の
布
で
ふ

き
取
る
。

　
　①

中
性
洗
剤
を
水
で
薄
め
た
も
の
を
布
に
し

　

室
内
ド
ア
の
パ
ネ
ル
や
ガ
ラ
ス
部
分
に
は
、

目
立
た
な
く
と
も
案
外
手
ア
カ
が
つ
い
て
い

ま
す
。
１
日
に
何
回
と
な
く
出
入
り
す
る
と

こ
ろ
で
す
か
ら
、
き
れ
い
に
し
て
気
持
ち
よ

く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　

ド
ア
パ
ネ
ル

　　

　

室
内
ド
ア
の
パ
ネ
ル
は
、
木
製
と
塩
ビ
シ

ー
ト
化
粧
合
板
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ガ
ラ
ス
入
り
ド
ア
や
デ
ラ
ッ
ク
ス
タ
イ
プ

の
ド
ア
は
木
製
、
そ
れ
以
外
は
塩
ビ
シ
ー
ト

化
粧
合
板
で
す
。
ど
ち
ら
の
場
合
も
週
に
一

度
、
や
わ
ら
か
い
布
で
か
ら
ぶ
き
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
同
時
に
ド
ア
ガ
ラ
ス
や
取
っ
手

部
分
も
ふ
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

月
に
一
〜
二
度
、
木
製
ド
ア
用
ク
リ
ー
ナ

ー
を
塗
る
と
汚
れ
が
つ
き
に
く
く
な
り
ま
す
。

み
こ
ま
せ
て
ふ
く
。

②
水
ぶ
き
し
て
洗
剤
を
落
と
す
。

③
最
後
に
か
ら
ぶ
き
す
る
。

〈
注
意
〉

①
汚
れ
が
ひ
ど
い
場
合
で
も
、
ワ
イ
ヤ
ー
ブ

ラ
シ
や
金
属
タ
ワ
シ
な
ど
、
固
い
も
の
は
キ

ズ
が
つ
く
の
で
使
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

②
シ
ン
ナ
ー
、
ベ
ン
ジ
ン
の
よ
う
な
有
機
溶

剤
は
ド
ア
の
表
面
を
傷
め
る
の
で
、
絶
対
に

使
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

③
木
製
ド
ア
は
湿
気
を
嫌
い
ま
す
か
ら
水
ぶ

き
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
木
製
ド
ア
表
面

に
絶
え
ず
湿
気
を
与
え
る
と
、
木
目
内
に
水

分
が
入
り
、
木
の
膨
張
・
変
形
な
ど
に
よ
り

反
り
や
ひ
び
割
れ
が
生
じ
ま
す
。

　
　

　

ガ
ラ
ス
ク
リ
ー
ナ
ー
を
や
わ
ら
か
い
布
に

ス
プ
レ
ー
し
て
ふ
く
か
、
ま
た
は
メ
ガ
ネ
の

レ
ン
ズ
ふ
き
用
ク
ロ
ス
を
利
用
し
ま
す
。

　
　

　

ア
ル
ミ
製
の
ド
ア
ノ
ブ
や
レ
バ
ー
ハ
ン
ド

ル
は
、
中
性
洗
剤
を
水
で
薄
め
た
も
の
を
布

に
つ
け
て
ふ
き
、
そ
の
後
水
ぶ
き
し
ま
す
。

　

デ
ラ
ッ
ク
ス
・
オ
ー
ク
ド
ア
の
ハ
ン
ド
ル 

は
真
ち
ゅ
う
で
す
か
ら
、
真
ち
ゅ
う
磨
き 

を
つ
け
て
磨
い
て
く
だ
さ
い
。

ふ
だ
ん
の
お
手
入
れ

自分でできる  わが家のお手入れ

＊印の住宅部品は、ハーモネートショッピングクラブで扱っています。お手元の「保存版住宅部品カタログ」を参照のうえ、お申し込みください。

室内の建具は風雨にさらされる
ことこそありませんが、
手入れを怠れば、やはり見た目
の美しさ、機能は低下します。
室内建具は家具と同じと考え、
ふだんから正しい方法で
お手入れしましょう。

室内
建具

ド
ア
パ
ネ
ル

10

□ドアパネルに手アカがつい
ていないか。

□ドアパネルにキズがついて
いないか。

□ ガラスが汚れたり、ひびが
入ったりしていないか。

□ 桟にホコリがたまっていな
いか。

□ ノブや引き手が手アカで汚
れていないか。

□ ノブやレバーハンドルがグ
ラグラしていないか。

□蝶番にゆるみはないか。
□引き戸はスムーズか。

ここをチェック！

ドアノブ・レバーハンド
ルの周辺は手アカもつい
ているので、念入りに。

ガラスクリーナーは必
ず布の方にスプレーし、
木部にはクリーナーを
つけないように。

●
表
面
仕
上
げ
材（
ビ
ニ
ー
ル
系
）が
め
く

れ
て
き
た
ら

　

素
材
に
適
し
た
接
着
剤
を
使
っ
て
次
の

手
順
で
直
し
ま
す
。

①
市
販
の「
ア
ク
リ
ル
エ
マ
ル
ジ
ョ
ン
系
接

着
剤
・
速
乾（
用
途
に
木
・
皮
・
布
・
紙
・
ビ

ニ
ー
ル
と
あ
れ
ば
該
当
）」、
ま
た
は「
エ 

チ
レ
ン
酢
酸
ビ
ニ
ル
樹
脂
系
接
着
剤
」を 

用
意
。
ど
ち
ら
も
よ
く
つ
く
が
、
後
者
の

ほ
う
が
よ
り
速
乾
性
が
あ
る
。

②
め
く
れ
て
い
る
仕
上
げ
材
を
ド
ラ
イ
ヤ

ー
で
温
め
、
や
わ
ら
か
く
す
る
。

③
仕
上
げ
材
が
手
に
な
じ
む
よ
う
に
な
っ

た
ら
裏
面
に
接
着
剤
を
塗
る
。

④
凹
凸
が
で
き
な
い
よ
う
て
い
ね
い
に
貼

る（
ロ
ー
ラ
ー
ま
た
は
ビ
ン
の
胴
部
で
こ 

す
る
の
も
よ
い
）。

⑤
は
み
出
し
た
接
着
剤
は
ふ
き
取
る
。

仕
上
げ
材
の
補
修

空気が入ったりシワが
で き た り し な い よ う、
ていねいに貼る。

仕上げ材をドライヤー
でやわらかくしてから
接着剤を塗る。

●
レ
バ
ー
ハ
ン
ド
ル
が

　

ぐ
ら
つ
い
た
ら

　

二
つ
の
ケ
ー
ス
が
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
一
つ
は
レ
バ
ー
ハ
ン

ド
ル
の
根
元
下
部
に
あ
る
ネ
ジ

の
ゆ
る
み
。
レ
バ
ー
ハ
ン
ド
ル

を
下
か
ら
見
上
げ
る
と
根
元
に

ネ
ジ
が
見
え
ま
す
か
ら
、
こ
れ

を
締
め
直
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ハ
ン
ド
ル
が
破
損
し
た
ら

　

レ
バ
ー
ハ
ン
ド
ル
に
固
い
も

の
が
ぶ
つ
か
っ
た
り
大
き
な
力

が
加
わ
る
と
、
ひ
び
割
れ
を
起

こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん

な
と
き
は
新
し
い
レ
バ
ー
ハ
ン

ド
ル（
＊
）を
取
り
寄
せ
、
付
け

替
え
て
く
だ
さ
い
。

　

方
法
は
、
ハ
ン
ド
ル
の
付
け

根
の
ネ
ジ
を
は
ず
し
て
抜
き
取

り
、
新
し
い
ハ
ン
ド
ル
を
差
し

込
む
だ
け
。
プ
ラ
ス
ド
ラ
イ
バ
ー 

１
本
で
交
換
で
き
ま
す
。
こ
の 

と
き
、
ど
ち
ら
か
一
方
の
側
の

付
け
根
の
ネ
ジ
を
は
ず
せ
ば
、

両
側
の
ハ
ン
ド
ル
と
も
引
き
抜

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
あ
と
は

逆
の
手
順
で
新
し
い
ハ
ン
ド
ル

を
取
り
付
け
ま
し
ょ
う
。

●
ハ
ン
ド
ル
が
戻
ら
な
い
と
き
は

　

ト
イ
レ
な
ど
頻
繁
に
開
閉
す

る
ド
ア
は
、
年
月
の
経
過
に
よ

り
、
ハ
ン
ド
ル
が
下
が
っ
た
ま

ま
元
に
戻
ら
な
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
本
体
内
部
の
バ
ネ
の

破
損
が
原
因
で
す
の
で
、
本
体

ご
と
そ
っ
く
り
交
換
し
ま
し
ょ

う
。
こ
の
場
合
は
、
バ
ネ
や
台

座
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
レ
バ
ー

ハ
ン
ド
ル（
＊
）を
取
り
寄
せ
、

下
図
の
要
領
で
交
換
し
て
く
だ

さ
い
。

ハンドルの調整ハンド
ルの

交換
レバーハンドルの調整と交換

反対側のハンドルは、ネジを
ゆるめずそのまま引き抜く。

反対側のハンドルを手で押さ
えながらハンドルを引き抜く。

プラスドライバーを使って
付け根にあるネジをはずす。

本体を取り出した
後、逆の手順で新し
いハンドルを取り付
ける。

フロント板の２ヶ所
のネジを抜き、フロ
ント板をはずす。

台座の２ヶ所のネジ
を抜き、台座そのも
のを取りはずす。

上の①〜③の要領
でハンドルを引き抜
いた後、室外側の台
座カバーをはずす。

根元下部のネジを、プラスドライバーでし
っかり締め直す。

●
台
座
の
ぐ
ら
つ
き
は

　

室
外
側
の
台
座
の
カ
バ
ー
を

は
ず
し
、
中
に
あ
る
ネ
ジ
を
締

め
て
直
し
ま
す
。

　

ま
ず
マ
イ
ナ
ス
ド
ラ
イ
バ
ー

を
カ
バ
ー
下
部
の
切
り
欠
き
に

あ
て
が
い
カ
バ
ー
を
浮
か
せ
、

カ
バ
ー
が
邪
魔
に
な
ら
な
い
よ

う
横
に
し
た
状
態
で
、
２
ヶ
所

の
ネ
ジ
を
平
均
に
締
め
ま
す
。

浮かしたカバーを90度回転させてから、
２ヶ所のネジをしっかり締める。

4 3 2 1

3 2 1

汚
れ
の
落
と
し
方

ド
ア
パ
ネ
ル（
木
製
）

ド
ア
パ
ネ
ル（
塩
ビ
シ
ー
ト
化
粧
合
板
）

ド
ア
ガ
ラ
ス

ド
ア
ノ
ブ
・
レ
バ
ー
ハ
ン
ド
ル
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勝
手
口
ド
ア
の
ド
ア
枠
は
、
鉄
に
ア
ク

リ
ル
焼
き
付
け
塗
装
し
た
も
の
と
、
ア
ル

ミ
材
に
着
色
し
た
も
の
の
２
種
類
が
あ
り

ま
す
。
お
手
入
れ
法
は
ど
ち
ら
も
同
じ
で
、

ふ
だ
ん
は
か
ら
ぶ
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

頻
繁
に
水
を
か
け
て
洗
う
と
、
ド
ア
パ
ネ

ル
と
ガ
ラ
ス
の
間
か
ら
水
が
入
り
、
金
属

の
腐
食
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

　

雨
風
に
よ
り
、
ド
ア
の
外
側
に
泥
や
ホ

コ
リ
が
こ
び
り
つ
い
た
と
き
は
、
中
性
洗

剤
を
薄
め
た
も
の
を
ス
ポ
ン
ジ
か
洗
車
ブ

ラ
シ
に
つ
け
て
こ
す
り
落
と
し
、
そ
の
後

水
洗
い
し
て
洗
剤
分
を
洗
い
流
し
ま
す
。

　

泥
は
ね
も
時
間
が
経
つ
と
落
と
し
に
く

く
な
り
ま
す
か
ら
、
気
づ
い
た
ら
早
め
に

お
手
入
れ
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
　

　

ふ
だ
ん
は
か
ら
ぶ
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

汚
れ
が
目
立
つ
と
き
は
、
ガ
ラ
ス
ク
リ
ー
ナ

ー
を
布
に
つ
け
て
ふ
き
取
り
ま
す
。

　
　

　

面
格
子
は
防
犯
の
た
め
の
も
の
で
、
面
格

子
そ
の
も
の
を
取
り
は
ず
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

　

お
掃
除
の
と
き
は
、
面
格
子
、
桟
な
ど
は
、

古
く
な
っ
た
歯
ブ
ラ
シ
で
ホ
コ
リ
や
汚
れ
を

落
と
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

　

室
外
側
に
は
面
格
子
が
つ
い
て
い
ま
す
か

ら
、
室
内
側
か
ら
ポ
リ
バ
タ
キ
や
網
戸
用
ブ

ラ
シ
で
ホ
コ
リ
を
払
う
か
、
掃
除
機
で
吸
い

取
り
ま
す
。

　

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
式
網
戸
は
、
ハ
タ
キ
な

ど
で
軽
く
ホ
コ
リ
を
払
い
ま
す
。
ま
た
、
レ

ー
ル
に
ホ
コ
リ
や
ゴ
ミ
が
た
ま
る
と
網
戸
が

ス
ム
ー
ズ
に
開
閉
し
な
く
な
り
ま
す
か
ら
、

掃
除
機
で
こ
ま
め
に
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

〈
注
意
〉

①
パ
ネ
ル
と
ガ
ラ
ス
の
間
に
は
、ビ
ー
ド
（
す

き
間
ふ
さ
ぎ
材
）
が
は
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
は
ず
れ
て
い
る
と
水
が
入
り
込
む
原

因
に
な
り
ま
す
か
ら
、
掃
除
の
前
に
点
検
し
、

は
ず
れ
て
い
た
ら
は
め
て
く
だ
さ
い
。

②
ホ
ー
ス
で
水
を
か
け
る
の
は
避
け
て
く
だ
さ

い
。
ビ
ー
ド
が
あ
っ
て
も
、
パ
ネ
ル
と
ガ
ラ
ス

の
間
か
ら
水
が
入
り
込
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

③
汚
れ
が
落
ち
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
シ
ン

ナ
ー
や
ベ
ン
ジ
ン
の
よ
う
な
有
機
溶
剤
は
絶

対
に
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ド
ア
の
塗

装
を
傷
め
る
原
因
と
な
り
ま
す
。

自分でできる  わが家のお手入れ

勝手口ドアは、雨や泥、そして
ゴミ出しのときの汚れが
つきやすいところです。
ふだんはあまり目につかない
ところですが、汚れは早めに
落としましょう。

勝手口
ドア

□ドアのガラスが汚れていな
いか。

□ドア枠は汚れていないか。
□ドアの開閉はスムーズか。
□面格子がホコリや泥で汚 れ

ていないか。
□ 面格子にクモの巣が張って

いないか。
□ 網戸にホコリがたまってい

ないか。
□ 開閉の際、蝶番がギシギシ

音をたてていないか。
□ドアストッパーがきちんと

機能しているか。

ここをチェック！

蝶
番
・
ス
ト
ッ
パ
ー
の
点
検

●
蝶
番

　

ネ
ジ
が
ゆ
る
ん
で
い
る
と
開
閉
に
支
障

を
き
た
し
ま
す
。
ネ
ジ
を
締
め
直
し
、
心

棒
に
潤
滑
剤
を
差
し
ま
す
。

●
ド
ア
ス
ト
ッ
パ
ー

　

ド
ア
ス
ト
ッ
パ
ー
固
定
部
の
ネ
ジ
も

ゆ
る
み
が
な
い
か
確
認
。
注
油
を
す
る

と
す
べ
っ
て
ス
ト
ッ
パ
ー
の
役
目
を
し

な
く
な
る
の
で
、
潤
滑
剤
を
布
に
つ
け
、

表
面
を
磨
く
だ
け
に
し
ま
す
。
ス
ト
ッ

パ
ー
が
古
く
な
っ
て
効
か
な
い
場
合
は
、 

新
し
い
勝
手
口
レ
バ
ー
ス
ト
ッ
パ
ー（
＊
）

に
交
換
し
ま
す
。

すべてのネジをバラ
ンスよく締める。

ふ
だ
ん
の
お
手
入
れ

ド
ア
パ
ネ
ル（
金
属
部
）

ガ
ラ
ス

面
格
子

網
戸

●
蝶
番
が
ゆ
る
み
、
ド
ア
が

閉
ま
り
に
く
い
と
き
は

　
　

蝶
番
の
ネ
ジ
が
ゆ
る

み
、
ド
ア
を
持
ち
上
げ
な
い
と
閉
ま
ら

な
い
と
き
は
、
蝶
番
の
ネ
ジ
を
ド
ラ
イ

バ
ー
で
締
め
て
く
だ
さ
い
。
ネ
ジ
穴
が

大
き
く
な
り
ネ
ジ
が
効
か
な
く
な
っ
て

い
る
場
合
は
、ネ
ジ
穴
を
補
修
し
ま
す
。

①
ま
ず
、
ゆ
る
ん
で
い
る
蝶
番
の
ネ

ジ
を
は
ず
す
。

②
ネ
ジ
穴
に
、
細
く
削
っ
た
割
り
箸

の
先
に
木
工
用
接
着
剤
を
つ
け
て
、

埋
め
込
む
。

③
余
分
な
箸
を
切
り
落
と
し
、
そ
の

上
か
ら
キ
リ
で
ネ
ジ
穴
を
あ
け
、
蝶

番
の
ネ
ジ
を
留
め
る
。

●
折
り
戸
・
フ
ラ
ッ
ト
タ
イ
プ
＝
図
⑤

①
扉
の
下
部
に
付
い
て
い
る
ス
イ
ン
グ
シ
ャ

フ
ト
の
ナ
ッ
ト
を
ス
パ
ナ
で
ゆ
る
め
る
。

②
シ
ャ
フ
ト
の
頭
を
マ
イ
ナ
ス
ド
ラ
イ
バ
ー

で
右
に
回
す
と
扉
は
上
が
り
、
左
に
回
す
と
扉

は
下
が
る
。

③
調
整
後
、
ナ
ッ
ト
を
締
め
て
固
定
す
る
。

●
開
き
戸
タ
イ
プ（
鋼
板
製
）＝
図
⑥

①
扉
下
部
の
ピ
ボ
ッ
ト
の
上
側
の
六
角
ナ
ッ

ト
を
ス
パ
ナ
で
ゆ
る
め
る
。

②
ピ
ボ
ッ
ト
の
下
側
の
六
角
ナ
ッ
ト
を
ス
パ

ナ
で
右
に
回
す
と
扉
が
上
が
り
、
左
に
回
す
と

扉
が
下
が
る
。

③
調
整
後
、
上
側
の
六
角
ナ
ッ
ト
を
締
め
る
。

●
引
き
違
い
戸
タ
イ
プ

　

戸
の
引
き
手
側
下
部
に
あ
る
調
整
ネ
ジ
付
き

戸
車
を
、
プ
ラ
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
で
右
に
回
す
と

扉
が
下
が
り
、
左
に
回
す
と
扉
が
上
が
り
ま
す
。

　

ク
ロ
ゼ
ッ
ト
ド
ア
に
は
、

折
り
戸
、
開
き
戸
、
引
き
違

い
戸
が
あ
り
、
タ
イ
プ
に
よ
っ

て
調
整
の
仕
方
が
異
な
り
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ

ー
と
ス
パ
ナ
で
調
整
し
ま
す
。

●
折
り
戸
・
フ
リ
ー
可
動
タ
イ
プ

【
扉
の
左
右
調
整
】＝
図
①

①
上
下
の
ス
ト
ッ
パ
ー
の
ビ
ス
を
ゆ
る
め
る
。

②
ス
ト
ッ
パ
ー
の
位
置
を
、
上
レ
ー
ル
側
は

壁
面
か
ら
３
ミ
リ
、
下
レ
ー
ル
側
は
壁
面
か

ら
17
ミ
リ
に
設
定
す
る
。

【
扉
の
上
下
調
整
】＝
図
②

①
ス
ト
ッ
パ
ー
か
ら
吊
戸
車
を
取
り
は
ず
す
。

②
ス
パ
ナ
で
吊
戸
車
の
ロ
ッ
ク
ナ
ッ
ト
を
ゆ

る
め
、
ア
ジ
ャ
ス
ト
ナ
ッ
ト
を
回
す
。
上
レ

ー
ル
と
扉
の
間
隔
が
13
〜
14
ミ
リ
と
な
っ
た 

と
こ
ろ
で
ロ
ッ
ク
ナ
ッ
ト
を
締
め
る
。

●
開
き
戸
タ
イ
プ（
木
製
）

【
扉
の
左
右
調
整
】＝
図
③

①
扉
下
…「
ピ
ボ
ッ
ト
受
け
」
の
六
角
ボ
ル

ト
横
の
ネ
ジ
を
ゆ
る
め
て
か
ら
、
六
角
ボ
ル

ト
を
ス
パ
ナ
ま
た
は
プ
ラ
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
で

ゆ
る
め
扉
の
位
置
を
調
整
す
る
。

②
扉
上
…「
ス
ト
ッ
パ
ー
」の
六
角
ボ
ル
ト

横
の
ネ
ジ
を
ゆ
る
め
て
か
ら
六
角
ボ
ル
ト
を

ゆ
る
め
、
扉
の
位
置
を
調
整
す
る
。

③
調
整
後
は
、
上
下
と
も
六
角
ボ
ル
ト
横
の

ネ
ジ
を
締
め
て
固
定
す
る
。

【
扉
の
上
下
調
整
】＝
図
④

①
扉
下
の
ピ
ボ
ッ
ト
ピ
ン
の
ロ
ッ
ク
ナ
ッ
ト

を
ス
パ
ナ
で
回
す
。
右
に
回
せ
ば
扉
が
上
が

り
、
左
に
回
せ
ば
下
が
る
。

●
引
き
戸
が
ガ
タ
ガ
タ
す
る
と
き
は

　

引
き
戸
を
開
け
閉
め
す
る
際
、
ガ

タ
ガ
タ
音
が
し
た
り
、
す
べ
り
が
悪

い
と
き
は
、
引
き
戸
の
傾
き
ま
た
は

戸
車
の
摩
耗
・
破
損
が
原
因
で
す
。

①
引
き
戸
左
下
に
あ
る
小
さ
な
穴
ふ

さ
ぎ
キ
ャ
ッ
プ
を
は
ず
す
と
、
中
に

戸
車
調
整
ネ
ジ
が
あ
る
。
こ
れ
を
ド

ラ
イ
バ
ー
で
回
し
、
引
き
戸
が
縦
枠

と
平
行
に
な
る
よ
う
に
調
整
す
る
。

②
戸
車
自
体
が
摩
耗
し
た
り
破
損
し

て
い
る
場
合
は
、
新
し
い
引
き
戸
戸

車（
＊
）を
取
り
寄
せ
て
交
換
す
る
。

ネジ穴の大きさに合わせて割り
箸を細く削る。

木工用接着剤でしっかり固定し
たら、余分な箸を切り落とす。

マイナスドライバーで引き戸左
下にあるキャップをはずす。

凸レールは左へ、凹レールは右
へ回すと引き戸が持ち上がる。

引き戸 ドア

クロゼットドア

室内建具の建て付け調整

スパナ

ピボット

スパナスパナ

ロック
　ナット

扉 ピポット受（下）

123

4

56

※
ご
自
分
で
調
整
で
き
そ
う
に
な
い
と
き
は
、

無
理
せ
ず
フ
ァ
ミ
エ
ス
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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シ
ン
ク
の
多
く
は
ス
テ
ン
レ
ス
製
で
す
。

ふ
だ
ん
は
ス
ポ
ン
ジ
に
台
所
用
洗
剤
を
つ
け

て
グ
ル
リ
と
ひ
と
撫
で
し
、
そ
の
後
に
水
洗

い
し
ま
す
。
水
滴
が
残
る
と
く
も
り
の
原
因

に
な
る
の
で
、
最
後
は
乾
い
た
布
で
ふ
い
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　

こ
び
り
つ
い
た
汚
れ
や
、
他
の
金
属
か
ら

の
も
ら
い
サ
ビ
は
、
ク
リ
ー
ム
ク
レ
ン
ザ
ー

か
重
曹
を
ス
ポ
ン
ジ
に
つ
け
て
こ
す
り
落
と

し
、
そ
の
後
に
水
洗
い
し
ま
す
。

　
　

　

１
日
１
回
、
食
事
の
後
片
づ
け
が
終
わ
っ

た
後
に
レ
ン
ジ
ま
わ
り
を
サ
ッ
と
ひ
と
ふ
き
、

シ
ン
ク
も
サ
ッ
と
ひ
と
洗
い
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。
こ
れ
だ
け
で
汚
れ
の
つ
き
方
が
違
っ

て
き
ま
す
。

カ
ウ
ン
タ
ー

　　

　

カ
ウ
ン
タ
ー
の
材
質
は
ス
テ
ン
レ
ス
、
ポ

ス
ト
フ
ォ
ー
ム
、
人
造
大
理
石
の
３
種
類
。

ど
れ
も
使
用
後
は
、
固
く
絞
っ
た
雑
巾
で
ふ

い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
油
汚
れ
は
ス
ポ
ン
ジ

に
台
所
用
洗
剤
を
つ
け
て
ふ
き
、
そ
の
後
水

ぶ
き
し
ま
す
。

　

ガ
ン
コ
な
汚
れ
は
、
練
り
歯
磨
き
か
ク
リ

ー
ム
ク
レ
ン
ザ
ー
、
ま
た
は
重
曹
を
ス
ポ
ン

ジ
に
つ
け
て
や
さ
し
く
こ
す
り
落
と
し
、
そ

の
後
水
ぶ
き
し
ま
す
。

　

汚
水
中
の
脂
肪
分
は
、
い
ろ
い
ろ
な
汚
れ

と
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
排
水
口
に
付
着
し
、

詰
ま
り
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
油
は
で
き
る

だ
け
流
さ
な
い
こ
と
。
毎
日
１
回
は
、
受
け

皿
や
ト
ラ
ッ
プ
も
タ
ワ
シ
か
古
い
歯
ブ
ラ
シ

で
洗
い
、
ぬ
め
り
を
取
り
除
い
て
お
き
ま
す
。

　
　

　

レ
ン
ジ
に
つ
い
た
油
や
煮
こ
ぼ
れ
は
、

熱
い
う
ち
な
ら
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
や
ボ
ロ

布
で
ふ
く
だ
け
で
簡
単
に
落
ち
ま
す
。

　

こ
び
り
つ
い
た
汚
れ
は
、
ボ
ロ
布
に
住

ま
い
の
洗
剤
を
つ
け
て
こ
す
り
落
と
し
、

そ
の
後
に
お
湯
ぶ
き
し
ま
す
。
市
販
の
使

い
捨
て
ふ
き
取
り
シ
ー
ト
も
便
利
で
す
。

　

炎
が
不
揃
い
の
場
合
は
バ
ー
ナ
ー
用
ブ

ラ
シ
か
キ
リ
で
目
づ
ま
り
を
直
し
ま
す
。

　

Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
は
、
電
源
を

切
り
、
冷
え
て
か
ら
絞
っ
た
ふ
き
ん
で
サ 

ッ
と
ふ
き
ま
す
。
軽
い
油
汚
れ
な
ど
は
、

台
所
用
中
性
洗
剤
を
水
で
薄
め
た
も
の
を

布
に
つ
け
て
ふ
き
取
り
、
さ
ら
に
水
ぶ
き

し
ま
す
。
ガ
ン
コ
な
汚
れ
は
、
ト
ッ
プ
プ

レ
ー
ト
専
用
の
ク
リ
ー
ナ
ー
か
ク
リ
ー
ム

ク
レ
ン
ザ
ー
を
つ
け
、
丸
め
た
ラ
ッ
プ
で

円
を
描
く
よ
う
に
し
な
が
ら
こ
す
り
落
と

し
、
最
後
に
水
ぶ
き
し
ま
す
。

　
　

　

木
製
の
収
納
部
は
週
に
一
度
は
か
ら
ぶ

き
、
ま
た
は
化
学
雑
巾
で
ふ
き
ま
す
。
油

の
ベ
タ
つ
き
は
台
所
用
洗
剤
を
水
で
薄
め
、

布
に
つ
け
て
ふ
き
取
り
、
そ
の
後
に
水
ぶ

き
、
か
ら
ぶ
き
を
し
ま
す
。
季
節
に
一
度
、

木
部
用
ワ
ッ
ク
ス
を
塗
っ
て
お
く
と
汚
れ

が
つ
き
に
く
く
な
り
ま
す
。

ふ
だ
ん
の
お
手
入
れ

自分でできる  わが家のお手入れ

キッチンは、家の中で一番
汚れがつきやすいところ。
ガンコな油汚れや、
悪臭をともなう水回りの汚れは、
お掃除もひと苦労。
汚れをこびりつかせない工夫や
短時間できれいにするコツを
ご紹介します。

キッチン

□カウンターに水はねや油汚れ
がないか。

□シンクのステンレスがくもっ 
たり、サビがついていないか。

□ 排水口の水はけはよいか、
悪臭はしないか。

□給排水管に水漏れがないか。
□レンジにふきこぼれや油はね

がないか。炎は正常か。
□換気扇に油がこびりついてい

ないか。
□収納扉が油でベタついていな

いか。

ここをチェック！

カ
ウ
ン
タ
ー

14

汚れをふき取り、シャワーを
かけて洗剤分を洗い流す。

入り組んだ部分の汚れは歯ブ
ラシを使うと落としやすい。

40〜50℃のお湯に洗剤を溶か
して使うと効果的。

プロペラ中央のスピンナーを
「ユルム」の方向に回してプロ
ペラをはずし、パネルもはずす。

パネル

スピンナー

プロペラの下に油だまりがつ
いている場合は、両側を持ち
油がこぼれないようにはずす。

油だまり

フィルターを一度上に持ち上
げてから手前に引いてはずす。

ステンレスのグリスフィルタ
ーが付いている場合は、まず
フィルターの蝶ネジをはずす。

蝶ネジ

●
換
気
扇

スピンナーを「ユルム」の方向
に回し、ターボファンを手で支
えながらはずす。

スピンナー

油受けについているガードも、
両側のつまみネジをゆるめて
はずす。

つまみネジ

ガード

後部の蝶番を軸に扇状に開き、
そのまま手前に引いて油受け
をはずす。

油受け

油受けを留めている 3 本のネジ
をゆるめる。

●
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
タ
ー
ボ
フ
ァ
ン

中央のつまみを「ユルム」の方
向に回し、シロッコファン本体
を手で押さえながらはずす。

シロッコファン
シロッコファンのベルマウス取
り付けネジ 3 ヶ所を手ではず
し、ベルマウスをはずす。

ベルマウス

ステンレスのグリスフィルター
をはずした後、前板を手前に引
いてはずす。

取り付けネジ
コネクタカバー固定用ネジをゆ
るめてカバーを開け、中のツメ
を押しながら引き抜く。

コネクタカバー

●
Ｄ
Ｘ
レ
ン
ジ
フ
ー
ド
フ
ァ
ン

　

壁
付
け
の
換
気
扇
も
レ
ン

ジ
フ
ー
ド
フ
ァ
ン
も
、
お
手

入
れ
の
仕
方
は
同
じ
で
す
。

下
段
を
参
考
に
部
品
を
は
ず
し
、
お

手
入
れ
し
て
く
だ
さ
い
。

●
洗
剤
を
湿
布
し
て
落
と
す　
　
　

①
汚
れ
に
住
ま
い
の
洗
剤
を
吹
き
付

け
、
ラ
ッ
プ
か
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー

を
か
ぶ
せ
て
30
分
以
上
お
く
。

②
汚
れ
が
ゆ
る
ん
だ
ら
ボ
ロ
布
で
ふ

き
取
り
、
水
洗
い
ま
た
は
水
ぶ
き
を

し
て
洗
剤
を
落
と
す
。

●
つ
け
置
き
洗
い
を
す
る　
　
　

①
大
き
め
の
容
器
に
台
所
用
中
性
洗

剤
を
溶
か
し
た
ぬ
る
ま
湯
を
た
め
る
。

②
そ
の
洗
剤
液
に
は
ず
し
た
部
品
を

浸
し
、
30
分
ほ
ど
お
く（
油
が
黒
い
ゴ

ム
状
に
な
っ
て
こ
び
り
つ
い
て
い
る

と
き
は
、
割
り
箸
な
ど
で
こ
そ
げ
落

と
し
て
か
ら
洗
剤
液
に
浸
す
）。

③
汚
れ
が
ゆ
る
ん
で
き
た
ら
、
ス
ポ

ン
ジ
や
ブ
ラ
シ
で
こ
す
り
落
と
す
。

④
充
分
に
水
洗
い
し
た
後
、
カ
ラ
ぶ

き
す
る
。

〈
注
意
〉
お
手
入
れ
は
必
ず
換
気
扇
の
電

源
を
切
っ
て
か
ら
行
う
こ
と
。
ま
た
部

品
を
取
り
は
ず
す
際
は
、
ケ
ガ
を
し
な

い
よ
う
ゴ
ム
手
袋
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

お手入れ法

はずし方

換気扇・レンジフードファンの分解掃除

洗剤を吹き付けた上にティッ
シュペーパーをかぶせる。

〈
注
意
〉

　

ス
テ
ン
レ
ス
に
塩
素
が
付
着
す
る
と
、
サ

ビ
や
穴
あ
き
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
塩
素
系

洗
剤
や
ぬ
め
り
取
り
剤
は
使
わ
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

シ
ン
ク

排
水
口

レ
ン
ジ

収
納
部



17 16
＊印の住宅部品は、ハーモネートショッピングクラブで扱っています。お手元の「保存版住宅部品カタログ」を参照のうえ、お申し込みください。

浄
水
器
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
の
交
換

レバーハンドルを閉めた状態
でリングを回す。

吐水口ごとカートリッジを抜
き取り、交換する。

本 体

レ
バ
ー
ハ
ン
ド
ル

カ
ー
ト
リ
ッ
ジ

リ
ン
グ

リングを右に回してロックを
解除し、リングごと引き抜く。

OUT
IN

OUT
IN

OUT
IN

IN・OUT の表示シールに合
わせてしっかり差し込む。

OUT
IN

水道水 浄 水

カチッ

　

収
納
扉
は
長
い
間
開
け
閉
め
を

繰
り
返
す
う
ち
、
扉
が
傾
い
た
り

き
ち
ん
と
閉
ま
ら
な
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
で
も
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
ド
ラ

イ
バ
ー
で
蝶
番
の
ネ
ジ
を
調
整
す
れ
ば
直
り
ま

す
。

　

収
納
扉
に
使
わ
れ
て
い
る
代
表
的
な
蝶
番
は

左
の
２
タ
イ
プ
で
す
。
Ａ
は
「
左
右
」「
前
後
」

の
調
整
ネ
ジ
だ
け
で
「
上
下
」
の
調
整
ネ
ジ
が

な
い
タ
イ
プ
。
Ｂ
は
「
左
右
」「
前
後
」
の
調
整

ネ
ジ
が
横
に
並
び
、
上
に
「
上
下
」
の
調
整
ネ

ジ
が
付
い
て
い
る
比
較
的
新
し
い
タ
イ
プ
で
す
。

　

な
お
、
こ
れ
以
外
の
タ
イ
プ
に
つ
い
て
は
フ
ァ

ミ
エ
ス
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
タ
イ
プ
Ａ

●
タ
イ
プ
Ｂ　

新しいホースに防虫カバーなど
を付け替えてから取り付ける。

床面に固定されている防虫カ
バーをはずし、上に移動する。

黒またはグレーの防虫キャップ
をはずし、ホースを抜き取る。

シンク側のナットを回してホー
スをはずす。

●
排
水
口
の
掃
除　
　

　

排
水
口
は
週
に
一
度
、
部
品
を
は

ず
し
て
お
掃
除
し
ま
し
ょ
う
。　

①
フ
タ
ゴ
ム
、
受
け
皿（
ア
ミ
カ
ゴ
）、

ト
ラ
ッ
プ
な
ど
、
は
ず
せ
る
も
の
は
は

ず
す
。

②
取
り
は
ず
し
た
部
品
を
タ
ワ
シ
や

ブ
ラ
シ
で
き
れ
い
に
洗
う
。

③
排
水
口
や
排
水
管
の
内
側
も
、
手

の
届
く
範
囲
は
古
い
歯
ブ
ラ
シ
な
ど

を
使
っ
て
洗
う
。

④
最
後
に
排
水
管
に
パ
イ
プ
用
洗
剤

を
流
し
込
み
、
少
な
く
と
も
５
分
間
は

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
。
こ
う
す
れ

ば
排
水
管
の
悪
臭
を
防
ぎ
、
水
の
通

り
も
よ
く
な
る
。

●
排
水
口
の
部
品
交
換　
　
　

　

フ
タ
ゴ
ム
や
受
け
皿（
ア
ミ
カ
ゴ
）

な
ど
の
部
品
は
、
古
く
な
っ
て
汚
れ
が

落
ち
に
く
い
よ
う
な
ら
、
新
し
い
も
の

（
＊
）
に
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

　

ぬ
め
り
が
つ
き
に
く
い
銅
製
の
部
品

（
＊
）も
お
す
す
め
で
す
。
銅
イ
オ
ン
に

は
殺
菌
作
用
が
あ
り
、
雑
菌
の
繁
殖
を

抑
え
て
く
れ
る
か
ら
で
す
。

●
排
水
ホ
ー
ス
の
交
換　
　

　

排
水
ホ
ー
ス
は
、
年
数
が
経
つ
と

内
側
に
汚
れ
が
こ
び
り
つ
き
悪
臭
の

原
因
に
な
り
が
ち
。
10
年
近
く
経
っ

た
ら
、
排
水
ホ
ー
ス
を
交
換
し
ま
し

ょ
う
。
汚
れ
や
悪
臭
も
解
消
さ
れ
、

す
っ
き
り
し
ま
す
。

　

ホ
ー
ス
の
構
造
は
、
一
方
が
シ
ン

ク
の
排
水
溝
に
ナ
ッ
ト
で
固
定
さ

れ
、
も
う
一
方
が
床
下
の
排
水
管
に

差
し
込
ま
れ
て
い
る
だ
け
。
樹
脂
製

の
ナ
ッ
ト
は
手
で
回
せ
ば
は
ず
す
こ

と
が
で
き
ま
す
か
ら
、
下
の
図
の
よ

う
に
工
具
を
使
わ
な
く
て
も
交
換
で

き
ま
す
。

　

ま
ず
現
在
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る

ホ
ー
ス
と
同
じ
も
の
を（
＊
）取
り
寄

せ
て
く
だ
さ
い
。

　

ホ
ー
ス
は
シ
ン
ク
の
タ
イ
プ
に
よ

っ
て
異
な
り
、
シ
ン
ク
が
一
つ
の
場

合
は
排
水
ホ
ー
ス「
大
」、
ダ
ブ
ル
シ

ン
ク
な
ら「
大
」と「
小
」、
ま
た
は

「
Ｙ
管
」
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。シ
ン
ク
が
一
つ
で
も
二
つ
で
も
、

ホ
ー
ス
の
は
ず
し
方
や
取
り
付
け
方

は
、
基
本
的
に
は
同
じ
で
す
。

排水口の掃除と部品交換

トラップは左（反時計回り）
に回すとはずれる。

排水管

フタゴム

受け皿
（アミカゴ）

トラップ

　

浄
水
器
を
ご
使
用
の
場
合
は
、
適
正
な

時
期
に
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
を
交
換
し
て
く
だ

さ
い
。
交
換
せ
ず
に
使
い
続
け
る
と
、
不

純
物
が
蓄
積
し
、
浄
水
機
能
が
低
下
し
て

し
ま
い
ま
す
。

●
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
キ
ッ
チ
ン
専
用
清
水
器（
＊
）

（
3
〜
6
ヶ
月
を
目
安
に
交
換
）

①
レ
バ
ー
ハ
ン
ド
ル
を
閉
め
た
状
態
で
リ

ン
グ
を
回
し
、
吐
水
口
を
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ

ご
と
は
ず
す
。

②
吐
水
口
か
ら
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
を
抜
き
取

り
、
新
し
い
も
の
を
差
し
込
む
。

③
本
体
に
セ
ッ
ト
し
、
リ
ン
グ
を
回
し
て

固
定
す
る
。

●
ア
ン
ダ
ー
シ
ン
ク
浄
水
器（
＊
）

（
１
年
を
目
安
に
交
換
）

①
チ
ュ
ー
ブ
先
端
の
「
Ｉ
Ｎ
」及
び「
Ｏ
Ｕ
Ｔ
」

の
リ
ン
グ
を
右
に
回
し
て
ロ
ッ
ク
を
解
除
す
る
。

②
リ
ン
グ
を
引
き
上
げ
、
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ

か
ら
「
水
道
水
」
と
「
浄
水
」
の
２
本
の

チ
ュ
ー
ブ
を
抜
き
取
る
。

③
新
し
い
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
に
２
本
の
チ
ュ

ー
ブ
の
先
端
を
「
カ
チ
ッ
」
と
音
が
す
る
ま

で
垂
直
に
差
し
込
む
。

④
そ
れ
ぞ
れ
の
リ
ン
グ
を
左
に
回
し
て

ロ
ッ
ク
す
る
。

〈
注
意
〉必
ず「
Ｉ
Ｎ
」と「
Ｉ
Ｎ
」、「
Ｏ
Ｕ
Ｔ
」

と「
Ｏ
Ｕ
Ｔ
」を
接
続
す
る
こ
と
。

●
扉
が
左（
ま
た
は
右
）に
傾
い
た
ら

①
上
下
２
ヶ
所
の
蝶
番
の
「
左
右
調
整
ネ
ジ
」

を
少
し
ず
つ
左
（
ま
た
は
右
）
に
回
す
。

②
扉
が
正
し
い
位
置
に
き
た
と
こ
ろ
で
止
め

る
。

●
タ
イ
プ
Ａ

●
タ
イ
プ
Ｂ

●
扉
が
前
に
傾
い
た
ら

①
上
下
２
ヶ
所
の
蝶
番
の
「
前
後
調
整
ネ
ジ
」

を
ゆ
る
め
る
。

②
蝶
番
を
矢
印
の
方
向
に
、
扉
が
ま
っ
す
ぐ
に

な
る
ま
で
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
る
。

③「
前
後
調
整
ネ
ジ
」を
締
め
る
。

●
タ
イ
プ
Ａ

●
タ
イ
プ
Ｂ

●
扉
が
上（
ま
た
は
下
）に
ず
れ
た
ら

　

タ
イ
プ
Ａ
は
、
扉
の
上
下
の
位
置
は
固
定
さ

れ
て
お
り
、
上
下
に
ず
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
た
が
っ
て「
上
下
」を
調
整
す
る
ネ
ジ
が

つ
い
て
い
ま
せ
ん
。

　

万
一
上
下
に
ず
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
蝶

番
を
移
動
し
て
留
め
直
す
方
法
が
あ
り
ま
す

が
、
蝶
番
が
破
損
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
無
理
を
せ
ず
フ
ァ
ミ
エ
ス
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

タ
イ
プ
Ｂ
は
、

①
上
下
２
ヶ
所
の
蝶
番
と
も「
上
下
調
整
ネ
ジ
」

を
ゆ
る
め
る
。

②
扉
を
正
し
い
位
置
ま
で
下
げ
（
上
げ
）
る
。

③
「
上
下
調
整
ネ
ジ
」を
締
め
る
。

●
タ
イ
プ
Ｂ

蝶番のしくみ

調整の仕方

収納扉の建て付け調整

1234
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浴
槽

　　

　

腰
か
ら
下
の
壁
部
分
は
、
床
同
様
石
鹸
カ

ス
な
ど
が
飛
び
散
っ
て
い
ま
す
。
シ
ャ
ワ
ー

を
か
け
る
か
、
ス
ポ
ン
ジ
で
洗
い
流
し
ま
し

ょ
う
。
必
要
に
応
じ
て
浴
室
用
洗
剤
を
使
っ

て
洗
い
ま
す
。

　

壁
の
上
部
や
天
井
は
、
汚
れ
よ
り
も
カ
ビ

が
つ
き
や
す
い
と
こ
ろ
。
入
浴
後
、
モ
ッ
プ

な
ど
柄
の
長
い
道
具
を
使
っ
て
、
水
滴
を
ふ

き
取
っ
て
お
く
と
カ
ビ
予
防
に
な
り
ま
す
。

　
　

　

窓
ガ
ラ
ス
や
ド
ア
の
内
側
も
壁
同
様
水
滴

を
ふ
き
取
り
ま
す
。
窓
に
ブ
ラ
イ
ン
ド
が
つ

い
て
い
る
場
合
は
、
羽
を
閉
じ
た
状
態
で
水

滴
を
ふ
き
、
そ
の
後
に
羽
を
水
平
に
し
て
風

を
通
し
ま
す
。

　

浴
槽
に
は
、
石
鹸
カ
ス
、
身
体
の
ア
カ
、

湯
ア
カ
、
水
道
水
に
含
ま
れ
る
鉄
分
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
汚
れ
が
つ
き
ま
す
。
入
浴
後
の

ぬ
く
も
り
が
残
っ
て
い
る
う
ち
な
ら
、
簡
単

に
落
ち
る
の
で
、
入
浴
後
か
遅
く
と
も
翌
朝

に
は
、
湯
を
抜
き
な
が
ら
ス
ポ
ン
ジ
か
タ
オ

ル
で
掃
除
し
ま
し
ょ
う
。
汚
れ
が
激
し
い
場

合
は
、
浴
室
用
洗
剤
を
つ
け
て
汚
れ
を
こ
す

り
落
と
し
、
そ
の
後
に
水
洗
い
を
し
ま
す
。

床

　　

　
床
全
体
に
シ
ャ
ワ
ー
を
か
け
て
飛
び
散
っ
た

石
鹸
カ
ス
や
ア
カ
を
洗
い
流
し
ま
す
。
必
要
に

応
じ
て
浴
室
用
洗
剤
を
使
い
ま
す
。
最
後
に
雑

巾
で
水
気
を
ふ
き
取
り
ま
し
ょ
う
。

　
　

　
カ
ビ
予
防
に
は
換
気
が
一
番
。
浴
室
換
気
扇

の
消
費
電
力
は
１
時
間
約
4
ワ
ッ
ト
と
電
気
代

は
わ
ず
か
。
入
浴
後
水
滴
を
ふ
き
取
り
、
少
な

く
と
も
１
〜
２
時
間
換
気
扇
を
回
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
入
浴
時
、
就
寝
時
、
外
出
時
以
外

は
で
き
る
だ
け
浴
室
の
小
窓
を
開
け
て
お
く
と

風
通
し
が
よ
く
な
り
ま
す（
た
だ
し
凍
結
の
お

そ
れ
の
あ
る
寒
冷
地
で
は
閉
め
ま
す
）。

　
な
お
、
カ
ビ
は
一
度
生
え
た
と
こ
ろ
に
何
度

も
出
て
き
ま
す
。
定
期
的
に
カ
ビ
止
め
剤
を
ス

プ
レ
ー
し
て
お
く
と
、
あ
る
程
度
は
予
防
で
き

ま
す
。

　
　

　
水
に
混
じ
っ
て
い
る
細
か
い
ゴ
ミ
が
、
蛇
口

ス
ト
レ
ー
ナ
ー
（
網
目
状
ろ
過
装
置
）
に
付
着

す
る
と
、
水
の
出
が
悪
く
な
る
の
で
定
期
的
に

掃
除
し
た
い
場
所
。
蛇
口
先
端
に
ス
ト
レ
ー
ナ

ー
が
つ
い
て
い
る
タ
イ
プ
は
、
ナ
ッ
ト
を
指
で

回
し
て
は
ず
し
、
ゴ
ミ
を
取
り
出
し
ま
す
。

　

一
部
の
サ
ー
モ
ス
タ
ッ
ト
式
混
合
水
栓
は
、

次
の
よ
う
に
は
ず
し
て
掃
除
し
ま
す
。

【
蛇
口
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
の
掃
除
法
】

①
左
右
の
止
水
栓
を
マ
イ
ナ
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
で

閉
じ
る
。

②
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
の
キ
ャ
ッ
プ
を
ド
ラ
イ
バ
ー

で
ゆ
る
め
て
は
ず
す
。

③
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
内
側
の

ゴ
ミ
を
、
ブ
ラ
シ
や
ド
ラ

イ
バ
ー
で
こ
す
り
落
と
す
。

④
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
を
は
ず

し
た
状
態
で
、
止
水
栓
を

少
し
開
き
、
内
部
に
残
っ

て
い
た
ゴ
ミ
を
流
し
出
す
。

⑤
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
に
キ
ャ
ッ

プ
を
は
め
込
ん
で（
パ
チ
ッ
と

音
が
す
る
）戻
し
、キ
ャ
ッ
プ

を
し
っ
か
り
締
め
て
完
了
。

ふ
だ
ん
の
お
手
入
れ

自分でできる  わが家のお手入れ

浴室は、家の中で最も
カビが発生しやすい場所。
湯アカ、石鹸カスなどの汚れは、
こびりつくと簡単にはとれません。
毎日気持ちよく入浴するためにも、
その日の汚れはその日のうちに
落とすようにしたいものです。

浴室

□浴槽のふちや内側に、湯アカ
や石鹸カスがこびりついてい
ないか。

□コーキング部、ブラインド、
換気扇などにカビが生えてい
ないか。

□循環パイプから浴槽に湯アカ
が出てくることはないか。

□浴槽の排水栓が摩耗し水漏れ
していないか。

□蛇口やシャワーの湯水の出が
悪くないか。

□シャワーホースに傷みがないか。
□排水口の水はけが悪くないか。
□浴室ドアの開閉はスムーズか。

ここをチェック！

浴
槽

換
気
で
カ
ビ
予
防
を
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こ
び
り
つ
い
て
し
ま
っ
た
ガ
ン
コ
な

汚
れ
や
カ
ビ
は
、
次
の
よ
う
に
し
て
落

と
し
ま
す
。

●
浴
槽
の
湯
ア
カ
や
石
鹸
カ
ス
は
…

①
ク
リ
ー
ム
ク
レ
ン
ザ
ー
ま
た
は
重
曹

を
ス
ポ
ン
ジ
に
つ
け
て
、
汚
れ
を
こ
す

り
落
と
す
。

②
水
洗
い
を
し
て
ク
レ
ン
ザ
ー
や
重
曹

を
洗
い
流
す
。

〈
注
意
〉
表
面
の
光
沢
が
失
わ
れ
る
場

合
が
あ
る
の
で
、
目
立
た
な
い
部
分
で

試
し
て
か
ら
使
用
す
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

の
浴
室
用
洗
剤
と
い
っ
し
ょ
に
使
用
し

な
い
こ
と
。
有
毒
な
塩
素
ガ
ス
が
発
生

し
て
非
常
に
危
険
で
す
。

●
設
備
の
汚
れ
や
カ
ビ
は
…

　

住
ま
い
の
洗
剤
や
カ
ビ
取
り
剤
を

使
っ
て
落
と
し
ま
す
。
掃
除
が
し
に

く
い
場
合
は
次
の
手
順
で
は
ず
し
て

掃
除
し
ま
す
。

【
ブ
ラ
イ
ン
ド
】

①
上
部
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

フ
ッ
ク
を
、
マ
イ
ナ
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
で

引
き
出
す
。

②
本
体
を
押
し
上
げ
て
手
前
に
引
く
。

フ
ッ
ク
に
小
さ
く
「
Ｐ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
」
と
あ

る
も
の
は
、
指
で
押
せ
ば
は
ず
れ
る
。

　

ブ
ラ
イ
ン
ド
に
は
い
ろ
い
ろ
な
タ
イ

プ
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
ご
紹
介
し
た

タ
イ
プ
以
外
の
「
は
ず
し
方
・
は
め
方
」

は
、
29
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

【
換
気
扇
カ
バ
ー
】

　

ネ
ジ
式
と
は
め
込
み
式
が
あ
り
、
ネ

ジ
式
は
、
ネ
ジ
を
ド
ラ
イ
バ
ー
で
ゆ
る

め
る
と
は
ず
れ
ま
す
。

　

は
め
込
み
式
は
カ
バ
ー
の
下
の
面
に

あ
る
切
り
込
み
に
指
を
か
け
、
手
前
に

引
き
ま
す
。
切
り
込
み
が
な
い
も
の
は
、

マ
イ
ナ
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
を
カ
バ
ー
と
壁

の
間
に
入
れ
、
同
様
に
は
ず
し
ま
す
。

●
コ
ー
キ
ン
グ
部
の
カ
ビ
は
…

①
カ
ビ
取
り
剤
を
塗
り
、
1
時
間
程
度

お
く
。

②
ス
ポ
ン
ジ
で
こ
す
り
落
と
す
。

③
水
洗
い
、
ま
た
は
固
く
絞
っ
た
雑
巾

で
水
ぶ
き
す
る
。

　

ど
う
し
て
も
落
ち
な
い
目
地
の
黒
ず

み
は
、
防
カ
ビ
効
果
も
あ
る
目
地
専
用

塗
料
で
お
お
い
隠
す
と
い
う
方
法
も
あ

り
ま
す
。

〈
注
意
〉
塩
素
系
カ
ビ
取
り
剤
を
使
う

場
合
は
、
換
気
を
よ
く
し
て
使
用
す
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
酸
性

汚れやカビの落とし方

●
2
つ
穴
タ
イ
プ
は

　

下
の
穴
か
ら
入
っ

た
水
が
加
熱
さ
れ
て

高
温
の
お
湯
に
な
っ

て
上
の
穴
か
ら
出
る
し
く
み
で
す
。

湯
の
循
環
ス
ピ
ー
ド
が
遅
い
の
で
、

ど
う
し
て
も
パ
イ
プ
内
に
湯
ア
カ
が

つ
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

【
２
つ
穴
タ
イ
プ
の
掃
除
法
】

①
下
の
穴
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
は
ず
す
。

②
ホ
ー
ス
の
先
を
下
の
穴
か
ら
パ
イ

プ
内
に
向
け
、
勢
い
よ
く
放
水
す
る
。

こ
れ
を
2
、
3
回
く
り
返
す
。

③
フ
ィ
ル
タ
ー
も
水
で
洗
っ
て
お
く
。

　

こ
の
ほ
か
市
販
の
風
呂
釜
用
洗
剤

を
使
っ
て
掃
除
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

●
1
つ
穴
タ
イ
プ
は

　

ポ
ン
プ
を
使
い
、一
つ
の
穴
で
吸
入

と
排
出
を
行
う
強
制
循
環
で
す
。
湯

の
循
環
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
の
で
パ
イ

プ
に
湯
ア
カ
は
つ
き
ま
せ
ん
が
、
フ

ィ
ル
タ
ー
だ
け
は
月
に
一
度
は
洗
っ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

●
排
水
口
の
ゴ
ミ
は
…

　

排
水
口
は
、
髪
の
毛
な
ど
の
ゴ
ミ
を

ト
ラ
ッ
プ
に
た
め
て
排
水
管
に
流
さ
な

い
し
く
み
。
こ
こ
に
ゴ
ミ
が
た
ま
る
と

水
の
流
れ
を
妨
げ
、
悪
臭
の
原
因
に
も

な
る
の
で
、
排
水
口
の
蓋
を
は
ず
し
て
、

中
を
掃
除
し
ま
す
。
悪
臭
が
あ
る
と
き

は
、
市
販
の
パ
イ
プ
用
洗
剤
や
漂
白
剤

を
流
し
込
み
ま
す
。

●
エ
イ
ジ
レ
ス
バ
ス
で
は

　

段
差
を
解
消
し
た
エ
イ
ジ
レ
ス
バ
ス

に
は
、
排
水
口
が
２
ヶ
所（
水
栓
側
、
出

入
口
側
）に
あ
る
タ
イ
プ
も
あ
り
ま
す
。

出
入
口
側
の
排
水
口
を
掃
除
す
る
際
は
、

ス
ノ
コ（
グ
レ
ー
チ
ン
グ
）
下
の
排
水
溝

も
い
っ
し
ょ
に
掃
除

し
ま
し
ょ
う
。

【
排
水
口
の
掃
除
手
順
】

【
エ
イ
ジ
レ
ス
バ
ス（
出
入
口
側
）】

ガス

カバー

フィルター

２
つ
穴
タ
イ
プ
を
掃
除
す
る
と
き
は
、
下

穴
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
は
ず
す
。

外釜循環パイプ

毎月定期的に行うお掃除

排水口

本体にキズをつけない
よう、布を当てて作業
するとよい。

トラップを左右に回
してはずし、歯ブラ
シ等で汚れを落とす。

トラップ

ビニール袋に手を入れ
て、中のゴミをつかみ、
袋を裏返して捨てる。

割り箸を目皿の中に
入れ、目皿を持ち上
げてはずす。

グレーチング（スノ
コ）を両手で持ち上
げてはずし、中の溝
と排水口を掃除する。

【
エ
イ
ジ
レ
ス
Ｇ
Ⅱ
バ
ス（
出
入
口
側
）】

グレーチングは脱衣
室側から先にはめ込
むと、スムーズに取
り付けられる。

扉下レール部分がグ
レーチング。はずす
ときは扉を片側に寄
せて持ち上げる。

カバーの下の面
にある小さな切
り込みに指をか
けてはずす。

■イラスト①（36×32mm） ■イラスト②（36×32mm）

■イラスト③（36×38mm）

■イラスト⑤（60×35mm）

■イラスト④（72×38mm）

ガス

←カバー

トラップ

カバー 目皿

受け皿

本体

ストレーナー

＜左側＞ ストレーナー

止水栓 止水栓

床

窓
・
ド
ア
・
ブ
ラ
イ
ン
ド

壁
・
天
井

蛇
口
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
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【
便
座
】

　

便
座
は
樹
脂
製
で
す
。
ふ
だ
ん
は
固
く
絞
っ

た
雑
巾
で
ふ
く
だ
け
に
し
ま
す
。
ト
イ
レ
用
の

洗
剤
は
便
座
を
傷
め
る
も
の
も
あ
る
の
で
使
わ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
汚
れ
た
ら
台
所
用

の
中
性
洗
剤
を
薄
め
た
も
の
で
ふ
き
、
そ
の
後

は
水
ぶ
き
し
ま
す
。

ト
イ
レ

　　

　

洗
面
ボ
ー
ル
や
カ
ウ
ン
タ
ー
は
陶
器
ま
た

は
人
造
大
理
石
で
で
き
て
い
ま
す
。
こ
こ
に

つ
く
汚
れ
は
、
水
ア
カ
や
石
鹸
カ
ス
、
体
の

皮
脂
な
ど
。
ト
イ
レ
と
同
じ
く
、
汚
れ
を
こ

び
り
つ
か
せ
な
い
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

使
用
後
は
、
洗
面
ボ
ー
ル
に
ぐ
る
り
と
水

を
か
け
、
カ
ウ
ン
タ
ー
に
飛
び
散
っ
た
水
滴

や
石
鹸
を
ふ
き
取
り
ま
し
ょ
う
。

　

週
に
一
度
は
、
ス
ポ
ン
ジ
な
ど
に
浴
室
用

洗
剤
を
つ
け
て
汚
れ
を
こ
す
り
落
と
し
、
そ

　

便
器
は
陶
製
で
す
。
時
間
が
経
っ
て
汚

れ
が
こ
び
り
つ
く
と
、
簡
単
に
は
落
と
せ

ま
せ
ん
か
ら
、
こ
ま
め
な
お
手
入
れ
が
大

切
で
す
。

　

１
日
１
回
は
、
水
を
流
し
な
が
ら
便
器

の
内
側
を
ト
イ
レ
ブ
ラ
シ
で
こ
す
り
洗
い

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
と
く
に
洗
浄
水
の

出
る
穴
の
周
囲
や
、
水
た
ま
り
の
ふ
ち
、

水
た
ま
り
の
底
な
ど
は
汚
れ
が
つ
き
や
す

い
の
で
、
多
少
念
入
り
に
こ
す
り
ま
す
。

同
様
に
、
週
に
一
度
ト
イ
レ
用
中
性
洗
剤

を
つ
け
て
こ
す
っ
て
お
け
ば
、
汚
れ
が
こ

び
り
つ
く
こ
と
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。

　

便
器
の
ふ
ち
や
外
側
は
水
ぶ
き
で
き
れ

い
に
し
ま
す
。（
ト
イ
レ
用
ふ
き
取
り
シ
ー

ト
も
便
利
）

の
後
に
水
洗
い
し
ま
す
。

【
蛇
口
】

　

週
に
一
度
、
か
ら
ぶ
き
し
ま
す
。
表
面
が
く

も
っ
て
き
た
ら
、
練
り
歯
ミ
ガ
キ
を
つ
け
て
磨

く
と
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。

　

蛇
口
の
先
端
の
ス
ト
レ
ー
ナ
ー（
網
目
状
の
ろ

過
装
置
）に
は
水
中
の
細
か
い
ゴ
ミ
が
付
着
し
ま

す
。
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
は
指
で
回
せ
ば
は
ず
れ
ま
す

か
ら
、
１
〜
２
ヶ
月
に
一
度
は
ず
し
て
、
歯
ブ

ラ
シ
で
掃
除
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

【
鏡
】

　

ふ
だ
ん
は
か
ら
ぶ
き
。
化
粧
水
な
ど
が
は
ね

た
ら
、
住
ま
い
の
洗
剤
で
ふ
き
取
っ
て
か
ら
、

水
ぶ
き
し
ま
す
。
月
に
一
〜
二
度
は
鏡
用
ク
リ

ー
ナ
ー
、
ま
た
は
ガ
ラ
ス
ク
リ
ー
ナ
ー
で
ふ
い

て
お
き
ま
す
。

　

き
れ
い
に
し
た
後
、
市
販
の
く
も
り
止
め
コ

ー
テ
ィ
ン
グ
剤
を
塗
っ
て
お
く
と
、
あ
る
程
度

く
も
り
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
給
・
排
水
管
】

　

夏
の
暑
い
と
き
や
冬
の
暖
房
時
に
は
給
・
排

水
管
の
外
側
が
結
露
し
て
サ
ビ
の
原
因
と
な
り

ま
す
。
気
づ
い
た
ら
す
ぐ
乾
い
た
布
で
ふ
き
取

り
ま
し
ょ
う
。
月
に
一
度
防
サ
ビ
剤
を
塗
布
し

て
お
く
と
サ
ビ
が
つ
き
に
く
く
な
り
ま
す
。

ふ
だ
ん
の
お
手
入
れ

自分でできる  わが家のお手入れ

トイレや洗面は、いつも気持ち
よく使いたいところです。
汚れをためず、いつも清潔に
しておきましょう。
水洗のトラブルが起こったら、
すぐに点検して直すように
しましょう。

トイレ
・

洗面

□便器の内側周囲やふちが水
アカで茶色くなっていない
か。

□ロータンクの水はきちんと
出て、きちんと止まるか。

□水の流れ具合はいいか。
□洗面ボールに石鹸カスの汚

れがついていないか。
□洗面カウンターに水アカが

ついていないか。
□蛇口のメッキがくもったり、

黒ずんだりしていないか。
□ 鏡に水ハネのあとがついた

り、くもったりしていないか。

ここをチェック！

　洗
面

ト
イ
レ
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洗面もトイレも、汚れをためず、こま
めにお掃除することが大切。

　

ト
イ
レ
や
洗
面
の
汚
れ
は
、
こ
び
り
つ

い
て
し
ま
う
と
、
洗
剤
で
も
落
ち
に
く
く

な
り
ま
す
。
ガ
ン
コ
な
汚
れ
は
次
の
よ
う

に
お
掃
除
し
ま
し
ょ
う
。

●
洗
面
ボ
ー
ル
の
汚
れ
は

　

ク
リ
ー
ム
ク
レ
ン
ザ
ー
ま
た
は
重
曹
で
、

あ
る
程
度
き
れ
い
に
で
き
ま
す
。

①
ス
ポ
ン
ジ
を
ぬ
ら
し
、
よ
く
絞
る
。

②
ス
ポ
ン
ジ
に
ク
リ
ー
ム
ク
レ
ン
ザ
ー
ま

た
は
重
曹
を
つ
け
、
や
さ
し
く
こ
す
る
。

③
充
分
水
洗
い
ま
た
は
水
ぶ
き
す
る
。

●
便
器
に
つ
い
た
汚
れ
は

　

便
器
内
に
水
中
の
鉄
分
が
付
着
し
、
筋

状
の
汚
れ
に
な
る
と
、
簡
単
に
は
落
ち

ま
せ
ん
。
ま
ず
、
右
の
洗
面
ボ
ー
ル
同

様
、
ク
リ
ー
ム
ク
レ
ン
ザ
ー
ま
た
は
重
曹

で
落
と
し
ま
す
（
古
い
歯
ブ
ラ
シ
を
使
う

と
便
利
）。
そ
れ
で
も
落
ち
な
い
と
き
は
、

左
図
の
よ
う
に
耐
水
サ
ン
ド
ペ
ー
パ
ー

（
１
２
０
０
番
程
度
）を
使
い
ま
す
。

汚
れ
の
落
と
し
方

割り箸にサンド
ペーパーを巻き
つけ、石鹸をつ
けてやさしくこ
する。最後に水
を流して、石鹸
分を洗い流す。

＜注意＞目に見えないキ
ズがつき、使用後表面の
光沢が失われる場合があ
るので、目立たないとこ
ろで試してから使ってく
ださい。

　

水
が
止
ま
ら
な
い
と

き
は
、
最
初
に
止
水
栓

を
開
け
た
ま
ま
で
、
タ

ン
ク
の
水
位
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
水
面
が
、
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
管

の
先
端
よ
り
下
に
あ
れ
ば
（
図
①
）

レ
バ
ー
、
チ
ェ
ー
ン
、
フ
ロ
ー
ト
バ

ル
ブ
の
ト
ラ
ブ
ル
。
水
面
が
高
く
、

オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
管
か
ら
水
が
あ

ふ
れ
出
し
て
い
れ
ば
（
図
②
）、
浮

き
球
か
、
ボ
ー
ル
タ
ッ
プ
の
ト
ラ
ブ

ル
で
す
。

●
①
の
場
合
は

　

レ
バ
ー
を
回
し
て
元
に
戻
る
か
ど

う
か
を
確
認
し
ま
す
。
戻
ら
な
い
と

き
は
心
棒
の
サ
ビ
付
き
が
原
因
。
心

棒
に
潤
滑
防
サ
ビ
剤
を
吹
き
付
け
ま

す（
図
③
）。

　

レ
バ
ー
が
正
常
で
あ
れ
ば
、
チ
ェ

ー
ン
が
か
ら
ん
で
い
な
い
か
を
確
認

し
、
か
ら
ん
で
い
る
よ
う
な
ら
直
し

ま
す（
図
④
）。

　

フ
ロ
ー
ト
バ
ル
ブ
が
は
ず
れ
て

い
た
ら
、
ア
ー
ム
部
分
を
軸
の
突
起

に
し
っ
か
り
は
め
込
ん
で
く
だ
さ

い（
図
⑤
）。

●
②
の
場
合
は

　

浮
き
球
の
支
持
棒
が
は
ず
れ
た

り
、
ゆ
る
ん
で
い
な
い
か
を
確
認
。

ゆ
る
ん
で
い
た
ら
固
定
ナ
ッ
ト
を

締
め
ま
す（
図
⑥
）。

浮き球の支持棒がは
ずれたりゆるんでい
たら、固定ナットを
締めて取り付ける。

はめ込んだ後、２〜
３度操作してきちん
と開閉するかを確認。

チェーンのからまり
をほぐし、フロート
バルブがきちんと閉
まるか確認。

タンクの内側から、
心棒に潤滑防サビ剤
を吹き付ける。 タンク内の水位を確認するときは、止水栓は

開けたままで。

フタ
手洗い付きのフタ
は、少し持ち上げた
状態で手洗い吐水
管の根元のネジを
ゆるめてからはず
す。手洗い付きでな
いものは持ち上げ
るだけではずれる。

ボールタップ
タンク内の水が一定量
たまると、浮き玉の浮
力により自動的に給水
を止める役割をする。

オーバーフロー管
故障のときタンクから水があ
ふれないよう、この管から便
器に水が流れる。

止水栓
栓を時計回りに回
すと水が止まる。 ゴムフロート

レバーを操作すると
これが持ち上げられ
便器に水が流れる。
タンクの水がなくな
ると下りて止まる。

チェーン

ロータンク

浮き玉

放水レバー

手洗い吐水管

※タンクにはいろいろなタイプがありますが、しくみはさほど違いありません。

水が止まらないとき

　

水
が
出
な
い
と
き
は
、
ま
ず
断
水
・

凍
結
な
ど
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
そ

の
ど
ち
ら
で
も
な
い
と
き
は
、
止
水
栓

を
閉
め
て
か
ら
、
次
の
作
業
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

●
チ
ェ
ー
ン
が
は
ず
れ
て
い
た
ら

　

ア
ー
ム
と
チ
ェ
ー
ン
が
は
ず
れ
て
い

た
ら
、
ま
ず
手
で
フ
ロ
ー
ト
バ
ル
ブ
を

開
け
て
タ
ン
ク
内
の
水
を
流
し
て
か
ら
、

左
上
図
の
要
領
で
チ
ェ
ー
ン
を
か
け
直

し
ま
す
。

●
チ
ェ
ー
ン
が
切
れ
て
い
た
ら

　

新
品
チ
ェ
ー
ン
と
交
換
す
る
か
、

と
り
あ
え
ず
の
応
急
処
置
と
し
て
、

針
金
な
ど
で
つ
な
い
で
直
し
ま
す
。

こ
の
場
合
は
、
長
く
は
持
ち
ま
せ
ん

の
で
、
早
め
に
新
し
い
チ
ェ
ー
ン
を

用
意
し
て
直
し
ま
し
ょ
う
。

フ
ロ
ー
ト
バ
ル
ブ
の
上
で
、
リ
ン
グ

状
チ
ェ
ー
ン
（
①
）
は
２
輪
く
ら
い
、

ボ
ー
ル
状
チ
ェ
ー
ン
（
②
）
は
４
球

く
ら
い
た
る
ま
せ
て
セ
ッ
ト
す
る
。

1

2

水が

出ない
とき

ロータンクのしくみ

トイレのトラブル対処法

針金などでつなぐのは、
あくまで応急処置。

6 5 4 3

2 1
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ふ
き
、
そ
の
後
か
ら
ぶ
き
し
ま
す
。
ガ
ン
コ

な
汚
れ
は
、
住
ま
い
の
洗
剤
を
薄
め
た
も
の

を
つ
け
て
ふ
き
、
そ
の
後
に
水
ぶ
き
、
か
ら

ぶ
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

　

週
に
一
度
、
ポ
リ
バ
タ
キ
か
や
わ
ら
か
い

布
で
ホ
コ
リ
を
払
い
ま
す
。
お
湯
ぶ
き
は
、

季
節
に
１
回
程
度
で
よ
い
で
し
ょ
う
。
た
だ

し
、
キ
ッ
チ
ン
、
浴
室
の
場
合
は
、
次
の
点

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

キ
ッ
チ
ン
…
調
理
で
飛
び
散
っ
た
油
が
つ

い
て
い
ま
す
。
油
汚
れ
は
住
ま
い
の
洗
剤
か

台
所
用
洗
剤
を
水
で
薄
め
、
布
に
つ
け
て
こ

す
り
落
と
し
、
そ
の
後
に
水
ぶ
き
、
か
ら
ぶ

き
を
し
ま
し
ょ
う
。
ガ
ラ
ス
面
に
凸
凹
が
あ

る
飾
り
ガ
ラ
ス
は
、
ナ
イ
ロ
ン
タ
ワ
シ
や
歯

ブ
ラ
シ
を
使
っ
て
落
と
し
ま
す
。

　

浴
室
…
窓
に
水
滴
が
つ
い
た
ま
ま
に
し
て

　

窓
の
外
側
に
ホ
コ
リ
や
泥
が
こ
び
り
つ
く

と
、
落
と
す
の
は
ひ
と
苦
労
。
で
も
お
掃
除

を
ら
く
に
す
る
コ
ツ
が
あ
り
ま
す
。

①
汚
れ
は
こ
び
り
つ
か
な
い
う
ち
に
、
こ
ま

め
に
落
と
す
。

②
汚
れ
は
、
雨
の
後
に
湿
気
で
汚
れ
が
ゆ
る

ん
だ
と
き
に
落
と
す
。

③
体
に
負
担
を
か
け
な
い
便
利
な
道
具
を
利

用
す
る
。

　

こ
れ
だ
け
で
、
窓
掃
除
に
か
か
る
時
間
も

労
力
も
か
な
り
違
っ
て
き
ま
す
。

窓
ガ
ラ
ス（
外
側
）

　
　

　

週
に
一
度
、
ポ
リ
バ
タ
キ
か
や
わ
ら
か
い

布
で
、
ホ
コ
リ
や
泥
を
払
い
ま
す
。

　

月
に
一
〜
二
度（
雨
風
の
多
い
季
節
は
汚

れ
具
合
に
応
じ
て
）、
お
湯
で
絞
っ
た
布
で

お
く
と
、
ゴ
ム
枠
の
カ
ビ
の
原
因
に
な
り
ま

す
。
入
浴
後
は
水
滴
を
ふ
き
取
り
ま
し
ょ
う
。

　
　

　

結
露
な
ど
が
原
因
で
、
ガ
ラ
ス
の
縁
の
ゴ

ム
に
黒
い
カ
ビ
が
つ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
は
、
カ
ビ
取
り
剤
を
つ
け
て
少

し
時
間
を
お
き
、
歯
ブ
ラ
シ
な
ど
で
カ
ビ
を

こ
す
り
落
と
し
た
後
、
水
ぶ
き
し
ま
す
。
カ

ビ
取
り
剤
は
、
流
れ
に
く
い
ゼ
リ
ー
状
の
も

の
が
効
果
的
で
す
。

〈
注
意
〉

　
ゴ
ム
部
分
に
あ
ま
り
頻
繁
に
塩
素
系
カ
ビ

取
り
剤
を
使
用
す
る
と
、
ゴ
ム
の
劣
化
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　
　

　

ふ
だ
ん
の
お
手
入
れ
や
汚
れ
の
落
と
し

方
は
内
外
と
も
ガ
ラ
ス
と
同
じ
。
ガ
ラ
ス
と

い
っ
し
ょ
に
お
手
入
れ
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

レ
ー
ル
部
分
は
サ
ッ
シ
用
ブ
ラ
シ
か
歯
ブ

ラ
シ
で
、
ホ
コ
リ
や
泥
を
掃
き
出
す
か
、
掃

除
機
の
細
口
ノ
ズ
ル
で
吸
い
取
り
ま
す
。
レ

ー
ル
の
隅
の
汚
れ
は
、
割
り
箸
の
先
に
ボ
ロ

布
を
巻
き
つ
け
、
水
で
濡
ら
し
て
こ
す
り
落

と
し
ま
す
。
水
で
落
ち
な
い
と
き
は
、
住
ま

い
の
洗
剤
を
薄
め
た
も
の
を
つ
け
、
そ
の
後

に
水
ぶ
き
、
か
ら
ぶ
き
を
し
ま
す
。

　

サ
ッ
シ
枠
に
キ
ズ
が
つ
い
た
ら
、
同
系
色

の
ア
ク
リ
ル
樹
脂
塗
料
を
塗
れ
ば
、
目
立
た

な
く
な
り
ま
す
。

〈
注
意
〉

　

ワ
イ
ヤ
ー
ブ
ラ
シ
な
ど
固
い
も
の
は
、
サ

ッ
シ
に
キ
ズ
を
つ
け
る
の
で
使
わ
な
い
こ
と
。

酸
や
ア
ル
カ
リ
の
強
い
洗
剤
、
塩
素
系
漂
白

剤
も
使
わ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ふ
だ
ん
の
お
手
入
れ

自分でできる  わが家のお手入れ

＊印の住宅部品は、ハーモネートショッピングクラブで扱っています。お手元の「保存版住宅部品カタログ」を参照のうえ、お申し込みください。

窓の外側はホコリや泥が
つきやすいところ。
汚れが軽いうちに、こまめに
落としておきましょう。
きれいな窓は、住まい全体を
明るく清潔な印象にします。

窓

□窓ガラスに汚れがこびりつ
いていないか。

□サッシ枠に泥がこびりつい
たり、プツプツと白いサビ
が出ていないか。

□レールの隅にホコリや泥が
たまっていないか。

□サッシに傾きはないか。開
閉はスムーズか。

□クレセント（サッシ錠）は
きちんとかかるか。

ここをチェック！

窓
ガ
ラ
ス（
外
側
）
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●
高
い
位
置
に
あ
る
窓
は

　

ト
ッ
プ
ラ
イ
ト
や
階
段
の
窓
、
そ
し
て

２
階
の
出
窓
や
は
め
殺
し
窓
の
外
側
は
、

手
が
届
か
ず
お
掃
除
が
し
に
く
い
と
こ
ろ

で
す
。
伸
縮
自
在
の
柄
が
付
い
た
モ
ッ
プ

や
ス
ク
イ
ー
ジ
ー
を
使
う
と
ら
く
に
お
掃

除
で
き
ま
す
。

●
ジ
ャ
ロ
ジ
ー（
ル
ー
バ
ー
）窓
は

　

浴
室
や
ト
イ
レ
に
多
い
ジ
ャ
ロ
ジ
ー
窓

は
、
ガ
ラ
ス
の
羽
根
を
水
平
に
す
れ
ば
、

室
内
側
か
ら
ガ
ラ
ス
の
両
面
を
ふ
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

特
殊
な
窓
の
掃
除羽根を水平にすれば、ガラスの外

側も室内側からふくことができる。
室外側は洗剤液をつけた後、スク
ィージーで上から下へ水滴をかき
取る。

●
サ
ッ
シ
が
傾
い
て
い
た
ら

　

サ
ッ
シ
を
閉
め
た
と
き
、

上
か
下
に
少
し
で
も
す
き
間

が
で
き
る
よ
う
な
ら
傾
い
て
い
る
証

拠
。
サ
ッ
シ
が
レ
ー
ル
と
平
行
に
な
る

よ
う
に
戸
車
の
ネ
ジ
を
回
し
、
サ
ッ

シ
の
高
さ
を
調
整
し
ま
す
。

　

戸
車
調
整
ネ
ジ
は
、
サ
ッ
シ
側
面

に
付
い
て
い
ま
す
。
右
に
回
せ
ば
サ

ッ
シ
が
持
ち
上
が
り
、
左
に
回
せ
ば

下
が
り
ま
す
。
様
子
を
見
な
が
ら
少

し
ず
つ
ネ
ジ
を
回
し
て
く
だ
さ
い
。

 

︿
注
意
﹀
サ
ッ
シ
を
下
げ
す
ぎ
る
と
、

上
部
レ
ー
ル
か
ら
は
ず
れ
る
危
険
が
あ

り
ま
す
。
上
部
レ
ー
ル
に
６
ミ
リ
は
か

か
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ク
レ
セ
ン
ト
が
破
損
し
た
ら

　

か
か
り
に
く
い
ク
レ
セ
ン
ト
を
無

理
に
締
め
て
い
る
と
、
負
担
が
か
か

り
破
損
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
と
き
は
、
住
宅
タ
イ
プ
に

合
っ
た
ク
レ
セ
ン
ト
を
取
り
寄
せ

（
＊
）、
下
の
要
領
で
交
換
し
て
く
だ
さ

い
。
ク
レ
セ
ン
ト
に
は
た
く
さ
ん
の

種
類
が
あ
り
ま
す
か
ら
、お
手
元
の「
住

宅
部
品
カ
タ
ロ
グ
」で
確
認
の
上
、
ご

注
文
く
だ
さ
い
。

　

色
や
形
が
違
っ
て
も
、
交
換
方
法

は
す
べ
て
同
じ
で
す
。

●
ク
レ
セ
ン
ト
が
か
か

り
に
く
い
と
き
は

　

ク
レ
セ
ン
ト（
サ
ッ
シ

錠
）を
か
け
る
際
、
き
つ
か
っ
た
り
、
ク

レ
セ
ン
ト
受
け
に
ぶ
つ
か
る
よ
う
な
ら
、

「
ク
レ
セ
ン
ト
本
体
」
ま
た
は「
ク
レ
セ
ン

ト
受
け
」の
位
置
を
移
動
し
ま
す
。

　

上
下
に
移
動
し
た
い
場
合
は「
ク
レ
セ

ン
ト
本
体
」
の
ネ
ジ
を
ゆ
る
め
て
動
か
し
、

左
右
に
移
動
し
た
い
場
合
は「
ク
レ
セ
ン

ト
受
け
」
の
ネ
ジ
を
ゆ
る
め
て
動
か
し
、

調
整
後
再
び
ネ
ジ
を
締
め
て
お
き
ま
す
。

 

︿
注
意
﹀ク
レ
セ
ン
ト
の
ネ
ジ
は
ゆ
る

め
る
だ
け
で
は
ず
さ
な
い
こ
と
。
は
ず

す
と
裏
金
具
が
サ
ッ
シ
内
に
落
ち
て
し

ま
う
タ
イ
プ
も
あ
り
ま
す
。

サッシを閉めたとき、上と下
どちらにすき間があるか確認。

上
が
る

下
が
る

サッシ側面下部のネジのうち
一番下のネジを回して調整。

上
下
に
移
動
す
る

ネジを
ゆるめる

クレセントの２つのネジをゆ
るめ、上または下に移動。

ネジを
ゆるめる

左右に移動する

クレセント受けの２つのネジ
をゆるめ、右または左に移動。

下のネジをはずし、
上のネジを少しだけ
ゆるめ下の穴を出す。

下の穴に新しいクレ
セントの下のネジを
軽く留める。

古いクレセントを完
全にはずす。

新しいクレセントを
回転させ、上下のネ
ジをしっかり締める。

戸車の調整

クレセントの調整

サッシの建て付け調整
クレセ

ント

の交換

窓
ガ
ラ
ス（
内
側
）

ゴ
ム
枠

サ
ッ
シ
枠
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う
、
こ
ま
め
に
ポ
リ
バ
タ
キ
な
ど
で
お
掃
除

し
て
お
く
ほ
う
が
長
持
ち
し
ま
す
。

　
　

　

ホ
コ
リ
や
汚
れ
が
こ
び
り
つ
い
て
し
ま
っ

た
ら
、
次
の
方
法
で
落
と
し
ま
す
。

　
　①

２
個
の
ス
ポ
ン
ジ
に
住
ま
い
の
洗
剤
を
薄
め

た
も
の
を
つ
け
て
軽
く
絞
り
、
網
を
両
側
か
ら

は
さ
む
よ
う
に
し
て
こ
す
る
。
た
だ
し
、
力
を

入
れ
す
ぎ
る
と
網
が
た
る
む
こ
と
が
あ
る
の

で
、
や
さ
し
く
こ
す
る
こ
と
。

②
そ
の
後
、
水
ぶ
き
し
て
洗
剤
分
を
き
れ
い
に

落
と
し
て
か
ら
、
さ
ら
に
か
ら
ぶ
き
し
て
水
気

を
取
る
。

　

　

網
戸
に
つ
い
た
砂
や
ホ
コ
リ
を
そ
の
ま
ま

に
し
て
お
く
と
、風
と
い
っ
し
ょ
に
砂
や
ホ
コ

リ
も
室
内
に
入
り
込
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
週

に
一
度
は
、ポ
リ
バ
タ
キ
や
網
戸
用
ブ
ラ
シ
な

ど
を
使
い
、ホ
コ
リ
を
払
って
お
き
ま
し
ょ
う
。

網
戸

　　

　

掃
除
機
を
使
う
場
合
は
、
網
戸
の
片
面
に

新
聞
紙
を
貼
り
付
け
、
反
対
側
か
ら
網
面
に

掃
除
機
を
か
け
る
と
吸
い
取
り
や
す
く
な
り

ま
す
。
ブ
ラ
シ
付
き
の
ノ
ズ
ル
を
使
え
ば
、

さ
ら
に
き
れ
い
に
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

網
は
力
を
か
け
す
ぎ
る
と
た
る
ん
で
し
ま

い
ま
す
。
ブ
ラ
シ
で
こ
す
ら
な
く
て
す
む
よ

　
①
網
戸
を
レ
ー
ル
か
ら
は
ず
す
。

②
水
を
か
け
る
前
に
、
乾
い
た
ブ
ラ
シ
な
ど

で
で
き
る
だ
け
砂
や
ホ
コ
リ
を
取
り
除
く
。

③
住
ま
い
の
洗
剤
を
水
で
薄
め
た
も
の
を
網
戸

用
ブ
ラ
シ
か
洗
車
ブ
ラ
シ
に
つ
け
、軽
く
こ
す
る
。

④
ホ
ー
ス
で
水
を
か
け
、
洗
剤
を
き
れ
い
に

洗
い
流
す
。

〈
注
意
〉

　

網
は
力
が
か
か
る
と
た
る
む
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
ら
、
勢
い
よ
く
水
を
か
け
な
い
で
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
ア
ル
ミ
の
サ
ッ
シ
枠
は
ア
ル

カ
リ
に
弱
い
の
で
、
ア
ル
カ
リ
性
の
洗
剤
を

使
っ
た
場
合
は
よ
く
洗
い
流
し
ま
し
ょ
う
。

　
　①

網
戸
サ
ッ
シ
上
部
に
あ
る
は
ず
れ
止
め
の

ネ
ジ
を
ゆ
る
め（
左
ペ
ー
ジ
上
段
参
照
）、
は

ず
れ
止
め
を
下
に
下
げ
る
。

②
障
子
や
襖
を
は
ず
す
要
領
で
、
網
戸
を
持

ち
上
げ
な
が
ら
下
の
レ
ー
ル
、
上
の
レ
ー
ル

の
順
に
は
ず
す
。

　
　①

通
常
の
窓
と
同
じ
よ
う
に
、
は
ず
れ
止

め
を
下
に
下
げ
る
。

②
室
外
側
か
ら
面
格
子
の
中
に
手
を
入
れ
、

網
戸
を
レ
ー
ル
か
ら
は
ず
す
。

③
は
ず
し
た
網
戸
を
横
ま
た
は
下
に
ス
ラ

イ
ド
さ
せ
、
面
格
子
と
外
壁
の
す
き
間
か

ら
取
り
出
す
。

ふ
だ
ん
の
お
手
入
れ

＊印の住宅部品は、ハーモネートショッピングクラブで扱っています。お手元の「保存版住宅部品カタログ」を参照のうえ、お申し込みください。

網
戸

掃
除
機
で
ホ
コ
リ
を
吸
い
取
る
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自分でできる  わが家のお手入れ

網戸は雨風が直接当たるところ。
目立たなくてもホコリや汚れが
ついています。
さわやかに夏を過ごせるよう、
網戸の汚れはきれいに落とし、
建て付けなどの不具合も
直しておきましょう。

網戸

□網にホコリや汚れがこびり
ついていないか。

□サッシ枠に泥がこびりつい
ていないか。

□網に破れやほつれがないか。
□レールの隅にホコリや泥が

たまっていないか。
□網戸の開閉はスムーズか。
□網戸がレールからはずれる

ことはないか。
□戸車が摩耗したり破損して

いないか。

ここをチェック！

このように網戸を横
または下にスライド
させ、すき間から取
り出す。

網
戸
の
張
り
替
え

サッシ枠をキズをつけないよう
注意してガスケットを取り出す。

ゴム製ガスケットは各辺の中
心から角に向けてはめ込む。

棒状ガスケットは手ではめた
後、木片と金づちではめ込む。

ドライヤーは近づけすぎない
よう遠くから平均にかける。

白い突起

指で回転
させる

戸車
穴

下かまち

　　
　

網
戸
は
、
強
風
な
ど
で
簡
単

に
は
ず
れ
な
い
よ
う
、
上
部
に

「
は
ず
れ
止
め
」が
付
い
て
い
ま
す
。

こ
の
位
置
が
低
過
ぎ
る
と
網
戸
が
レ

ー
ル
か
ら
は
ず
れ
や
す
く
、
高
す
ぎ

る
と
す
べ
り
に
く
く
な
り
ま
す
。
は

ず
れ
止
め
が
上
部
レ
ー
ル
に
５
〜
６

ミ
リ
か
か
る
程
度
に
セ
ッ
ト
し
て
く

だ
さ
い
。

　

は
ず
れ
止
め
の
形
や
仕
様
は
住
宅

の
タ
イ
プ
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、

ネ
ジ
の
位
置
は
左
の
い
ず
れ
か
で
す
。

ネ
ジ
を
ゆ
る
め
、
は
ず
れ
止
め
が
レ

ー
ル
に
５
〜
６
ミ
リ
か
か
る
程
度
に

引
き
上
げ
て
か
ら
、
ネ
ジ
を
し
っ
か

り
締
め
て
く
だ
さ
い
。

　
　

　

新
し
い
戸
車（
＊
）

を
取
り
寄
せ
て
交
換
し
ま
す
。

　

戸
車
に
は
、
ネ
ジ
で
止
め
る
タ
イ

プ
と
指
で
差
し
込
む
タ
イ
プ
が
あ

り
ま
す
が
、
お
お
よ
そ
次
の
４
つ

の
タ
イ
プ
に
分
類
で
き
ま
す
。

【
ネ
ジ
止
め
タ
イ
プ
】=

図
①

　

固
定
ネ
ジ
を
は
ず
し
、
新
し
い

戸
車
に
交
換
し
ま
す
。
ネ
ジ
は
１

ヶ
所
の
タ
イ
プ
と
２
ヶ
所
の
タ
イ

プ
が
あ
り
ま
す
。

【
差
し
込
み
タ
イ
プ
Ａ
】=

図
②

　

戸
車
の
位
置
に
ネ
ジ
も
穴
も
な

い
図
②
の
よ
う
な
も
の
は
、
ド
ラ

イ
バ
ー
で
こ
じ
る
よ
う
に
し
て
戸

車
を
引
き
出
し
、
交
換
し
ま
す
。

【
差
し
込
み
タ
イ
プ
Ｂ
】=

図
③

　

戸
車
の
頭
に
高
さ
調
整
ネ
ジ
が

つ
い
て
い
る
タ
イ
プ
は
、
ネ
ジ
釘

な
ど
で
両
側
の
ツ
メ
を
押
さ
え
て

取
り
出
し
、
交
換
し
ま
す
。

【
差
し
込
み
タ
イ
プ
Ｃ
】=

図
④

　

網
戸
下
枠
の
端
に
小
さ
な
穴
、

側
面
に
白
い
突
起
が
あ
る
も
の
は
、

突
起
を
指
で
押
し
上
げ
、
戸
車
を

90
度
回
転
さ
せ
て
か
ら
、
戸
車
を

下
に
引
っ
ぱ
り
出
し
交
換
し
ま
す
。

網戸の側面にネジがあるタイプ 網戸の室外側にネジがあるタイプ

ゆるめてから
下ろす

　

網
が
破
れ
た
り
、
汚
れ
が
著
し
い
と
き

は
、
新
し
い
網
（
＊
）に
張
り
替
え
ま
し

ょ
う
。

①
右
ペ
ー
ジ
の「
網
戸
の
は
ず
し
方
」を
参

考
に
、
は
ず
れ
止
め
を
下
げ
て
網
戸
を
は

ず
す
。

②
は
ず
し
た
網
戸
を
平
ら
な
面
に
置
く
。

マ
イ
ナ
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
を
使
っ
て
古

い
ガ
ス
ケ
ッ
ト
を
溝
か
ら
取
り
出
し
、
古

い
網
を
は
ず
す
。（
こ
の
と
き
サ
ッ
シ
枠
全

体
を
洗
い
、
ガ
ス
ケ
ッ
ト
の
溝
も
き
れ
い

に
掃
除
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
）

③
新
し
い
網
を
サ
ッ
シ
よ
り
少
し
大
き
め

に
切
り
、
網
目
と
枠
が
平
行
に
な
る
よ
う

に
し
て
枠
の
上
に
広
げ
、
ガ
ス
ケ
ッ
ト
を

は
め
込
む
。

【
ゴ
ム
製
ガ
ス
ケ
ッ
ト
の
場
合
】

　

ま
ず
ガ
ス
ケ
ッ
ト
を
ピ
ン
と
張
っ
て
四

隅
と
各
辺
の
中
心
を
は
め
固
定
。
網
戸
ロ

ー
ラ
ー
を
使
っ
て
網
に
た
る
み
が
出
な
い

よ
う
注
意
し
な
が
ら
は
め
込
む
。

【
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
（
棒
状
）
の
ガ
ス
ケ
ッ

ト
の
場
合
】

　

両
手
の
親
指
で
押
し
な
が
ら
は
め
て
固

定
し
、
最
後
に
木
片
を
当
て
金
づ
ち
で
た

た
い
て
は
め
込
む
。

④
余
分
な
網
を
カ
ッ
タ
ー
で
切
っ
て
完
了
。

網
が
た
る
ん
で
い
た
ら
、
ド
ラ
イ
ヤ
ー
の

熱
を
遠
目
に
当
て
る
と
ピ
ン
と
な
る
。

はずれ止め調整

網戸の建て付け調整

戸車交換

● 

網
戸
が
は
ず
れ
や
す
い
と
き
は

● 

戸
車
が
摩
耗
・
破

損
し
て
い
た
ら

● 

網
が
傷
ん
で
き
た
ら

1234

ホ
コ
リ
を
払
う

ス
ポ
ン
ジ
に
洗
剤
を
つ
け
て
ふ
く

汚
れ
の
落
と
し
方

網
戸

網
戸
の
は
ず
し
方

通
常
の
窓

網
戸
を
は
ず
し
て
洗
う

面
格
子
付
き
窓



27

　　

雨
戸
に
キ
ズ
が
つ
い
た
り
、
そ
こ
か
ら

サ
ビ
が
出
た
場
合
は
、
早
め
に
手
当
て
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

〈注意〉

ま
す
。
水
気
が
乾
い
た
ら
、
全
体
に
カ
ー

ワ
ッ
ク
ス
を
塗
っ
て
お
く
と
、
ホ
コ
リ
や

湿
気
が
つ
き
に
く
く
な
り
、
サ
ビ
の
予
防

に
も
な
り
ま
す
。

　
　

　

レ
ー
ル
に
た
ま
っ
た
泥
や
落
ち
葉
を
ブ
ラ

シ
で
か
き
出
す
か
、
掃
除
機
の
細
口
ノ
ズ
ル

で
吸
い
取
り
ま
す
。
レ
ー
ル
の
隅
は
、
割
り

箸
の
先
に
ボ
ロ
布
を
巻
き
つ
け
て
ぬ
ら
し
、

汚
れ
を
こ
す
り
落
と
し
ま
す
。
そ
の
後
、
シ

リ
コ
ン
系
潤
滑
剤
を
吹
き
つ
け
て
お
く
と
す

べ
り
が
よ
く
な
り
ま
す
。

　
　

　

レ
ー
ル
と
同
様
に
、
泥
や
落
ち
葉
を
取
り

除
い
た
後
、
内
側
に
潤
滑
剤
を
吹
き
つ
け
ま

す
。
戸
袋
エ
ン
ド
（
戸
袋
の
一
番
奥
）
に
念

　

ス
チ
ー
ル
製
の
雨
戸
は
、
積
も
っ
た
汚
れ

が
サ
ビ
や
腐
食
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
季

節
に
一
度
、
少
な
く
と
も
半
年
に
一
度
は
念

入
り
に
お
手
入
れ
を
し
ま
し
ょ
う
。

雨
戸

　

　　

週
に
一
度
く
ら
い
、
や
わ
ら
か
い
布
で
か

ら
ぶ
き
し
、
外
側
の
ホ
コ
リ
や
砂
を
払
い
ま

し
ょ
う
。
雨
の
後
な
ど
の
泥
は
ね
は
固
く
し

ぼ
っ
た
雑
巾
で
落
と
し
ま
す
。

　

半
年
に
一
度
は
、
雨
戸
を
は
ず
し
て
こ
び

り
つ
い
た
汚
れ
を
落
と
し
た
い
も
の
。
ホ
ー

ス
で
水
を
か
け
な
が
ら
、
ス
ポ
ン
ジ
か
洗
車

ブ
ラ
シ
で
汚
れ
を
洗
い
流
し
ま
す
。
ガ
ン
コ

な
汚
れ
は
、
中
性
洗
剤
を
ぬ
る
ま
湯
で
う

す
め
た
も
の
を
ス
ポ
ン
ジ
に
つ
け
て
こ
す

り
落
と
し
、
そ
の
後
は
水
洗
い
し
て
お
き

入
り
に
吹
き
つ
け
て
お
く
と
、
雨
戸
が
出
し

入
れ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
　

　

表
面
に
つ
い
た
汚
れ
を
ふ
き
取
り
、
破
損

や
摩
耗
が
な
い
か
を
点
検
し
ま
す
。
と
く
に

戸
車
の
心
棒
に
潤
滑
剤
を
吹
き
つ
け
て
お
く

と
、
回
転
が
よ
く
な
り
、
レ
ー
ル
を
キ
ズ
つ

け
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

　

や
わ
ら
か
い
布
で
水
ぶ
き
し
、
ホ
コ
リ

や
泥
を
落
と
し
ま
す
。
ガ
ン
コ
な
汚
れ
は
、

中
性
洗
剤
を
ぬ
る
ま
湯
で
う
す
め
、
ス
ポ

ン
ジ
で
こ
す
り
落
と
し
、
さ
ら
に
水
ぶ
き

し
ま
す
。
左
右
の
ガ
イ
ド
レ
ー
ル
や
ロ
ッ

ク
部
分
に
潤
滑
剤
を
吹
き
つ
け
て
お
く
と
、

す
べ
り
が
よ
く
な
り
ま
す
。

ふ
だ
ん
の
お
手
入
れ

自分でできる  わが家のお手入れ

＊印の住宅部品は、ハーモネートショッピングクラブで扱っています。お手元の「保存版住宅部品カタログ」を参照のうえ、お申し込みください。

日中は収納しておくので
汚れに気づきにくい部分。
風雨にさらされ、
ホコリや泥ハネが
つきやすいところですから、
月に一度は次のような
点検をしましょう。

雨戸
・シャッター

□ 外側に泥がこびりついて
いないか。

□ キズやサビがついていな
いか。 

□ 雨戸やシャッターのすべ
りが悪くないか。

□レールに泥や落ち葉がた
まっていないか。 

□ 戸袋からの出し入れはス
ムーズか。

□ 雨戸を閉めたとき、雨戸
と雨戸の間にすきまがで
きていないか。

ここをチェック！

雨
戸

サ
ビ
は
早
め
に
補
修
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280〜 320番くらいのサン
ドペーパーで、サビを落とし
た後、サビや粉塵を取り除い
てから同色系の水性塗料を少
し厚めに塗る。

　

戸
車
が
摩
耗
し
て
い
た
り
、

破
損
し
て
い
る
場
合
は
、
２
個

と
も
同
時
に
交
換
し
ま
す
。
戸

車
は
は
め
込
み
式
で
す
か
ら
簡

単
に
取
り
付
け
ら
れ
ま
す
。

①
住
ま
い
の
タ
イ
プ
に
合
っ
た

雨
戸
用
戸
車（
＊
）を
用
意
す
る
。

②
雨
戸
を
は
ず
す
。

③
古
い
戸
車
は
、
木
片
を
当
て
、

金
づ
ち
で
た
た
き
出
す
。

④
新
し
い
戸
車
を
、
外
側
か
ら

手
で
差
し
込
み
、
金
づ
ち
で
軽

く
た
た
い
て
入
れ
込
む
。

戸
車
の
交
換

ローラー部分はたたかない
ようにして入れ込む。

戸車のネジの両側を交互に
たたく。雨戸を傷つけない
よう木片を当てる。

　

雨
戸
は
住
ま
い
の
タ
イ
プ
に
よ

っ
て
、
２
通
り
の
は
ず
し
方
が
あ

り
ま
す
。

●
戸
袋
ガ
イ
ド
を
は
ず
し
て
…

　

戸
袋
ガ
イ
ド
を
は
ず
し
、
戸
袋

か
ら
引
き
出
し
て
は
ず
し
ま
す
。

①
戸
袋
上
下
の
２
ヶ
所
に
あ
る
戸

袋
ガ
イ
ド
の
ネ
ジ
を
抜
き
、
ガ
イ

ド
を
上
下
と
も
は
ず
す
。

②
戸
袋
内
の
雨
戸
を
横
に
ス
ラ
イ

ド
さ
せ
て
取
り
出
す
。

　

ネ
ジ
が
さ
び
て
戸
袋
ガ
イ
ド
が

な
か
な
か
は
ず
れ
な
い
場
合
は
、

潤
滑
剤
を
差
し
、
し
ば
ら
く
お
い

て
か
ら
は
ず
し
ま
し
ょ
う
。
無
理

な
力
を
入
れ
て
ネ
ジ
の
山
を
こ
わ

さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
●
レ
ー
ル
上
で
持
ち
上
げ
て
…

　

ツ
ー
ユ
ー
ホ
ー
ム
の
一
部
の
タ

イ
プ
で
は
、
レ
ー
ル
上
で
持
ち
上

げ
て
は
ず
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
雨
戸
を
戸
袋
か
ら
出
し
て
、
レ

ー
ル
の
中
央
付
近
へ
移
動
す
る

（
上
部
レ
ー
ル
の
１
ヶ
所
に
、
は

ず
れ
止
め
金
具
が
つ
い
て
い
る
の

で
そ
の
部
分
は
避
け
る
）。

②
室
外
側
か
ら
い
っ
た
ん
上
に
持

ち
上
げ
、
手
前
に
は
ず
す
。 雨

戸
の
は
ず
し
方

戸袋ガイドは、雨戸の上下２ヶ
所にある。

室外側に立ち、障子や襖をはず
す要領で持ち上げてはずす。

ネジ山をこわさないように注意
してはずす。

　

雨
戸
に
は
1
枚
に
２
個
の
戸
車
が
つ
い
て
い
ま

す
。
戸
車
の
高
さ
が
不
揃
い
だ
と
雨
戸
は
ス
ム
ー

ズ
に
移
動
し
ま
せ
ん
。
雨
戸
の
内
側
の
戸
車
上
部

に
突
き
出
て
い
る
ネ
ジ
で
高
低
を
調
整
し
ま
す
。

①
ネ
ジ
を
右
に
回
す
と
戸
車
が
押
し
出
さ
れ
、
雨

戸
は
持
ち
上
が
る
。

②
ネ
ジ
を
左
に
回
す
と
戸
車
が
押
し
込
ま
れ
、
雨

戸
は
下
が
る
。

戸
車
の
高
さ
調
整

雨戸とレールが平行にな
るように調整する。

　

落
と
し
錠
の
ロ
ッ
ク（
鍵
）棒
と
鍵

穴
が
ず
れ
て
、ロ
ッ
ク
棒
が
下
り
な

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場

合
は
落
と
し
錠（
タ
イ
プ
に
よ
っ
て

は
鍵
穴
）の
位
置
を
ず
ら
し
て
合
わ

せ
る
こ
と
で
調
整
で
き
ま
す
。

●
落
と
し
錠
の
位
置
を
変
え
る

①
落
と
し
錠
の
両
側
に
あ
る
ネ
ジ
を

ゆ
る
め
る
。

②
ロ
ッ
ク
棒
を
押
し
な
が
ら
レ
ー
ル

上
の
鍵
穴
位
置
を
確
認
す
る
。

③
鍵
穴
と
ロ
ッ
ク
棒
が
一
致
し
た

ら
、
そ
の
位
置
で
落
と
し
錠
の
ネ
ジ

を
締
め
て
固
定
す
る
。

●
鍵
穴
の
調
整
は

①
鍵
穴
の
両
側
の
２
つ
の
ネ
ジ
を
ゆ

る
め
る
。
２
つ
と
も
、
ゆ
る
め
る
だ

け
で
は
ず
さ
な
い
こ
と
。

②
鍵
穴
プ
レ
ー
ト
が
動
く
よ
う
に
な

っ
た
ら
、
鍵
穴
の
位
置
を
決
め
る
。

プ
レ
ー
ト
は
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
を
鍵

穴
に
さ
し
込
ん
で
動
か
す
と
よ
い
。

③
鍵
穴
の
位
置
が
決
ま
っ
た
ら
ネ
ジ

を
締
め
プ
レ
ー
ト
を
固
定
す
る
。

落とし錠と鍵穴の調整

雨戸のレール

レール
の穴

ロック棒
が入る穴

ネジを
ゆるめて調整

落とし錠（住まいのタイ
プによって形状が異な
る）を左右に動かしなが
らロック棒を押して鍵穴
を確認。

鍵穴を少しずつ動かし、ちょうどよい
位置を探す。

レ
ー
ル

戸
袋

戸
車

シ
ャ
ッ
タ
ー

スポンジで汚れをこすり落と
した後、ホースで水洗いする
場合は、シャッターケースに
水が入らないよう気をつけて
ください。
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塩
素
系
漂
白
剤
に
よ
る

漂
白
が
で
き
る
。

液
温
は
40
℃
を
限
度
と

し
、
洗
濯
機
に
よ
る
洗

濯
が
で
き
る
。

手
絞
り
の
場
合
は
弱
く
、

遠
心
脱
水
の
場
合
は
短

時
間
で
。

ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
可
。

溶
剤
は
パ
ー
ク
ロ
ル
エ
チ
レ

ン
ま
た
は
石
油
系
を
使
用
。

水
洗
い
は
で
き
な
い
。

テ
ン
の
日
」
と
い
う
具
合
に
習
慣
に
し
て
し

ま
う
と
、
案
外
お
っ
く
う
に
な
ら
ず
に
で
き

る
も
の
で
す
。

【
カ
ー
テ
ン
を
長
持
ち
さ
せ
る
に
は
】

　

ド
レ
ー
プ
カ
ー
テ
ン
は
月
に
一
度
、
少
な
く

と
も
季
節
に
一
度
は
天
気
の
よ
い
日
に
外
に
干

し
、
ふ
と
ん
た
た
き
の
要
領
で
た
た
い
た
り
、

ブ
ラ
シ
を
か
け
た
り
し
て
、
布
の
目
に
つ
ま
っ

た
ホ
コ
リ
を
た
た
き
出
し
ま
す
。
強
く
た
た
く

と
布
の
繊
維
を
傷
め
る
の
で
軽
め
に
た
た
き
ま

し
ょ
う
。
こ
う
し
て
お
け
ば
頻
繁
に
洗
濯
を
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
洗
濯
回
数
が
少
な
け

れ
ば
縮
み
や
傷
み
も
少
な
く
な
り
ま
す
。

　
　

　

ブ
ラ
イ
ン
ド
を
下
ま
で
全
部
下
ろ
し
た
状

態
で
羽
根
を
閉
じ
、
ハ
タ
キ
や
ハ
ン
ド
モ
ッ

プ
、
化
学
雑
巾
な
ど
で
ホ
コ
リ
を
落
と
し
ま

す
。
片
面
が
す
ん
だ
ら
羽
根
を
回
転
さ
せ
、

　

週
に
一
度
、
時
間
に
余
裕
の
あ
る
日
を
選

び
、
掃
除
の
前
に
ハ
タ
キ
や
洋
服
ブ
ラ
シ
で

カ
ー
テ
ン
や
タ
ッ
セ
ル
に
つ
い
た
ホ
コ
リ
を

払
い
落
と
し
ま
す
。
カ
ー
テ
ン
に
直
接
掃
除

機
を
か
け
、
ホ
コ
リ
を
吸
い
と
る
の
も
よ
い

で
し
ょ
う
。

　

カ
ー
テ
ン
レ
ー
ル
の
上
も
ホ
コ
リ
が
た
ま

り
や
す
い
場
所
で
す
。
固
く
絞
っ
た
雑
巾
で

ホ
コ
リ
を
ふ
き
取
り
ま
す
。「
○
曜
日
は
カ
ー

裏
面
も
同
様
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

部
屋
の
ブ
ラ
イ
ン
ド
は
、
月
に
一
度
く
ら
い

固
く
絞
っ
た
雑
巾
で
水
ぶ
き
を
す
る
と
さ
ら

に
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。
ブ
ラ
イ
ン
ド
は
汚
れ

が
こ
び
り
つ
く
と
何
時
間
も
か
か
る
大
仕
事
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
長
く
美
し
く
使
う
に

は
、
定
期
的
な
お
手
入
れ
が
大
切
で
す
。

　　

キ
ッ
チ
ン
の
ブ
ラ
イ
ン
ド
は
油
汚
れ
専
用

の
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
で
こ
ま
め
に
油

を
落
と
し
て
お
き
ま
す
。
浴
室
の
ブ
ラ
イ
ン

ド
は
固
く
絞
っ
た
雑
巾
で
ふ
き
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
羽
根
で
手
を
切
ら
な
い
よ
う
軍
手

や
ゴ
ム
手
袋
を
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
　

　

ふ
だ
ん
の
お
手
入
れ
は
カ
ー
テ
ン
と
同
じ
、

ホ
コ
リ
を
払
い
落
と
す
だ
け
で
す
。
ロ
ー
ル

ス
ク
リ
ー
ン
は
布
に
樹
脂
加
工
し
た
も
の
で

洗
濯
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
ロ
ー
マ
ン
シ
ェ
ー

ド
は
布
製
で
す
か
ら
、
カ
ー
テ
ン
と
同
じ
よ

う
に
絵
表
示
に
従
っ
て
洗
濯
し
て
く
だ
さ
い
。

ふ
だ
ん
の
お
手
入
れ

自分でできる  わが家のお手入れ

毎日床に掃除機をかけ、
棚や桟をふいても、カーテンや
ブラインドは忘れがち。
部屋の掃除をするついでに、
ちょっと手を伸ばし、
カーテンやブラインドのホコリも
落としておきましょう。

カーテン
・

ブラインド

カ
ー
テ
ン
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□ひだにホコリがないか。
□ カーテンレールやカーテン

ボックスの上にホコリがな
いか。

□ タバコのヤニで布地が黄ば
んでいないか。

□ カーテンの裏側に結露に
よるシミ・カビがないか。

□タッセルが汚れていないか。
□ ブラインドの羽根は汚れて

いないか。
□ キッチンのブラインドに油

汚れがついていないか。
□浴室や洗面所のブラインド

にカビがないか。
□ブラインドの開閉、上げ下

げがスムーズにできるか。

ここをチェック！

ブラシのついたノズルをつけ
ると、ひだの部分のホコリも
らくにとれる。

ブラインドクリーナーを使えば、羽
根をはさみ、左右に移動させるだ
けで両面のホコリがとれる。

裏にダンボールなどの板状のものを
当てると、羽根が揺れず、力を入れ
てふける。

カ
ー
テ
ン
の
洗
濯

●
洗
濯
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は

　

レ
ー
ス
の
カ
ー
テ
ン
は
少
な
く
と

も
半
年
に
１
回
、
ド
レ
ー
プ
な
ど
の

厚
地
の
も
の
で
も
１
年
に
１
回
は
洗

濯
し
ま
し
ょ
う
。

　

最
近
は
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
な
ど
の
洗

え
る
素
材
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

水
洗
い
で
き
な
い
素
材
（
た
と
え
ば

収
縮
率
の
大
き
い
綿
素
材
や
、
風
合

い
が
大
切
な
ウ
ー
ル
系
の
素
材
）も
あ

り
ま
す
。洗
濯
の
前
に
カ
ー
テ
ン
の

裏
側
に
つ
い
て
い
る
洗
濯
絵
表
示
と

収
縮
率
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

手
作
り
カ
ー
テ
ン
や
オ
ー
ダ
ー
カ

ー
テ
ン
な
ど
、洗
濯
絵
表
示
が
な
い

場
合
の
目
安
は
左
表
の
通
り
で
す
。

素
材
が
は
っ
き
り
し
な
い
場
合
は
、

信
頼
で
き
る
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
で
品

物
を
見
せ
て
洗
濯
法
を
確
認
し
ま
す
。

【
家
庭
で
の
洗
濯
の
仕
方
】

①
フ
ッ
ク
を
全
部
は
ず
す
。

②
洗
い
お
け
に
洗
剤
液
を
つ
く
り
、

軽
く
た
た
ん
で
入
れ
る
。

③
手
で
押
し
洗
い
す
る
。

④
す
す
ぎ
は
水
を
替
え
て
同
様
に
押

し
洗
い
す
る
。

⑤
軽
く
脱
水
し
手
早
く
取
り
出
す
。

⑥
レ
ー
ス
な
ど
薄
手
の
も
の
は
、
そ

の
ま
ま
元
の
カ
ー
テ
ン
レ
ー
ル
に
吊

し
て
自
然
乾
燥
。
厚
い
も
の
は
外
で

干
し
、
生
乾
き
の
状
態
に
な
っ
た
ら

レ
ー
ル
に
吊
す（
こ
う
す
る
と
シ
ワ

に
な
り
に
く
い
）。

　

洗
濯
機
で
洗
う
場
合
は
、
蛇
腹
状

に
た
た
ん
で
ネ
ッ
ト
に
入
れ
、
弱
水

流
洗
い
。
洗
濯
時
間
は
大
き
さ
や
素

材
で
違
い
ま
す
が
、
薄
い
レ
ー
ス
な

ど
は
２
〜
３
分
で
す
。

種類別
洗濯法

カーテンやタオルケット
用の大きなサイズのネッ
トに入れて洗濯機に。

大きなカーテンを洗
うときは、バスタブ
に入れ、湯かき棒で
押して洗う。

ブ
ラ
イ
ン
ド
の
汚
れ
の
落
と
し
方

　

こ
び
り
つ
い
た
汚
れ
や
タ
バ
コ

の
ヤ
ニ
、
浴
室
ブ
ラ
イ
ン
ド
の
カ

ビ
な
ど
は
、
住
ま
い
の
洗
剤
を
ス

プ
レ
ー
す
る
か
、
厚
め
の
布
に
し

み
こ
ま
せ
、
羽
根
を
1
枚
ず
つ
ふ

い
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
雑
巾
で

水
ぶ
き
し
て
洗
剤
を
落
と
し
ま
す
。

　

キ
ッ
チ
ン
ま
わ
り
の
油
汚
れ
は
、

住
ま
い
の
洗
剤
の
代
わ
り
に
台
所

用
洗
剤
を
つ
け
て
同
様
に
落
と
し

ブ
ラ
イ
ン
ド
は
、
窓
枠
に
固
定
す
る
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
（
金
具
）

の
タ
イ
プ
に
よ
っ
て
は
ず
し
方
が
異
な
り
ま
す
。

ま
す
。

　

汚
れ
が
ブ
ラ
イ
ン
ド
全
体
に
こ

び
り
つ
い
た
と
き
は
、
は
ず
し
て

（
左
図
参
照
）丸
洗
い
す
れ
ば
、
す

っ
き
り
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。

　

ブ
ラ
イ
ン
ド
の
ひ
も
が
切
れ
た

り
、
動
か
な
く
な
っ
た
場
合
は
、

購
入
店
か
メ
ー
カ
ー
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
簡
単
に
修
理
で
き
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

は
ず
し
た
ブ
ラ
イ
ン
ド
を

浴
室
の
床
に
広
げ
、
羽
根

を
閉
じ
た
状
態
で
ス
ポ
ン

ジ
で
両
面
を
洗
い
、
ホ
ー

ス
や
シ
ャ
ワ
ー
で
水
洗
い
。

はずし方＆はめ方スライドロックを引き出し、
少し抵抗感のあるところから、
さらにもう一段引き出し、ヘ
ッドボックスの奥側から引き
下ろします。

【スライドロックタイプ】

はまる音がするまで押
し込んでセットする。

スライドロックを
引いてはずす。

巻き上げたブラインドを片手
で支え、もう一方の手でプッ
シュボタンを押しながら、ヘ
ッドボックスの奥側を引き下
ろすとはずれます。

【プッシュボタンタイプ】

セットは先に手前を
引っかけ、押し込む。

プッシュボタン
を押してはずす。

ブラケットカバーをはずし、
ロックナットをゆるめます。
はめるときは、もう一方の側
を両面テープで仮止めすると
作業がしやすくなります。

【側面付けブラケットタイプ】

スパナでロックナッ
トをゆるめてはずす。

ブラケットカバー
をはずす。

ブラケットの下部を押し下げ
てから手前の面を引き上げ、
ヘッドボックスを落とさない
ように注意して取り出して、
ブラインドをはずします。

【ボックスタイプ】

ヘッドボックスを
取り出してはずす。

留め具の下から
はずす。

特
殊
加
工
し
た
遮

光
・
遮
音
カ
ー
テ
ン

無
地
に
模
様
を

染
め
た
も
の

太
い
糸
で
織
っ
た

厚
手
の
カ
ー
テ
ン

ド
レ
ー
プ
と

レ
ー
ス
の
中
間

透
視
性
の
あ
る

薄
手
の
カ
ー
テ
ン

ポ
リ
エ
ス
テ
ル

ポ
リ
エ
ス
テ
ル

ポ
リ
エ
ス
テ
ル

綿ポ
リ
エ
ス
テ
ル

ウ
ー
ル
系
な
ど

樹
脂
を
裏
打
ち
し
た
も
の

１
年
に

１
度

１
年
に

１
度

１
年
に

１
度

半
年
に

１
度

半
年
に

１
度

種
類レースケース

メントドレーププリント特殊
カーテン

特
徴

主
な
素
材

水
洗
い
ド
ラ
イ

洗
濯
回
数

カ
ー
テ
ン
の
種
類
と
洗
濯
の
し
か
た

洗
濯
絵
表
示
の
例

ブ
ラ
イ
ン
ド

ロ
ー
ル
ス
ク
リ
ー
ン
・

ロ
ー
マ
ン
シ
ェ
ー
ド

液
温
は
30
℃
を
限
度
と

し
、
手
で
弱
く
洗
う

（
洗
濯
機
は
使
用
不
可
）。
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乾
い
た
布
で
よ
く
ふ
き
ま
す
。
木
や
竹
、
紙

な
ど
の
カ
バ
ー
は
水
ぶ
き
で
き
ま
せ
ん
。
や

わ
ら
か
い
ハ
ケ
や
ブ
ラ
シ
で
ホ
コ
リ
を
払
い

ま
し
ょ
う
。
カ
バ
ー
の
内
側
に
虫
の
死
骸
が

入
っ
て
い
た
ら
、
掃
除
機
の
細
口
ノ
ズ
ル
で

吸
い
取
り
ま
す
。

　
　

　

キ
ッ
チ
ン
は
油
汚
れ
が
、
リ
ビ
ン
グ
や
ダ
イ

ニ
ン
グ
は
タ
バ
コ
の
ヤ
ニ
が
つ
き
や
す
い
と
こ

ろ
。
は
ず
せ
る
カ
バ
ー
は
、
電
源
を
切
っ
て
か

ら
は
ず
し
、
ホ
コ
リ
を
払
っ
た
後
、
住
ま
い
の

洗
剤
で
洗
う
と
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。

　

照
明
カ
バ
ー
や
ラ
ン
プ
に
は
案
外
ホ
コ
リ

や
汚
れ
が
つ
い
て
い
る
も
の
。
一
般
に
半
年

間
の
ホ
コ
リ
で
、
10
〜
30
％
明
る
さ
が
低
下

す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
汚
れ
や
す
い
キ

ッ
チ
ン
な
ど
は
そ
れ
以
上
で
す
。
月
に
一
度
、

少
な
く
と
も
季
節
に
一
度
は
、
ホ
コ
リ
や
汚

れ
を
落
と
し
ま
し
ょ
う
。

照
明
カ
バ
ー

　　

　

ふ
だ
ん
は
ハ
タ
キ
な
ど
で
ホ
コ
リ
を
払
っ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
ガ
ラ
ス
の
カ
バ
ー
は
月

に
一
度
は
洗
剤
ぶ
き
を
し
ま
し
ょ
う
。
中
性

洗
剤
を
溶
か
し
た
水
で
雑
巾
を
絞
り
、
汚
れ

を
ふ
き
取
っ
て
か
ら
水
ぶ
き
し
ま
す
。　

　

ふ
ち
に
メ
ッ
キ
部
分
の
あ
る
も
の
は
水
分

が
つ
く
と
サ
ビ
や
変
色
の
原
因
に
な
る
の
で
、

　
　

　

ラ
ン
プ
は
原
則
と
し
て
か
ら
ぶ
き
。
汚
れ

が
ひ
ど
い
と
き
は
カ
バ
ー
と
同
様
に
洗
剤
ぶ

き
し
ま
す
。
こ
の
と
き
ラ
ン
プ
の
口
金
部
分

を
ぬ
ら
さ
な
い
よ
う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

白
熱
灯
は
、
ホ
コ
リ
が
積
も
る
と
ラ
ン
プ

の
熱
で
燃
え
る
危
険
が
あ
り
ま
す
か
ら
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

〈
注
意
〉

　

照
明
の
掃
除
は
必
ず
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
、

カ
バ
ー
や
ラ
ン
プ
が
冷
え
て
か
ら
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
高
所
で
の
作
業
で
す
か
ら
、
脚
立

を
使
う
場
合
は
足
元
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
　

　
階
段
や
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
ペ
ン
ダ
ン
ト
式
照
明

は
、
コ
ー
ド
や
チ
ェ
ー
ン
に
も
ホ
コ
リ
が
つ
き

ま
す
。
食
卓
の
上
で
ホ
コ
リ
が
積
も
っ
て
い
る

の
は
不
衛
生
で
す
。
ハ
タ
キ
な
ど
で
ホ
コ
リ

を
落
と
し
、
常
に
清
潔
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

　
　

　

ス
イ
ッ
チ
カ
バ
ー
は
手
ア
カ
な
ど
で
汚
れ

て
い
ま
す
。
中
性
洗
剤
の
溶
液
を
少
し
つ
け

て
汚
れ
を
ふ
き
取
り
、
そ
の
後
に
水
ぶ
き
、

か
ら
ぶ
き
し
ま
す
。
ス
イ
ッ
チ
に
は
電
流
が

流
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
水
ぶ
き
す
る
と
き
は

必
ず
ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

ふ
だ
ん
の
お
手
入
れ

自分でできる  わが家のお手入れ

高いところにある照明器具は、
ホコリや汚れを見逃しがち。
汚れたままにしておくと、
明るさを損なうばかりか、
目の疲労の原因にもなります。
健康のためにも、こまめに
お手入れしましょう。

照明

□ カバーや電球にホコリや 
汚れがついていないか。

□ カバーの中に虫の死骸が
入っていないか。

□ カバーにひび割れや変形
がないか。

□ 器具の取り付け部にガタ
つきやゆるみはないか。

□ 蛍光灯がチラついたり、
両端が黒ずんだりしてい
ないか。

□異常な臭い・発熱はないか。
□スイッチ部分が手アカなど

で汚れていないか。

ここをチェック！

照
明
カ
バ
ー

洗剤をつけたスポンジ
で外側内側とも洗い、
その後きれいに水洗い
する。

電球や蛍光灯本体をぬ
らさないよう、洗剤は
必ず雑巾のほうにスプ
レーする。

　

白
熱
灯
は
寿
命
が
く
る
ま
で
一
定
の
明
る
さ

を
保
ち
ま
す
が
、蛍
光
灯
は
点
灯
時
間
の
経
過
と

と
も
に
明
る
さ
が
低
下
し
て
、
チ
ラ
ツ
キ
も
多

く
な
り
ま
す
。
一
定
時
間
使
用
し
た
ら
交
換
し

ま
し
ょ
う
。
交
換
の
目
安
は
、
両
端
に
黒
ず
み

が
現
れ
た
と
き
。
黒
ず
み
が
出
る
と
点
灯
し
に

く
く
な
り
、
点
灯
時
の
消
費
電
力
も
多
く
な
る

の
で
、
早
め
に
交
換
し
た
ほ
う
が
経
済
的
で
す
。

　

交
換
の
際
は
ラ
ン
プ
の
種
類
、
ワ
ッ
ト
数
を

確
認
し
、
器
具
に
合
っ
た
も
の
を
選
び
ま
し
ょ

う
。
特
に
、
寿
命
が
長
く
消
費
電
力
も
少
な
い

L
E
D
ラ
ン
プ
に
交
換
す
る
際
は
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
蛍
光
灯
で
グ
ロ
ー
ラ
ン
プ
付
き

の
も
の
は
、
グ
ロ
ー
ラ
ン
プ
も
同
時
に
交
換
し

ま
し
ょ
う
。

●
ラ
ン
プ
交
換
の
手
順
は

①
ス
イ
ッ
チ
を
切
る
。
②
カ
バ
ー
を
は
ず
す
。

③
ラ
ン
プ
を
取
り
替
え
る
。
④
カ
バ
ー
を
取
り

付
け
る
。
⑤
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
、
点
灯
す
る
か

ど
う
か
を
確
認
す
る
。

ラ
ン
プ
の
交
換

②カバーを下に引いてはずす。

②カバーを下に引き下
ろすようにしてはずす。

※取り付けるときは、本
体のボタンの位置にカ
バーのプッシュボタンを
合わせて押し上げる。

①カバーを持ちながら
両脇のボタンを押す。

①カバーを持ちながら、
両脇のボタンを押す。

②カバーをはずす

②カバーをはずす。

※取り付けるときは、カバーを右に回転させて本体に
ねじ込む。 ①カバーを左に回す

①カバーを左に回す。

②カバーをはずす

②カバーをはずす。

※取り付けるときは、レバーを右に引いてカバーをか
ぶせ、その後レバーを戻してセットする。

①レバーを右に動かす
①レバーを右に動かす。

【
天
井
付
け
】

①カバーを左方向に
　90°回転させる。

①カバーを左方向に
90°回転させる。

②カバーを固定している本体内部の
取付けバネからカバーがはずれる。

②カバーを固定して
いる本体内部の取り
付けバネからカバー
がはずれる。

【
壁
付
け
】

①カバーを時計と逆回
りに45°または90°回
す。

①カバーを静かに下げ
てすき間をあける

①カバーを静かに下げて、すき間をあける。

※取り付けるときは、片方ずつＶバネを絞りながらカバーの金具
に通し、最後にカバーを押し上げて本体に固定する。

②本体内の金具から、
カバーがはずれる。

※
取
り
付
け
る
と
き
は
、
カ
バ
ー
内
側
の
く
ぼ
み
と
本
体
内
部
の
金
具
が

合
う
よ
う
に
カ
バ
ー
を
は
め
込
ん
で
か
ら
、
右
（
時
計
回
り
）
に
止
ま
る

ま
で
回
し
て
し
っ
か
り
取
り
付
け
る
。

回転式

Ｖバネ式

ネジ込み
式

レバー式

プッシ
ュ

式

落とし
込み式

照明カバーのはずし方
　

カ
バ
ー
の
は
ず
し
方
は
照
明
器
具
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
代
表

的
な
も
の
を
選
び
、
は
ず
し
方
を
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。
そ
の
他
の
器
具
に
つ

い
て
は
取
り
扱
い
説
明
書
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
説
明
書
が
な
く
、
は
ず
し

方
が
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
無
理
を
せ
ず
フ
ァ
ミ
エ
ス
か
電
気
店
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

※取り付けると
きは、逆の手順
で片側を引っか
けてから、もう一
方も引っかける。

①カバーの一方を少し持ち上げ横にスラ
イドさせてから下に下ろす。

本体

カバー

②カバーの一方が少し開いたら、も
う一方を持ち上げて本体からはずす。②カバーの一方が少し開いたらもう一方
を持ち上げて本体からはずす。

①カバーの一方を少し持ち上げ、横
にスライドさせてから下に下ろす。

本体

カバー

②Ｖバネを絞りながら
受金具からはずす

Vバネ
受金具

本体
②Ｖバネを絞りながら、
受け金具からはずす。

本体

は
ず
せ
る
も
の
は
は
ず
し
て

ラ
ン
プ

コ
ー
ド
・
チ
ェ
ー
ン

ス
イ
ッ
チ

ランプの種類と取り替え時期

30

取り替え時期の目安平均寿命種類

白熱灯
（60ｗ）

１年以内で
1000時間経過時1000時間

40000時間 10年以上LED（8ｗ）

5000時間 ３年以内で
3600時間経過時

環状蛍光灯
（30ｗ）

直管蛍光灯
（15ｗ）

３年以内で
3600時間経過時5000時間

直管蛍光灯
（20ｗ）

４年以内で
5000時間経過時7500時間
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ン
ジ
に
水
を
含
ま
せ
、
ホ
コ
リ
や
汚
れ
を
洗

い
落
と
し
ま
す
。
水
洗
い
で
落
ち
な
い
場
合

は
、
ぬ
る
ま
湯
に
溶
か
し
た
中
性
洗
剤
を
使

い
、
最
後
に
水
洗
い
を
し
て
お
き
ま
す
。

　

日
の
当
た
ら
な
い
北
側
の
壁
や
、
植
え
込

み
の
近
く
の
壁
は
、
湿
気
な
ど
で
カ
ビ
や
コ

ケ
が
生
え
や
す
い
と
こ
ろ
で
す
。
予
防
策
と

し
て
、
ふ
だ
ん
か
ら
周
辺
の
植
木
を
こ
ま
め

に
刈
り
込
み
、
風
通
し
を
よ
く
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

〈
注
意
〉

　

固
い
も
の
で
強
く
こ
す
る
と
壁
面
に
キ
ズ

が
つ
き
ま
す
。
金
属
タ
ワ
シ
や
ワ
イ
ヤ
ー
ブ

ラ
シ
は
使
わ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ハ
イ
ム
の
外
壁
の
多
く
は
、
硬
質
木
片
セ

メ
ン
ト
や
ア
ル
ミ
板
に
、
ア
ク
リ
ル
系
塗
装

や
リ
シ
ン
吹
き
付
け
塗
装
を
し
た
も
の
。
ツ

ー
ユ
ー
ホ
ー
ム
は
、
硬
質
木
片
セ
メ
ン
ト
に

ア
ク
リ
ル
系
弾
性
塗
装
を
し
た
も
の
で
す
。

　

ど
ち
ら
も
水
を
吸
い
に
く
い
素
材
で
す
か

ら
、
ふ
だ
ん
の
お
手
入
れ
も
水
洗
い
が
基
本

で
す
。
洗
車
用
の
柔
ら
か
い
ブ
ラ
シ
や
ス
ポ

　
　

　

ポ
ー
チ
の
柱
や
手
す
り
な
ど
に
は
塩
ビ
鋼

板
や
ア
ル
ミ
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
汚
れ
や

キ
ズ
の
つ
き
に
く
い
素
材
で
す
か
ら
、
ふ
だ

ん
は
水
ぶ
き
で
充
分
。
固
く
絞
っ
た
雑
巾
で

汚
れ
を
ふ
き
取
り
ま
す
。
も
し
、
表
面
の
塗

膜
に
キ
ズ
、
ひ
び
割
れ
が
生
じ
た
場
合
は
、

フ
ァ
ミ
エ
ス
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　

　

基
礎
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
で
す
。
と

く
に
お
手
入
れ
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
コ
ケ
や
カ
ビ
が
つ
い
た
場

合
は
ブ
ラ
シ
で
洗
い
落
と
し
ま
す
。
床
下
換

気
口
の
ま
わ
り
に
は
通
気
を
妨
げ
る
も
の
を

置
か
ず
、
風
通
し
を
よ
く
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
基
礎
点
検
口
用
に
は
、
ネ
ズ
ミ
や
虫
の

侵
入
を
防
ぐ
防
虫
ネ
ッ
ト（
＊
）も
ご
用
意
し

て
い
ま
す
。

　　

バ
ル
コ
ニ
ー
の
床
仕
上
げ
は
デ
ッ
キ
材
や

人
工
芝
な
ど
で
す
が
、
ど
ち
ら
も
手
入
れ
の

仕
方
は
同
じ
で
す
。
ゴ
ミ
や
枯
れ
葉
を
取
り

除
い
て
、
水
洗
い
を
し
ま
す
。

　

手
す
り
は
、
ア
ル
ミ
製
で
焼
き
付
け
塗
装

仕
上
げ
で
す
。
外
壁
の
金
属
部
分
と
同
様
に

雑
巾
で
ふ
い
て
お
き
ま
す
。

ふ
だ
ん
の
お
手
入
れ

自分でできる  わが家のお手入れ

＊印の住宅部品は、ハーモネートショッピングクラブで扱っています。お手元の「保存版住宅部品カタログ」を参照のうえ、お申し込みください。

ふだんなかなか手入れをしない
外壁やバルコニーなどの外まわり。
風雨にさらされる場所なので、
思いのほかホコリや汚れが
つく場所です。
季節に一度は総点検し、
お手入れしておきましょう。

外まわり

□軒にクモの巣が張ってないか。
□樋やポーチの柱などの金属

部に汚れやキズがないか。
□外壁に汚れやキズがないか。
□北側や日陰の壁にコケやカ

ビがないか。
□キッチン換気扇の下に油汚

れがないか。
□窓の下に雨水の汚れがないか。
□手すりに汚れやキズがないか。
□バルコニーの床材がきれいか。
□ バルコニーの排水口に枯れ葉

やゴミがつまっていないか。
□基礎通気口をふさいでないか。
□基礎にコケが生えていないか。

ここをチェック！

外
壁

32

床と壁の間にゴミがたまると、排水を
妨げ縦樋の詰まりの原因になるので、
こまめに取り除くこと。

外壁は年２回、キズ・カビをチェ
ック。定期的な塗り替えが、住
まいを長く美しく保つ大切なポ
イント（住宅タイプによっては
塗り替え不要）。

　

外
壁
の
油
汚
れ
を
防
ぐ
に
は
、
で
き
る

だ
け
油
分
を
排
気
口
の
外
に
出
さ
な
い
こ

と
。
キ
ッ
チ
ン
の
換
気
扇
や
レ
ン
ジ
フ
ー

ド
に
市
販
の
不
織
布
カ
バ
ー
を
つ
け
る
だ

け
で
、
外
壁
の
汚
れ
は
か
な
り
防
げ
ま
す
。

油
汚
れ
を
つ
け
な
い
工
夫

　

外
壁
全
体
を
洗
浄
す
る
と
、
見
ち
が
え

る
ほ
ど
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。
入
居
後
５

年
を
経
過
し
て
い
た
ら
、
一
度
フ
ァ
ミ
エ

ス
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
時
期
が
来
た
ら
、
外
壁
全
体
の

塗
り
替
え
が
必
要
で
す
。
外
壁
塗
り
替
え

に
お
け
る
最
大
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
安
心
」。

て
い
ね
い
な
施
工
と
セ
キ
ス
イ
の
住
ま
い

を
知
り
尽
く
し
た
フ
ァ
ミ
エ
ス
に
お
ま
か

せ
く
だ
さ
い
。

外
壁
の
洗
浄
・
塗
り
替
え

レンジフードにはシート状
フィルターを切って、マグネッ
トなどで固定するとよい。

浅 型

深 型

換気扇のプロペラタイ
プには、伸縮自在の枠
付きフィルターが便利。

　

日
の
当
た
ら
な

い
外
壁
や
、
植
え
込

み
・
鉢
な
ど
で
陰
に

な
る
部
分
の
壁
は
、

カ
ビ
や
コ
ケ
が
生
え
や
す
い
と
こ

ろ
。
定
期
的
に
点
検
し
、
見
つ
け

た
ら
す
ぐ
に
落
と
し
ま
し
ょ
う
。

●
洗
剤
を
付
け
た
ス
ポ
ン
ジ
で

　

ス
ポ
ン
ジ
に
中
性
洗
剤
を
付
け

て
洗
え
ば
、
カ
ビ
や
コ
ケ
も
あ
る

程
度
キ
レ
イ
に
落
と
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

①
台
所
用
中
性
洗
剤
を
ぬ
る
ま
湯

に
溶
か
し
、
汚
れ
に
吹
き
付
け
る
。

②
ス
ポ
ン
ジ
で
こ
す
り
な
が
ら
落

と
し
、
細
か
い
凹
凸
に
入
り
込
ん

で
い
た
ら
ポ
ン
ポ
ン
と
た
た
く
よ

う
に
し
て
か
き
出
す
。

③
最
後
に
水
洗
い
を
し
て
、
洗
剤

を
き
れ
い
に
落
と
す
。

洗剤液を染み込ませた
ペーパータオルを貼り
付け、湿布する。

換気扇の下の油汚れは
落ちにくいので早めに
お手入れを。

洗
剤
液
を
付
け
た
ス
ポ
ン
ジ

で
、
や
さ
し
く
こ
す
り
な
が

ら
落
と
す
。

植
木
鉢
と
壁
の
間
は
な
る
べ

く
広
く
と
り
風
通
し
を
よ
く

す
る
。

　

雨
水
が
窓
枠
や
手
す

り
伝
い
に
壁
に
落
ち
る

と
で
き
る
黒
い
筋
状
の

汚
れ
は
、
手
入
れ
を
怠

る
と
出
て
き
ま
す
。

●
洗
車
の
要
領
で

　
「
ホ
ワ
イ
ト
車
専
用
の
水
ア
カ
、
汚

れ
と
り
ワ
ッ
ク
ス
」
を
ス
ポ
ン
ジ
に
つ

け
、
上
か
ら
こ
す
る
よ
う
に
し
て
落
と

し
ま
す
。

※
使
い
や
す
い
の
は
固
形
や
半
固
形
の

も
の
よ
り
液
状
タ
イ
プ
で
す
。

　

水
洗
い
で
は
落
ち
な
い
ガ
ン
コ
な
汚

れ
は
、
汚
れ
の
種
類
に
応
じ
て
、
次
の

よ
う
な
方
法
で
落
と
し
ま
す
。

　

外
壁
は
面
積
が
広
い
上
、
手
の
届
か

な
い
高
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
手
入
れ
は

重
労
働
で
す
。
い
っ
ぺ
ん
に
や
ろ
う
と

し
た
り
無
理
な
姿
勢
で
作
業
を
続
け
る

と
、
身
体
を
痛
め
た
り
、
思
わ
ぬ
事
故

を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
少

し
で
も
ら
く
に
作
業
が
で
き
る
よ
う

に
、
便
利
な
道
具
を
使
い
、
計
画
を
立

て
て
安
全
に
行
い
ま
し
ょ
う
。ワックスをスポンジに

つけ、上からこするよ
うにして落とす。

放っておくと色が濃く
落ちにくくなってしま
うので注意。

　

キ
ッ
チ
ン
の
換
気
扇
の
下
の
外
壁
に

で
き
ま
す
。
ゴ
ミ
や
ホ
コ
リ
が
付
着
し

て
ガ
ン
コ
な
汚
れ
に
な
り
ま
す
。

●
油
を
浮
き
上
が
ら
せ
て

　

台
所
用
中
性
洗
剤
を
ぬ
る
ま
湯
に
溶

か
し
、
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
に
染
み
こ
ま

せ
て
油
汚
れ
の
上
に
貼
り
付
け
ま
す
。

汚
れ
が
浮
き
上
が
っ
て
き
た
ら
ペ
ー
パ

ー
を
取
り
除
き
ス
ポ
ン
ジ
で
こ
す
り
落

と
し
ま
す
。

雨水の汚れ油汚れ

外壁のガンコな汚れの落とし方

カビ・コケ●
外
壁
は
固
い
も
の
で
こ
す
る
と
、
キ
ズ
が
つ
き
ま

す
。
必
ず
や
わ
ら
か
い
ブ
ラ
シ
か
ス
ポ
ン
ジ
を
使
用

し
て
く
だ
さ
い
。

●
高
い
場
所
を
洗
う
た
め
に
脚
立
な
ど
を
使
う
場
合

は
、
地
面
の
平
ら
な
部
分
に
置
い
て
固
定
し
、
足
元

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
注
意
〉

基
礎

金
属
製
の
柱
や
手
す
り

バ
ル
コ
ニ
ー

外壁を洗うには、ホース
をつなぎ、水をかけなが
ら洗えるブラシが便利。
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お
風
呂
の
ゴ
ム
の
パ
ッ
キ
ン
部

の
カ
ビ
に
困
っ
て
い
ま
す
。
カ
ビ

の
取
り
方
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
相
談
の
ゴ
ム
の
パ
ッ
キ
ン
部

と
い
う
の
は
、
洗
い
場
と
壁
の
境

目
や
、
浴
槽
と
壁
と
の
境
目
の

コ
ー
キ
ン
グ
部
（
す
き
間
を
ふ
さ
ぐ
充
填
剤
）

の
こ
と
の
よ
う
で
す
。
コ
ー
キ
ン
グ
部
は
ゴ

ム
に
似
た
弾
力
性
の
あ
る
素
材
（
シ
リ
コ
ン
）

で
、
こ
こ
に
し
み
込
ん
だ
カ
ビ
は
、
一
般
の

カ
ビ
取
り
剤
で
は
、
な
か
な
か
落
と
す
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

　

お
す
す
め
し
た
い
の
は
、
ゼ
リ
ー
状
の
塩

素
系
カ
ビ
取
り
剤
。
液
体
と
違
い
カ
ビ
の
上

に
長
時
間
滞
留
し
、
徐
々
に
浸
透
す
る
の
で
、

し
み
込
ん
だ
カ
ビ
も
か
な
り
き
れ
い
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
次
の
要
領
で
お
手
入
れ

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

 1
マ
ス
キ
ン
グ
テ
ー
プ
で
周
囲
を
保
護
し
て

か
ら
、
カ
ビ
の
上
に
ゼ
リ
ー
状
の
カ
ビ
取
り

剤
を
塗
り
ま
す
。

QA

ゼリー状のカビ取り剤をカビの上にたっぷ
りと塗りつける。

　
レ
ン
ジ
に
こ
び
り
つ
い
た
油
汚

れ
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。
力
ま
か

せ
に
こ
す
れ
ば
、
キ
ズ
が
つ
き
そ

う
だ
し
…
。
何
か
い
い
方
法
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

　

ま
ず
、
ゴ
ト
ク
な
ど
は
ず
せ
る

も
の
は
は
ず
し
て
つ
け
置
き
洗
い

を
し
ま
す
。
つ
け
て
お
く
こ
と
で

汚
れ
が
ゆ
る
み
、
落
と
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

 1
大
き
め
の
容
器
に
ぬ
る
ま
湯
を
入
れ
、
台

所
用
洗
剤
か
つ
け
置
き
洗
い
用
洗
剤
を
溶
か

し
ま
す
。

 2 

30
分
以
上
つ
け
置
き
、
汚
れ
が
ゆ
る
ん
だ

ら
こ
す
り
落
と
し
、
最
後
に
水
洗
い
し
ま
す
。

　

レ
ン
ジ
の
は
ず
せ
な
い
部
分
に
は
住
ま
い

の
洗
剤
を
吹
き
付
け
て
、「
湿
布
」
し
ま
す
。

 1
汚
れ
の
上
に
弱
ア
ル
カ
リ
性
の
住
ま
い
の

洗
剤
を
吹
き
付
け
、
ラ
ッ
プ
か
テ
ィ
ッ
シ
ュ

ペ
ー
パ
ー
を
か
ぶ
せ
て
30
分
以
上
お
き
ま
す
。

 2
汚
れ
が
ゆ
る
ん
だ
ら
ボ
ロ
布
で
ふ
き
取

り
、
さ
ら
に
水
ぶ
き
を
し
て
お
き
ま
す
。

QA

鏡裏面の銀鏡膜が、洗剤などの成分で化学変
化を起こして剥がれると、シミのように。

ネジ式は、ドライバーで下部のネジをゆるめ、両側を手
前に引いて外します。

カバーの裏はホコリが付きやすいので、ブラシかスポン
ジでしっかり洗います。

重曹（炭酸水素ナトリウム）は、
薬局などで購入できます。

水まわり

「
お
手
入
れ
の
仕
方
が
わ
か
ら
な
い
」

「
こ
ん
な
と
き
は
ど
う
す
る
の
？
」
…
。

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
お
手
入
れ
の

ご
質
問
に
対
し
、
詳
し
く
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

ぜ
ひ
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

お
手
入
れ
相
談
室

皆
様
か
ら
の「
?
」に
お
答
え
し
ま
す

キ
ッ
チ
ン
の
油
汚
れ
は
…

洗剤を吹き付けた後、
ラップをかぶせて湿布
すると汚れがゆるんで
落としやすい。

浴
室
の
カ
ビ
の
取
り
方
は
…

 2 

30
分
か
ら
１
時
間
お
い
て
、
カ
ビ
が
取
れ

た
ら
水
で
洗
い
流
し
ま
す
。
様
子
を
見
て
、

カ
ビ
が
落
ち
て
い
な
け
れ
ば
、
さ
ら
に
塗
っ

て
１
時
間
お
き
ま
す
。

〈
注
意
〉
塩
素
系
カ
ビ
取
り
剤
を
使
う
と
き

は
必
ず
窓
を
開
け
て
換
気
す
る
こ
と
。
ま
た

塩
素
系
カ
ビ
取
り
剤
と
酸
性
の
洗
剤
は
い
っ

し
ょ
に
使
わ
な
い
こ
と
。
有
毒
ガ
ス
を
発
生

し
て
大
変
危
険
で
す
。

　
ト
イ
レ
の
換
気
扇
も
、
定
期
的

に
掃
除
し
た
ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ

う
か
？

　

カ
バ
ー
が
ホ
コ
リ
だ
ら
け
だ
と

換
気
効
率
も
悪
く
な
る
の
で
、
定

期
的
に
外
し
て
洗
う
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

カ
バ
ー
に
は
ネ
ジ
式
と
は
め
込
み
式
が
あ

り
、
ネ
ジ
式
は
下
の
よ
う
に
ネ
ジ
を
ゆ
る
め

て
外
し
ま
す
。
ま
た
は
め
込
み
式
は
、
下
部

の
切
り
欠
き
に
指
を
か
け
て
外
し
て
く
だ
さ

ト
イ
レ
換
気
扇
の
掃
除
は
…

QA

い
。
プ
ロ
ペ
ラ
も
、
中
央
の
ナ
ッ
ト
を
回
し

て
外
せ
る
も
の
は
外
し
ま
す
。

　

ど
ち
ら
も
中
性
洗
剤
を
薄
め
た
ぬ
る
ま
湯

に
浸
け
、
ス
ポ
ン
ジ
な
ど
で
汚
れ
を
こ
す
り

落
と
し
ま
す
。
本
体
や
外
せ
な
い
タ
イ
プ
の

プ
ロ
ペ
ラ
は
、
電
気
配
線
に
触
れ
な
い
よ
う

注
意
し
な
が
ら
、
固
く
絞
っ
た
雑
巾
で
汚
れ

を
拭
き
取
り
ま
す
。

〈
注
意
〉
事
前
に
必
ず
電
源
を
切
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

浄
化
槽
で
使
え
る
洗
剤
は
…

　
わ
が
家
は
浄
化
槽
で
す
が
、
お

風
呂
掃
除
に
カ
ビ
取
り
剤
を
使
っ

て
大
丈
夫
で
す
か
？

　

浄
化
槽
は
、
バ
ク
テ
リ
ア
な
ど

の
微
生
物
の
働
き
で
汚
物
を
分
解

す
る
装
置
で
す
。
そ
こ
に
塩
素
系

や
酸
性
の
洗
剤
が
流
れ
込
む
と
微
生
物
が
死

ん
で
し
ま
い
、
浄
化
機
能
が
低
下
し
て
し
ま

い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
浴
室
や
ト
イ
レ
、
キ
ッ
チ
ン

な
ど
水
ま
わ
り
の
お
掃
除
に
は
中
性
洗
剤

か
、
ま
た
は
最
近
す
っ
か
り
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
に

な
っ
た
重
曹
や
お
酢
な
ど
を
使
う
よ
う
に
し

QA

て
く
だ
さ
い
。
重
曹
は
粒
子
が
細
か
い
の
で

浴
槽
な
ど
を
傷
つ
け
る
こ
と
も
な
く
、
安
心

し
て
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。

　
洗
面
の
鏡
の
隅
に
半
円
状
の
黒

い
シ
ミ
が
…
。
広
が
る
の
を
防
ぐ

方
法
は
あ
り
ま
す
か
？

　

鏡
を
長
年
使
っ
て
い
る
と
、
周

辺
部
な
ど
に
黒
い
シ
ミ
の
よ
う
な

も
の
が
出
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
鏡
の
裏
の
「
銀
鏡
膜
」
が
洗

剤
な
ど
で
変
質
し
、
剥
が
れ
て
し
ま
っ
た
た

め
に
起
こ
る
現
象
で
す
。

　

残
念
な
が
ら
元
に
戻
す
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
広
が
る
の
を
食
い
止
め
る
に
は
、
お

手
入
れ
の
際
、
鏡
の
裏
に
洗
剤
が
入
ら
な
い

よ
う
に
注
意
す
る
こ
と
。
万
一
洗
剤
が
入
っ

QA 鏡
の
隅
の
黒
い
シ
ミ
は
…

て
し
ま
っ
た
場
合
は
、シ
ャ
ワ
ー
を
か
け
、
十

分
に
洗
い
流
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
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居室・窓

　
わ
が
家
の
畳
は
セ
キ
ス
イ
畳
で

す
。
セ
キ
ス
イ
畳
の
お
手
入
れ
の

仕
方
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

基
本
的
に
は
イ
草
の
畳
と
同

じ
。
ふ
だ
ん
は
畳
の
目
に
沿
っ
て

掃
除
機
を
か
け
、
乾
い
た
雑
巾
で

か
ら
ぶ
き
し
て
お
き
ま
す
。

　

飲
み
物
を
こ
ぼ
し
た
り
、
醤
油
な
ど
の
汚

れ
が
つ
い
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
水
ぶ
き
を
す

れ
ば
落
ち
ま
す
。
時
間
が
経
っ
て
水
ぶ
き
で

落
ち
な
い
場
合
は
、
住
ま
い
の
洗
剤
を
水
で

QA

　
窓
の
サ
ッ
シ
の
レ
ー
ル
に
砂
ボ

コ
リ
な
ど
が
た
ま
っ
て
し
ま
い
、

掃
除
機
を
か
け
て
も
雑
巾
で
ふ
い

て
も
き
れ
い
に
な
り
ま
せ
ん
。
よ
い
お
手
入

れ
法
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

最
初
か
ら
ぬ
ら
し
た
雑
巾
で
ふ

い
た
り
水
を
流
す
と
、
砂
ボ
コ
リ

を
固
め
て
し
ま
い
、
か
え
っ
て
取

り
に
く
く
な
り
ま
す
。
水
ぶ
き
の
前
に
、
こ

び
り
つ
い
た
ホ
コ
リ
を
取
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
。

　

ま
ず
、
サ
ッ
シ
用
ブ
ラ
シ
か
歯
ブ
ラ
シ
な

ど
で
レ
ー
ル
の
隅
に
こ
び
り
つ
い
た
ホ
コ
リ

を
か
き
出
し
、
掃
除
機
の
細
口
ノ
ズ
ル
で
吸

い
取
り
ま
す
。

　

掃
除
機
で
取
り
き
れ
な
か
っ
た
ホ
コ
リ

は
、
先
端
を
削
っ
た
割
り
箸
に
湿
ら
せ
た
ボ

ロ
布
を
巻
き
付
け
て
ふ
き
取
り
ま
す
。
落
ち

に
く
い
よ
う
な
ら
、
住
ま
い
の
洗
剤
を
付
け

て
ふ
い
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、
水
ぶ
き
す

れ
ば
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。

　

仕
上
げ
に
、
ふ
き
取
り
不
要
の
カ
ー
ワ
ッ

ク
ス
を
薄
く
塗
っ
て
お
く
と
、
ワ
ッ
ク
ス
の

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
効
果
で
汚
れ
が
付
き
に
く
く

な
り
ま
す
。

QA

サッシ用ブラシはぬら
さず、乾いたままでか
き出すのがポイント。

QA
　
入
居
し
て

 13 
年
、
シ
ャ
ッ
タ
ー

の
上
げ
下
げ
が
重
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
軽
く
す
る
に
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

　

シ
ャ
ッ
タ
ー
が
重
く
な
っ
た
と

き
は
、
ガ
イ
ド
レ
ー
ル
に
シ
リ
コ

ン
系
潤
滑
剤
を
ス
プ
レ
ー
し
て
く

だ
さ
い
。

　

下
の
図
で
示
す
よ
う
に
、
ス
ラ
ッ
ト
の
左

右
に
は
ガ
イ
ド
レ
ー
ル（
溝
）が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
潤
滑
剤
を
ス
プ
レ
ー
し
て
お
け
ば
、

ス
ラ
ッ
ト
が
通
過
す
る
た
び
に
潤
滑
剤
が
シ

ャ
ッ
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
レ
ー
ル
に
も
行
き

QA

プ
ラ
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
で
網
戸
上
枠
の
ネ

ジ
を
ゆ
る
め
、
金
具
を
下
に
下
げ
ま
す
。

縦
長
窓
の
網
戸
の
は
ず
し
方
は
…

　
ト
イ
レ
な
ど
の
縦
長
の
窓
の
網

戸
を
洗
い
た
い
の
で
す
が
、
外
し

方
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

ト
イ
レ
や
洗
面
な
ど
に
多
い

「
縦
す
べ
り
窓
」
に
は
、
ガ
ラ
ス
の

内
側
に
網
戸
が
付
い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
外
す
に
は
、
ま
ず
網
戸
上
枠
の

コ
ー
ナ
ー
に
あ
る
ネ
ジ
を
室
内
側
か
ら
ゆ
る

め
、
回
転
軸
と
な
る
金
具
を
下
に
下
げ
ま
す
。

次
に
サ
ッ
シ
上
部
を
手
前
に
引
い
て
外
し
、

さ
ら
に
下
部
を
持
ち
上
げ
て
外
し
ま
す
。

QA換
気
ガ
ラ
リ
の
掃
除
法
は
…

　
 24
時
間
換
気
シ
ス
テ
ム
の
換
気

ガ
ラ
リ
の
カ
バ
ー
が
外
れ
ず
、フ
ィ

ル
タ
ー
掃
除
が
で
き
ま
せ
ん
。
外

し
方
を
教
え
て
く
だ
さ
い
！

　

換
気
ガ
ラ
リ
の
カ
バ
ー
は
、
簡

単
に
外
れ
な
い
よ
う
本
体
の
枠
に

ツ
メ
を
は
め
込
む
方
式
で
固
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
上
手
に
外
す
手
順
は
、
次
の

よ
う
に
な
り
ま
す
。

 1
カ
バ
ー
を
下
に
下
げ
る
。

 2
手
前
に
引
い
て
、
下
部
を
外
す
。

 3
持
ち
上
げ
て
、
上
部
を
外
す
。

　

少
し
力
を
入
れ
な
い
と
外
れ
な
い
場
合
も

QA

　

外
し
た
網
戸
は
、
乾
い
た
ブ
ラ
シ
な
ど
で

ホ
コ
リ
や
砂
を
払
い
、
水
で
薄
め
た
中
性
洗

剤
を
付
け
た
網
戸
用
ブ
ラ
シ
で
や
さ
し
く
汚

れ
を
こ
す
り
落
と
し
ま
す
。
そ
し
て
、
最
後

に
水
で
洗
剤
を
洗
い
流
し
ま
す
。

あ
り
ま
す
の
で
、
安
定
し
た
脚
立
に
乗
る
な

ど
、
必
ず
足
元
の
安
全
を
確
保
し
た
う
え
で

作
業
し
て
く
だ
さ
い
。

　

特
に
春
先
は
、
フ
ィ
ル
タ
ー
が
ホ
コ
リ
や

花
粉
で
汚
れ
が
ち
。
外
し
た
ら
、
次
の
手
順

で
キ
レ
イ
に
洗
い
ま
し
ょ
う
。

 1
屋
外
で
軽
く
た
た
く
か
掃
除
機
を
か
け
、

あ
ら
か
じ
め
ホ
コ
リ
を

取
り
除
い
て
お
く
。

 2
中
性
洗
剤
を
溶
か
し

た
ぬ
る
ま
湯
に
浸
け
、

押
し
洗
い
す
る
。

 3
水
で
す
す
い
だ
後
、

日
陰
で
干
し
て
乾
か
す
。

セ
キ
ス
イ
畳
の
お
手
入
れ
は
…

シ
ャ
ッ
タ
ー
が
重
く
な
っ
て
き
た
が
…

薄
め
て
ふ
い
て
く
だ
さ
い
。

　

セ
キ
ス
イ
の
畳
表
は
天
然
材
と
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
の
合
成
材
で
、
水
を
よ
く
は
じ
き
、
湿

気
に
強
い
の
が
特
徴
で
す
。
イ
草
の
畳
と
違

っ
て
カ
ビ
が
生
え
る
心
配
も
な
い
の
で
、
水

ぶ
き
も
Ｏ
Ｋ
。

　

畳
床
も
藁
床
で
は
な
く
、
イ
ン
シ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
を
使
っ
た
化
学
床
で
す
。
昔

の
よ
う
に
畳
を
干
し
て
ぱ
ん
ぱ
ん
と
叩
く
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
年
に
一
度
畳
を
は
ず

し
て
風
に
当
て
、
畳
床
に
た
ま
っ
た
湿
気
を

取
り
除
く
と
、
よ
り
清
潔
に
保
て
ま
す
。

渡
り
ま
す
。
何
回
か
上
げ
下
げ
す
る
う
ち
に
、

ス
ム
ー
ズ
に
動
く
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

ガ
イ
ド
レ
ー
ル
に
潤
滑
剤
を
塗
る
と
き
は
、

ロ
ッ
ク
部
に
も
ス
プ
レ
ー
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。
鍵
の
開
閉
も
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
す
。

左右のガイドレールと、
ロック部に潤滑剤をスプ
レーする。

シャッターボックス

スラット

①ガイドレール

②ロック部

　
窓
に
付
い
て
い
る
シ
ェ
ー
ド

を
洗
濯
し
た
い
の
で
す
が
、

外
し
方
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

上
に
折
り
た
た
み
な
が
ら
開

け
て
い
く
「
シ
ェ
ー
ド
」
の
外

し
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
下
ま
で
下
ろ
し
た
状
態
で
、
下

部
の「
ウ
ェ
イ
ト
バ
ー
」を
抜
き
取
り
、
さ
ら

に
「
昇
降
コ
ー
ド
」
も
取
り
外
し
ま
す
。
あ

と
は
、ヘ
ッ
ド
レ
ー
ル
に
マ
ジ
ッ
ク
テ
ー
プ
で

留
め
ら
れ
て
い
る
布
地
を
は
が
せ
ば
Ｏ
Ｋ
。

　

な
お
、
布
地
を
外
し
た
後
は
、
コ
ー
ド

QA シ
ェ
ー
ド
の
は
ず
し
方
は
…

　
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
の
ワ
ッ
ク
ス
が

け
の
仕
方
を
く
わ
し
く
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　

部
屋
の
使
い
方
に
も
よ
り
ま

す
が
、
少
な
く
と
も
３
ヶ
月
、ま

た
は
半
年
に
一
度
は
ワ
ッ
ク
ス
を

か
け
ま
し
ょ
う
。
ワ
ッ
ク
ス
が
膜
を
つ
く
っ

て
床
の
表
面
を
保
護
す
る
の
で
、キ
ズ
や
汚

れ
が
つ
き
に
く
く
な
り
ま
す
。

■
ワ
ッ
ク
ス
の
か
け
方

  1
汚
れ
や
油
分
が
残
っ
て
い
る
と
ワ
ッ
ク

ス
が
の
ら
な
い
の
で
、
ま
ず
床
面
を
き
れ

QA フ
ロ
ー
リ
ン
グ
の
ワ
ッ
ク
ス
が
け
は
…

サ
ッ
シ
レ
ー
ル
の
掃
除
法
は
…

が
コ
ー
ド
ガ
イ
ド
か
ら
抜
け
な
い
よ
う
、
束

ね
て
結
ん
で
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

シ
ェ
ー
ド
の
洗
濯
方
法
は
、
ふ
つ
う
の

カ
ー
テ
ン
と
同
じ
。
ま
ず
「
洗
濯
ラ
ベ
ル
」

で
素
材
と
洗
濯
方
法
を

確
認
し
ま
す
。
洗
濯
機

マ
ー
ク
が
付
い
て
い
れ

ば
、
洗
濯
機
の
「
最
大

水
量
」「
弱
水
流
」
を

選
び
、
合
成
洗
剤
で
洗

い
ま
す
。
手
洗
い
マ
ー

ク
が
付
い
て
い
た
ら
、

お
し
ゃ
れ
着
用
の
洗
剤

い
に
し
ま
す
。
水
で
薄
め
た
床
用
の
ク
リ
ー

ナ
ー
ま
た
は
住
ま
い
の
洗
剤
を
雑
巾
に
つ

け
、
固
く
絞
っ
て
汚
れ
や
油
分
を
ふ
き
取
り

ま
す
。
そ
の
後
、
水
ぶ
き
を
し
て
洗
剤
分
を

し
っ
か
り
落
と
し
ま
す
。

  2
床
が
十
分
に
乾
い
た
ら
、
風
通
し
を
よ
く

し
て
、
乾
い
た
布
ま
た
は
モ
ッ
プ
に
ワ
ッ
ク

ス
を
つ
け
て
床
に
塗
り
広
げ
ま
す
。

  3 

15
〜
30
分
お
い
て
ワ
ッ
ク
ス
を
完
全
に
乾

か
し
て
か
ら
、
も
う
一
〜
二
度
ワ
ッ
ク
ス
を

重
ね
塗
り
し
ま
す
。
部
屋
の
隅
な
ど
あ
ま
り

歩
か
な
い
と
こ
ろ
は
重
ね
塗
り
し
な
く
て
い

い
で
し
ょ
う
。

で
や
さ
し
く
押
し
洗
い
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
目
立
た
な
く
て
も
布
の
表
面
に

は
意
外
に
多
く
の
ホ
コ
リ
が
付
い
て
い
ま

す
。
軽
く
落
と
し
て
か
ら
洗
う
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

１
〜
２
年
に
一
度
、
塗
り
重
ね
た
ワ
ッ
ク

ス
を
除
去
剤
で
い
っ
た
ん
は
が
し
、
ワ
ッ
ク

ス
を
か
け
直
す
と
、
い
つ
ま
で
も
フ
ロ
ー
リ

ン
グ
を
美
し
く
保
て
ま
す
。

︿
注
意
﹀
使
用
す
る
ワ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
は

P.4
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

操作コード側から「ウェイトバー」
を抜き取り、「昇降コード」も外
してから布をはがします。

コードがコードガイドから抜け
てしまうと取り付けが困難にな
るため、必ず束ねておきます。

ワックスがけの前に、ま
ず床についている汚れ
をきれいに落とすのがポ
イント。


